


はしがき

は し が き

東大阪市神並 。西ノ辻・鬼虎川の3遺跡は,生駒山地西麓に所在します。 3

遺跡は,昭和55年から大阪府教育委員会・東大阪市教育委員会・財団法人東大

阪市文化財協会によつて発掘調査されてきました。 3遺跡に新鉄道 (東大阪生

駒電鉄)の建設,国道308号の拡幅および阪神高速道路の延伸等の土木工事が

計画されたためです。

発掘調査の結果,珍 しい遺物が多数出土し,各種の遺構も多数検出され,遺

跡の重要性がさらに高くなりました。

今回発表する調査概要は,昭和58年度に実施された大阪府教育委員会による

西ノ辻遺跡の調査結果並びに遺物整理報告です。

この調査では,弥生時代の方形周溝墓,縄紋～鎌倉時代の自然河川,鎌倉時

代の土壊墓や井戸・柱穴群,室町時代の配石遺構等の遺構が多数検出され,地

域史にとつて貴重な学術資料を得ることが出来ました。

また,遺物整理の結果,中世の飲食器の変遷,あるいは井戸中から多数出土

した木製品の変遷が明らかになる等,貴重な成果を多数上げることができまし

た。

本調査概要を通じて,文化財に対する理解をますます深めていただければ幸

いです。

平成14年 3月 31日

大 阪 府 教 育 委 員 会

財団法人東大阪市文化財協会
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例 言

例  言

1,本書は、大阪府並びに東大阪生駒電鉄株式会社が建設を進めていた回道308号線及び都市計

画道路築港枚岡線並びに都市高速鉄道東大阪線の建設予定地内に所在する神並・西ノ辻・鬼虎

川遺跡の発掘調査概要報告並びに遺物整理報告である。

2.本調査並びに遺物整理は,大阪府教育委員会が大阪府土木部の委託を受けて実施したもので

ある。

3.本調査は大阪府教育委員会文化財保護課技師西日陽―・宮崎泰史を担当者とし,調査員蜂屋

晴美・瀬川員美子が輔けた。遺物整理は,調査員津田美智子・市川秀之・森鳥康雄・浜田延充

が輔けた。

4.調査並びに遺物整理にあたっては,東大阪市教育委員会文化財課の職貝,財団法人東大阪市
文化財協会の職員の方々に有益な助言と多大な協力を得た。記して感謝する。

5。 出土した石硯については,北畠雙耳・五鼎の両先生と四代目土井惣佐衛門氏,木簡について

は藤沢一夫先生 。余良大学講師木下密運先生・奈良国立文化財研究所綾村宏氏,人骨について

は池田次郎先生,地層および動物遺存体については大阪市自然史博物館の那須孝悌氏,樽野博

幸氏,縄紋土器については宮野淳一氏,中世土器については橋本久和・尾上実の両氏から懇切

なる教示を得た。記して感謝する。

6.本書の遺構写真の一部及び遺物写真については,阿南辰秀・伊藤慎司氏にお願いした。御尽
力された両氏に感謝する。

7.発掘調査の補助並びに遺物整理作業にあたられたのは、以下の方々である。記して感謝する。
芦田尚子・稲田美和・石野かおる・乾野貴子・岩畦幸子・上田裕子・大宮和美・岡田聖―・

川瀬貴子・倉橋公栄 ,小林早智子・w賛岐真理子・白石由香・鈴木寛子・高芝泰彦・財部祐介・

竹田操・田中いつき・土橋学・中川須美子 。中西久美・西原稔美・西田大輔・布目久夫・

樋口浩子・福田英輝・古道ヒサエ・堀ノ内泉・宗戸芳子・村田博樹・矢部みどり ,安居勝善・

山本裕子・横山真弓・横山直美・吉村卓・吉村早苗・中川美由紀・橋村一也

8。 本書の作成にあたっては,上記の方々の他に,堀江門也,玉井功,松田順一郎,別所秀高,
鍋鳥隆宏,河本美穂,高田真由美,江尻奈美子の協力を得た。記して感謝します。

9.本調査にあたっては,写真・遺物実測図等の記録を作成すると共に,カ ラースライドを作成
した。広く利用されることを希望する。
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凡 例

凡  例

1.本調査の地区名は,年度の数字の次に 1区・ 2区・・・と仮称した。遺跡名の略称としては,

神並をKUM,西 ノ辻をNTZ,鬼 虎川をKTRと した。したがつて,今回調査した地区分は,

西からN T Z58-2区,NT Z58-3区 ,N T Z58-5区,NT Z58-7区 となる。調査時で

の呼称及び遺物のナンバーリングもこれに準じている。

年次で表記すれば,NT Z58-2区は西ノ辻遺跡13次調査,NT Z58-3区西ノ辻遺跡15次

調査は,NT Z58-5区 は西ノ辻遺跡12次調査,NT Z58-7区は西ノ辻遺跡14次調査となる。

2.標高は,東京湾標準潮位 (T,P,)を 基準とし,m単位で表示している。

3.本書に掲載している遺物は,一連の通し番号を付している。この番号は,本文挿図・図版写

真・法量表ともに共通する。

4.遺物実測図の縮尺は,土器については原則として 1/4,石 器については1/2と し,適時

縮尺を変えている。

5.遺構の計測は適時m,cmを併用し,遺物についてはcm,llnlを 併用している。
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図版 1 58-3区  遺構 全景 (上方が北)

図版 2 58-3区 中世 遺構
a.井戸 1 刀子出土状況
b,井戸 1 白磁

'4ヽ

出土状況

c.井戸 1 曲物オ涌出土状況

図版 3 58-3区 中世 遺構
a.井戸 2 全景 (南西から)
b.井戸 3 土層断面 (西から)

図版 4 58-3区 中世 遺構
a.井戸 3 曲物桶底板出土状況

b.井戸 4 土層断面 (北から)
c.井戸 4 銅釘出土状況 (北東から)

図版 5 58-3区 中世 遺構
a.井戸 5 土層断面
b.井戸 6 土層断面 (南から)
c.井戸 6 曲物桶出土状況 (北から)

図版 6 58-3区 中世 遺構
a.井戸 7 ザル出土状況
b.井戸 8・ 9 全景 (南東から)

図版 7 58-3区 中世 遺構
a.井戸10 検出状況 (東から)

b.井戸10 土層断面 (北東から)

c.井戸10 瓦器椀出土状況

図版 8 58-3区 遺構
a.包含層 緑色片岩製石硯出土状況

b.包含層 蓮華紋軒丸瓦出土状況

c.包含層 馬の頭蓋骨出土状況 (北から)

図版 9 58-3区 中世 遺構
a.土器群・石列出土状況(北から)

b.土器群出土状況 (東から)

図版10 58-3区  中世 遺構
a.土器群・石列 石櫃出土状況 (南東から)

b.土器群・石列 地覆石出土状況 (西から)

c,土器群・石列 杭と棒出土状況 (北から)

図版11 58-3区  遺構
a～ d.自 然河川 馬骨出土状況
e,自 然河川 かまど・羽釜出土状況

図版12 58-3区  中世 遺構
a.土媛墓 全景 (南から)
b,土壊墓 近景 (南東から)

西ノ辻遺跡12～ 15次調査概要報告

図 版

図 版

図版13 58-3区 遺構
a,自然河川 南壁土層断面 (東半)
b.同上 (西半)

図版14 58-3区 遺構
a.弥生包含層 弥生土器 (養),

蛤刃石斧出土状況

b.自然河川 東壁土層断面 (南半)
(】ヒ西から)

図版15 58-3区 遺構
a,自 然河川 西側土層断面 (東から)
b.弥生時代自然河川 全景 (北から)
図版16 58-3区 縄紋～弥生時代 土器・土製品
a.縄紋土器 b.弥生土器、土製円板
図版17 58-3区 弥生時代 土器
a・ b.弥生土器

図版18 58-3区 弥生時代 土器
弥生土器

図版19 58-3区 縄紋～弥生時代 石器
a.石鏃,削器,石槍,石錐,叩 き石 ,

石核,鉄剣型石剣

b.柱状片刃石斧,扁平片刃石斧,

太型蛤刃石斧,磨石,石庖丁,砥石

図版20 58-3区  弥生時代 石器
a・ b.不定形刃器

図版21 58-3区  弥生時代 石器
a・ b.不定形刃器

図版22 58-3区  中世 石製品
a.砥石・石鍋 b.大型砥石
図版23 58-3区  中世 石製品
a.地覆石 b.硯
図版24 58-3区  古墳時代～中世 土器・石製品
a.硯

b.土師器盟,かまど,土師器羽釜

図版25 58-3区  中世 土器
a.井戸9 瓦器椀
図版26 58-3区  中世 土器
a.井戸 3 土師質羽釜・瓦質三足 ,
井戸6 東播系ねり鉢,井戸 5 瓦器小皿
b.井戸 8 瓦質すり鉢・陶器鉢・土師質羽釜

図版27 58-3区  中世 土器

― Ⅶ 一



図 版

a.井戸10 瓦器椀
b.井戸 1 瓦質金・壷・すり鉢
図版28 58-3区 中世 土器
井戸 1 白磁八角郭,井戸 6 土師質羽釜,
自然河川 瓦器椀 ,
土器群 土師質羽釜,
土器群 瓦器椀・土師質小皿,
包含層 瓦器椀・山茶椀
図版29 58-3区  中世 木製品
a.土器群 曲物桶,井戸 5 曲物桶,
井戸9 曲物桶
b.井戸 7 かご復原案
図版30 58-3区  中世 木製品
a.井戸6 杓子
b.井戸6 用途不明木製品
図版31 58-3区  中世 木製品
a.井戸6 曲物桶
b.井戸3 曲物桶・方形曲物桶
図版32 58-3区  中世 木製品
a,井戸3 柄
b・ c,井戸 1 曲物オ苗
図版33 58-3区  中世 木製品
a.井戸 1 革履・羽子板状木製品
b.井戸2 草履・木球,
井戸4 用途不明木製品

図版34 58-3区  中世 木製品・金属製品
a.包含層 用途不明木製品,木球,箸
b.包含層 古銭・鉄ノミ,井戸4 銅釘,
井戸5 鉄刀子,井戸ユ 刀子,
自然河川 かすがい

図版35 58-5区 遺構
a.全景 (上方が北)
b.遺構検出状況 (南から)
図版36 58-5区  中世 遺構
a.井戸 1 全景 (北から)
b.井戸 1 土層断面 (東から)
c.井戸 1 瓦器椀出土状況
図版37 58-5区  中世 遺構
a.井戸2 全景 (南西から)
b.井戸2 土層断面 (南西から)
図版38 58-5区  中世 遺構
a.井戸3 全景 (南西から)
b.井戸3 土層断面 (西から)
図版39 58-5区  中世 遺構
a.井戸3 鼈,亀 ,タ ニシ出土状況
b.井戸3 亀出土状況

図版40 58-5区  中世 遺構
a.井戸4 全景 (南から)
b.井戸4 土層断面 (東から)
図版41 58-5区  中世 遺構
a.井戸 5 全景 (北から)
b・ 井戸 5 土層断面 (東から)
c.井戸 5下層 ヒョウタン出土状況
図版42 58-5区  中世 遺構
a.井戸 5 瓦質三足出土状況 (西から)
b.井戸 5 瓦器椀,短刀出土状況
c.井戸 5 曲物桶出土状況
図版43 58-5区  中世 遺構
a.土坑 1 全景 (南から)
b.土坑 1 馬骨出土状況 (南西から)
図版44 58-5区  中世 遺構
a.土坑 1 渥美焼広口重出土状況 (南西から)
b.土坑 1 土層断面 (西から)
図版45 58-5区  中世 遺構
a.自然河川 石列 全景 (北東から)
b. 自然河川| ノェヽ景 (西から)

図版46 58-5区  中世 遺構
a.自 然1可川 牛の下顎骨出土状況
b。 自然河川 瓦器椀出土状況
c.自 然河川北肩・井戸・柱穴群 検出状況

(南から)

図版47 58-5区 遺構
a.弥生時代自然河川 全景 (北西から)
b.調査区東端 ため池 全景 (北西から)
図版48 58-5区  縄紋時代～中世 石器・石製品
a.削器,石小倉,石錐,不定形刃器,砥石
図版49 58-5区  中世 土器
井戸2 瓦質三足・瓦器椀,
井戸 5 瓦器椀・土師質小皿・白磁皿
井戸 5 瓦質三足,井戸 1 瓦器椀 ,
井戸4 備前焼壷
図版50 58-5区  中世 土器
a.井戸3 瓦質羽釜,備前焼すり鉢 ,

井戸4 灯明皿,瓦質すり鉢・火鉢
b.土坑 1 渥美焼広口壺,穴あき土師質小皿,

土師質小皿

図版51 58-5区  中世 土器・土錘・短刀
a,東西溝 瓦器椀,山茶碗,緑釉陶器郭,
自磁碗

b.土錘,井戸 5 短刀
図版52 58-5区  中世 木製品
a.井戸 5 曲物桶
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b.井戸 5 曲物桶
図版53 58-5区  中世 木製品
a.井戸 5 曲物桶,漆器椀
b.井戸 5 草履・用途不明木製品,
井戸 1 下駄

図版54 58-5区  中世 木製品
a.井戸 1 曲物桶
b.井戸 4 曲物桶
図版55 58-7区  遺構
a,全景 (上方が北)
b.全景 (西から)
図版56 58-7区  中世 遺構
a.井戸 1 上層遺物出土状況 (西から)
b.井戸 1 中層遺物出土状況 (北から)
c.井戸 1 下層遺物出土状況 (西から)
図版57 58-7区  中世 遺構
a.井戸 2 全景 (南西から)
b.井戸 2 枠板相互を鉄釘でとめている状況

(南西から)

図版58 58-7区  中世 遺構
a.井戸 2 上段井側 枠材検出状況 (南西から)
b.井戸 2 上段井側 枠材の外側に残る

手斧痕 (南西から)

図版59 58-7区  中世 遺構
a.井戸 2 上段井側内 柄狗と土師質羽釜

出土状況 (南から)

b.井戸 2 下段井側内 遺物出土状況
(南から)

図版60 58-7区  中世 遺構
a.井戸 3 1回 目土器群出土状況 (西から)
b.井戸 3 1回 目土器群出土状況 近景 (北から)
図版61 58-7区  中世 遺構
a.井戸 3 2回 目土器群出土状況 (南東から)
b.井戸 3 3回 目土器群出土状況 (南東から)

図版62

井戸 3 下層曲物桶出土状況
58-7区  中世 遺構
井戸 4 土層断面 (西から)
.井戸 6 木製品出土状況 (西から)
図版63 58-7区  中世 遺構
a.井戸 7 土層断面 (南側) (東から)
b.同上 (中央)       (東 から)
c,同上 (北側)       (東 から)
図版64 58-7区  中世 遺構
a.井戸 7 1回 目土器群出土状況 (東から)
b.井戸 7 井戸を囲む柱穴群検出状況 (西から)
図版65 58-7区  中世 遺構

a.井戸 7 木簡,タ ニシ出土状況 (北東から)
b.井戸 7 木簡,タ ニシ出土状況 (北西から)
図版66 58-7区  中世 遺構
a.井戸 7 漆器椀出土状況
b.井戸 7 鉄斧出土状況
c,井戸 7 捺器椀出土状況
d.井戸 7 漆器椀出土状況
e.井戸 7 曲物桶,羽子板状木製品出土状況

(西から)

f.井戸 7 漆器椀,曲物桶出土状況 (西から)
図版67 58-7区  中世 遺構
a.井戸 8 全員 (南から)
b.井戸 8 曲物桶底板と灰釉陶器出土状況
c.井戸 8 3匹 の亀検出状況
d.井戸 8 瓦質三足と曲物桶出土状況
e.井戸 8 白磁と曲物桶底板出土状況
f.井戸 8 白磁と曲物桶底板出土状況
図版68 58-7区  中世 遺構
a.井戸 8 釣瓶出土状況
b。 同上 近景
c.井戸 9・ 4 全景 (北から)
図版69 58-7区  中世 遺構
a.井戸10 1回 目土器群出土状況 (南東から)
b.井戸10 2回 目土器群出土状況 (南西から)
c.井戸10 3回 目土器群出土状況 (西から)

図版70 58-7区  中世 遺構
a.井戸10 4回 目土器群出土状況 (南から)
b.井戸10 曲物桶出土状況

c.井戸10 土層断面 (南から)

図版71 58-7区  平安時代 遺構
a.土坑 1 全景 (南西から)
b.土坑 1 最下層 礫・土器出土状況 (西から)
図版72 58-7区  平安時代 遺構
a.土坑 1(東側) 土層断面 (西から)
b.土坑 1(西側) 土層断面 (南から)
図版73 58-7区  平安時代 遺構
a.土坑 1 西端隅の最下層

黒色土器椀出土状況 (南東から)

b.土坑 1 東端隅 トンネル検出状況 (南から)
図版74 58-7区  平安時代 遺構
a.土坑 1 西端 トンネル検出状況 (東から)
b.土坑 l 西端 トンネルの続き (西から)
c.土坑 1 西端 トンネル検出状況 (西から)
図版75 58-7区  中世 遺構
a.北西端 柱穴群 (南から)
b.中央北端 柱穴群 (南から)
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図 版

図版76 58-7区  中世 遺構
a.配石遺構 1 全景 (西から)
b.配石遺構 1 全景 (北から)
図版77 58-7区  中世 遺構
a.配石遺構 1 五輪塔出土状況 (東から)
b.配石遺構 1 巴紋軒丸瓦出土状況 (南から)
c.配石遺構 1 全景 (北から)
図版78 58-7区  中世 遺構
a.配石遺構 2 全景 (北から)
b.配石遺構 2 全景 (西から)
c.調査区東端 鋤跡 全景 (西から)
図版79 58-7区  弥■時代 方形周溝墓
a.2号方形周溝墓 全景 (東から)
b.同上 高郭形土器 出土状況 (南から)
c.同上 甕形土器 出土状況
図版80 58-7区 縄紋～弥生時代 石器・土器
a.2号方形周溝墓 高郭
b.石鏃,石槍,石錐

図版81 58-7区  弥生時代～中世 石器・石製品
a.石庖丁,用途不明,石核
b.不定形刃器,れ_氏石

図版82 58-7区  中世 石製品
a.砥石 b.石 硯
図版83 58-7区  中世 石製品
a.井戸 7 石硯
b.井戸 7 「□福二年」銘入り石硯
図版84 58-7区  中世 土器
井戸 1 瓦器椀
図版85 58-7区  中世 土器
a.井戸 1 瓦器椀
b.井戸 1 瓦器小皿
c.井戸 1 土師質小皿
図版86 58-7区  中世 土器
a.井戸 1 土師質大皿,東播系ねり鉢
b.井戸10 瓦器椀
図F央87 58-7区  中世 土器
井戸10 瓦器椀・小椀・小皿,土師質大皿・

小皿・高台付皿,東播系ねり鉢

図版88 58-7区  中世 土器
井戸10 かまど,土師質羽釜

図版89 58-7区  中世 土器
井戸 2 瓦器椀・瓦器小皿,土師質小皿・羽釜 ,

白磁碗,東播系ねり鉢

図版90 58-7区  中世 土器
a.井戸 3 瓦器椀
b.井戸 3 土師質小皿

図版91 58-7区  中世 土器
井戸3 瓦器椀・小皿,東播系ねり鉢,
土師質大皿,瓦質三足

図版92 58-7区  中世 土器
a.井戸3 瓦質三足,土師質羽釜
b.井戸 3 青白磁碗
図版93 58-7区  中世 土器
井戸4 瓦器椀,土師質小皿・羽釜,常滑焼発
図版94 58-7区  中世 土器
井戸7 瓦器椀,土師質小皿,瓦器小型壷
図版95 58-7区  中世 土器
井戸7 土師質鋼・羽釜
図版96 58-7区  中世 土器
a.井戸 7 瓦質羽釜,常滑焼大甕,

青白磁椀・皿・合子・壷

b.井戸8 小型瓦質三足,白磁台付皿
図版97 58-7区  中世 土器
a.井戸11 瓦質羽釜・養,備前焼すり鉢
b.配石遺構 1 土師質羽釜,備前焼甕,

瓦質桶型土器

配石遺構 2 青磁碗
包含層 瓦質片口付羽釜

図版98 58-7区  平安時代 土器
土坑 1 黒色土器椀,土師器税・皿・鋼・片口
図版99 58-7区  平安時代 土器
a.土坑 1 緑釉陶器,灰釉陶器
b.土坑 1 墨書土師器
図版100 58-7区  平安～室町時代

金属製品・土錘

a.土坑 1 古銭,井戸7 鉄鎌 .釘 ,かすがい,
配石遺構 1 熊手
b.土錘
図版101 58-7区  平安～鎌倉時代 木製品
a.土坑ユ 用途不明木製品,井戸6 曲物桶
b.井戸10 曲物桶
図版102 58-7区  中世 木製品
a.井戸10 曲物桶

b.井戸2 曲物桶
c.井戸2 イヽコ子
図版103 58-7区  中世 木製品
a.b.井戸2 曲物桶
図版104 58-7区  中世 木製品
a.井戸2 曲物桶,用途不明木製品
b.井戸3 曲物桶
図版105 58-7区  中世 木製品
a.井戸3 曲物桶
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b.井戸 7 曲物桶
c.井戸 7 曲物桶
図版106 58-7区  中世 木製品
a.b.井 戸 7 曲物桶
図版107 58-7区  中世 木製品
井戸 7 漆器椀
図版108 58-7区  中世 木製品
井戸 7 漆器椀,木簡
図版109 58-7区  中世 鉄斧・鉄鎌
a.井戸 7 鉄斧,鉄鎌
b.井戸 7 鉄斧 (保存処理後)
図版110 58-7区  中世 木製品
a.井戸 7 曲物桶,草履,箸
b.井戸 7 羽子板状木製品
図版111 58-7区  中世 木製品
a.井戸 4 下駄
b.井戸 4 曲物桶,井戸 8 曲物桶
図版112 58-7区  中世 木製品
a.b.井 戸 8 曲物桶
図版113 58-7区  中世 木製品
井戸 8 釣瓶
図版114 58-2区 (北) 遺構
a.3層上面 (西から)
b.4層上面 (西から)
c.5層上面 (西から)
d～ e.5層上面 近景 (南から)
図版115 58-2区 (北) 平安時代 遺構
a.6層上面 (西から)
b.井戸 1(東から)
図版116 58-2区 (北) 平安時代 遺構
a.井戸 1 近景 (北東から)
b.井戸 1 墨書木製品出土状況 (北から)
図版117 58-2区 (北) 弥生～奈良時代 遺構
a.自 然河川 全景 (西から)
b～ e。 自然河川 近景 (南から)
図版118 58-2区 (北) 弥生時代中期 遺構
a. 自然,可)l18  全景 (西から)

奥は自然1可,I17

b～ d.自然河川 8 近景 (南から)
e,自 然河川 7 近景 (南西から)
図版119 58-2区 (北) 弥生時代中期 遺構
a.自 然河川 8 土層断面 (西から)

6ラ イン沿い断面

b。 自然河川 8 土層断面 (南から)
図版120 58-2区 (北) 縄紋～弥生時代 遺構
a.自 然河川 9 全景 (西から)

b。  自然1可 )キ 19  /ェ`景 (東から)

図版121 58-2区 (北) 縄紋～弥生時代 遺構
a.自 然河川 9 全景 (西から)
b.自然河川 8・ 9 土層断面 (南東から)
図版122 53-2区 (北) 縄紋～弥生時代 遺構
a.自然河川 土層断面 (南から)
b.自然河川 土層断面 (南から)
図版123 58-2区 (北)縄 紋時代 遺構
a。 自然河川 9 土層断面 (西から)

6ラ イン沿い断面

b,自然河川9 縄紋土器出土状況
図版124 58-2区 (南) 遺構
a.3層上面 (西から)
b.3層上面 近景 (北から)
図版125 58-2区 (南) 遺構
a.4層上面 (西から)
b.5層上面 (西から)
c.6層上面 (西から)
図版126 58-2区 (南) 中世 遺構
a.中世自然河川2 下層 馬 ,牛骨出土状況

(】ヒから)

b.同  上 近景 (東から)
図版127 58-2区 (南) 弥生～古墳時代 遺構
a.古墳時代第 1遺構面 (西から)
b.古墳時代第 2遺構面 (西から)
c.古墳時代第3遺構面 (西から)
d.弥生時代後期 (西から)
e.最終遺構面 (西から)
f.奏棺墓

図版128 58-2区 (南) 縄紋～弥生時代 遺構
a. 自然1可 )II(南から)

b.縄紋時代自然河川 (南から)
図版129 58-2区 縄紋時代 土器
a.早期土器・中期土器
b.中期～晩期土器

図版130 58-2区 (南) 弥生時代中期 土器
a.養棺 台付鉢 (蓋 )
b.甕棺 奏 (身 )
図版131 58-2区  弥生時代中期～古墳時代 土器
a.壺棺
b.自然河川 7(北)小 型土器
c.自然河川 7(北 )磨 製石剣
自然河川8 磨製石剣
自然河川 7(南)郭 身
自然河川 5(南)郭 蓋

図版132 58-2区 (北) 弥生時代中期
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図版・挿図

自然河川 槽
図版133 58-2区 (北 )

井戸 1 墨書木製品
図版134 58-2区 (北 )

～奈良時代 木製品

平安時代 木製品

平安時代 土器

自然河川 瓦器椀,瓦器小皿,土師質小皿
井戸 1 瓦器椀,土師質小皿
図版135 58-2区 (南)平 安時代 動物遺存体
中世自然河川 2下層 馬頭蓋骨
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第 I章 遺跡の位置と環境

大阪府の東側には南北に連なる生駒山地があり,稜線が奈良県との境になっている。河内平野

が低く平らなだけに一際生駒山地が切り立って見える。

この生駒山地の主峰生駒山 (標高 642m)の両麓に神並・西ノ辻・鬼虎川遺跡が隣接して東西

に並んでいる (第 1図 )。

(神並遺跡) 東大阪市東石切町 1丁 目に所在する縄紋から室町時代にかけての集落遺跡。中

位段丘上に位置し,標高は約20～40m。 これまで,数次の調査により,神宮寺式の上器・有舌尖

善根寺遺跡

日下貝塚

芝ケ丘遺跡

芝山古墳

大敏古墳

塚山古墳
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第I章 遺跡の位置と環境

頭器・土偶儘1),弥生土器,古墳中期の製鉄遺構 l註 2)。 人物埴輪l註3).掘立柱建物跡,奈良l註 4).

平安・鎌倉時代健5)の掘立柱建物跡等が検出されている。

(西ノ辻遺跡)東 大阪市西石切町 3丁 目他に所在する縄紋から室町時代にかけての集落遺跡。
低位段丘上に位置し,標高約 7～ 20m。 これまで,十数次の調査により,縄紋土器,弥生土器 ,

方形周溝墓,奏棺・重棺 l,主 6),古墳中期の木組暗渠・貯水施設(註 7),平安～室町時代の掘立柱建

物跡・井戸・墓等が検出されている。

(鬼虎川遺跡)東 大阪市弥生町他に所在する旧石器から室町時代にかけての集落遺構。沖積
地上に位置し,標高は約 5～ 7m。 これまで,二十数次の調査により,国府型ナイフ・翼状剥片 ,

縄紋前期のクジラやフグの骨,弥生中期の方形周溝墓,古墳中・後期の掘立柱建物跡,中世の掘

立柱建物跡 ,井戸等 l註 8)ヵ島検出されている。

以上の三遺跡の近辺には,旧石器が採集された千手寺山や正興寺山遺跡健9)があり,縄紋時代

では人骨出土で有名な日下貝塚や芝ヶ丘遺跡があり,弥生時代では,中垣内・植附・鬼塚遺跡が

あり,古墳時代では,中期の帆立貝形古墳かと推定される塚山古墳,後期の前方後円墳である芝

山古墳,大藪古墳,神並古墳,墓尾古墳群等がある。余良時代以降では,法通寺・客坊廃寺・河

内寺跡等の寺院があり,中世 (註 10)で は,「水走文書」で有名な水走遺跡や文永十年 (1273)の紀

年瓦を出土した神感寺跡,永仁二年 (1294)の十三重石塔を出土した観音寺,永仁七年 (1299)

の十三重石塔を出土した興法寺跡の寺院健11)がいずれも指呼の間に存在し,併せて,一大遺跡

群を形成している。

(註 1)

(註 2)

(註 3)

(註 4)

(註 5)

(註 6)

(註 7)

(註 8)

(註 9)

(註 10)

(註 11)

下村晴文 橋本正幸「大阪府東大阪市神並遺跡出上の上偶と有舌尖頭器」 F古代文化』35巻 6号・昭和58年 6月
大阪府教育委員会『神並・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査概要・ I』 昭和59年 3月

東大阪市教育委員会 。(財 )東大阪市文化財協会『発掘20年のあゆみ』昭和62年 3月

大阪府教育委員会『神並 西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査整理概要 Ⅲ』昭和61年 3月
東大阪市教育委員会 (財 )東大阪市文化財協会『神並遺跡 I』 昭和61年 10月

大阪府教育委員会『神並・西ノ辻 鬼虎川遺跡発掘調査整理概要・Ⅱ』昭和61年 3月
(財 )東大阪市文化財協会『甦る河内の歴史』 (図録)昭和59年 12月

大阪府教育委員会『神並・西ノ辻・鬼虎川発掘調査整理概要・Ⅳ』昭和61年 3月

藤井直正・都出比呂志・1可内歴史研究グループ「原始古代の枚岡JF枚岡市史』 3巻史料遍(1)昭和41年 3月

東大阪市立郷土博物館『中世のくらし』 (図録)昭和59年 3月

藤井直正『東大阪の歴史』松籟社 昭和58年 4月
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第Ⅱ章 調査に至る経過

東大阪生駒電鉄株式会社による東大阪線建設工事は,大阪府土木部による都市計画道路築港枚

岡線 (一般国道 308号および府道石切大阪線)お よび阪神高速道路公団による阪神高速道路東大

阪線道路の延伸工事と相まって,奈良県北部と大阪都心部の輸送の混雑緩和と利便の増加をはか

ると共に,東大阪ならびに大阪市内交通事情改善に寄与し,関連地域の開発に多大な貢献をする

ものと期待されていた。

ところが,こ れらの工事計画路線内には,西から水走・鬼虎川・西ノ辻・神並等の「周知の埋

蔵文化財包蔵地」としての4遺跡が存在した。電鉄および道路工事は,地中深く基礎杭や橋脚を

打設するため,遺跡を損壊することが明らかであった。

そこで,事業者たる東大阪生駒電鉄株式会社は大阪府教育委員会・東大阪市教育委員会に協議

を求めた。三者協議の結果,計画路線内の遺跡地はすべて,文化財保護法の規定により,発掘調

査を実施し,遺跡保存のため基礎資料を作成することとなった。

以来,昭和55年の鬼虎川遺跡第 I期発掘調査に始まり,神並・西ノ辻・鬼虎川の 3遺跡を数年

にわたつて,大阪府教育委員会・東大阪市教育委員会 。(財 )東大阪市文化財協会および国道 308

号線関係遺跡調査会の手で発掘調査してきている。その成果の一端は,昭和59年 12月 に『甦る河

健
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第Ⅱ章 調査に至る経過

第 1表 昭和58年度 西ノ辻遺跡 調査地区一覧

内の歴史 (国道 308号線関係遺跡発掘調査中間報告展)』 を開催し,ま た,各調査区終了毎に現

地見学会を開催等して,広 く府民の供覧を得ている。

なお,当該路線内の調査の地区割については,鬼虎川・西ノ辻遺跡は北側部分を大阪府が,南

側を東大阪市が主として担当した。神並遺跡は,中央部を大阪府が,その東西端を東大阪市が担

当した。

本書は,昭和58年度に行われた大阪府教育委員会による西ノ辻遺跡の発掘調査概要並びに遺物

整理概要を報告するものである (第 2図 ,第 1表 )。

調査年次 調査地区名 調査面積 主な遺構・遺物

西ノ辻遺跡12次 NTZ58-5区 614ぜ 自然河川 (弥生時代～南北朝),柱穴群・土坑 井戸 (平安～室町時代)

西ノ辻遺跡13次 NTZ 58-2区 1082nf
自然河川 (縄紋～近世),奏棺・重棺 (弥生),磨製石剣・絵画土器 (弥
生中期),馬・牛 。犬 (平安～室町)

西ノ辻遺跡14次 NTZ58-7区 575nF
方形周溝墓 (弥生中期),井戸 (平安～室町),木簡・硯 漆器椀・鉄斧
・鉄鎌 (鎌倉),釣瓶 (室町)

西ノ辻遺跡15次 NTZ 58-3区 312ポ
自然1可川(弥生～南北朝),土竣墓(平安～鎌倉),井戸(平安～室町),
縄紋土器,石櫃,長年大費
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第1節 層 位

第Ⅲ章 58-3区の調査成果

第 1節 層 位

本調査区の基本的な層序は次の通りである (第 4図 )。 現地表面の標高は,T,P,+10.73m。

調査前までは, 2階建てのコーポが建っていた。地表下 2mは ,新盛上であった。その下に厚さ

15～ 20cmの黒灰色粘質土層があり,よ く肥えた上であったのと染付の上器片が少々出土したので,

近・現代の耕土層と思われた。その下に厚さ7～ 10cmの緑茶色粘質土層があり,ほ とんど水平に

堆層していたので,床土層と思われた。その下に厚さ20c14程の緑褐色粘質土層があり,中世の土

器細片や弥生土器の細片等が含まれていた。遺物包含層と思われる。同層中から調査区中央部西

端で馬のほぼ完形の頭蓋骨や緑色片岩製の石硯 (第21図 131)や蓮華紋軒九瓦、長年大費 (第 3

図2)等が出土した (図版 8)。

この遺物包含層を除去すると,調査区北西部では,ただちに遺構面並びに地山層が現われたが

(第 5図),南半分では,一段 (10～20cm)下がって,中世の土器片を少々含む茶褐色粘質土層が

水平に堆積していた。

調査区北半分では,その東端に南北に丼戸が 3基並んで検出された。その他の部分には,ま ば

らに柱穴等が検出された。調査区南半部で,さ らに包含層を掘削し続けると,南端部から北に 7

m幅で灰色砂礫層が検出され,東西方向の自然河川と思われた。砂礫層中から灰釉碗・内黒土師

器・緑釉陶器・骨等が多量に出土した。また,調査区北西隅で南北の小さな段が検出され,段の

下から人か猿の頭蓋骨片が少量検出された。古墳時代後期の須恵器が集中出土したので,あるい

はその時期のものかと思われる。

調査区南半部の砂礫層を除去すると,井戸が 4基検出され,東西方向に石列・土器群等も検出

された (第 8図、図版 9)。 砂礫層中には,弥生時代中期の土器やサヌカイト製石槍・亀の甲羅・

馬骨等が含まれていた。なお,石列中には穴のあいた石や大型砥石、地覆石等が混在していた。

また,調査区南端部中央には,杭を打ち込み,横棒を固定した遺構も検出された。以上すべて,

平安時代末期の自然河川の北肩に並べられたものと推

定された。

さらに,東西自然河川を掘削すると,調査区中央部

にて東西方向の流路と南東から北西方向の流路 (溝

101)が検出された (第 5図、図版 1)。 溝101か ら,

移動式かまどと羽釜が接して検出された (図版1l e)。

他に出土した土器がすべて細片なのに,こ れだけ大破  第 3図 58-3区 古銭拓本 (1/1)

5
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第 1節 層 位

片で固まって出土したことから,岸辺で行なわれていた祭りなどに関係するものかと思われた。

調査区南端では,南東から北西へ流れる幅3～ 7mの自然河川の流路が検出され (第 11図 ,図

版15),内部に詰まった砂礫層から弥生時代中期の土器や石器片が大量に出土した。また,調査

区南西隅部は,さ らに下がることが判明し,地表面下4.6mま で掘削して,初めて地山面に到達

した。
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第Ⅲ章 58-3区の調査成果

第 2節 検出された遺構

本調査区で検出されたのは,調査区南半部で弥生時代～南北朝時代の自然河川、平安時代の石

列・土器群と調査区北半部で,柱穴群・調査区各所で井戸11基 ,土崚墓 1基等であった。以下 ,

主要な遺構と遺物を略述する。

第 1項 中世 の遺構

井戸

本調査区 (西ノ辻15次調査)で検出された井戸は総数10基で,時期別の内訳は平安時代 2基 ,

鎌倉時代末 1基,鎌倉時代末～南北朝時代 2基,南北朝時代 5基である。井戸 9以外は,いずれ

も深さが 2mを超えるため,下層の調査は人力と機械力 (ユンボ)を併用して行った。その際に,

豊富な遺物を検出している。また,検出された井戸の土壌を 1基につきコンテナ 3～ 5箱分採取

し,水洗選別した際にカエル・ネズミ・カメ・サカナ,種子,昆虫の羽根等の動植物遺存体等を

多量に検出した。

井戸 1

調査区北東寄りにおいて検出した (第 6図 ,図版 2)。 平面プランは東西2.7m,南北2,9mの

歪な楕円形で,底まで枠等はなく,素掘りのままであった。検出面下 lmで,径 2mの大きさに

なり,以下は同じ大きさであった。検出面からの深さは4.lmを はかる。断面形態は信鉢状の緩

やかな傾斜から段をもって急に深く落ち込む二段掘りで,坑底のレベルはT.P.+4.4m。

検出面下 lmで西壁に接して,長さ35cmの楕円形の石が 1個落ちており,内部には暗灰黒色粘
土層が充満していた。底までの途中に,鋼板を柄に巻いた鉄刀子 (第 34図 271)や八角形の白磁

杯 (第 26図 196)。 曲物桶の底板完形品 (第 33図 249)・ 赤間石製の石硯 (第 21図 130)な どが出土

した (図版2)。 瓦器椀・壼,瓦質羽釜 ,す り鉢,瓦等が出土し,南北朝～室町時代のものと推定

された。

井戸 2

調査区北東で,井戸 1の南に接して検出された (第 6図,図版 3a)。 井戸の径は東西1.5m,

南北1.6mの台形で,底 まで枠組みはなく素掘りのままであった。坑底のレベルはT,P.+4.61m。

検出面下80cmで ,径15～ 45cl■の大小不揃いな扁平な石を6個積み重ねていた。掘方の北偵1に接し

て固めて置かれていたので,ち ょうど踏み台にでも使っていた様子である。内部には,検出面下

50cmま でには,黒灰色粘土層が充満し,その上には,黒灰色砂礫層や暗灰色粘土層が周囲から徐

徐に埋もれた状態で堆積し,最終的には灰色粘土層で埋まっていた。深さは2.Om+α 。

内部から土師質皿・羽釜,瓦質火鉢,東播系練鉢,青磁等が破片で出土し,南北朝時代のもの

と推定された。
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第 2節 検出された遺構

井戸 1 井戸 2

①灰色粘土層 ③黒灰色砂礫層
②暗灰色粘土層 ④黒灰色粘土層

井戸 4 井戸 5

TP
+8m

井戸 6

①暗灰茶褐色粘土層1/1ヽ石混り)
②暗灰褐色粘土層
③黒茶褐色粘土層
④暗灰色粘土層
⑤暗灰茶褐色粘土層
⑥暗灰褐色粘土層
⑦暗灰色粘土層(緑色粘土混り)
③黒灰褐色粘土層

TP
+8

井戸 3

④

①黄褐色粘質土層
②黄褐色粘質土層(炭混り)
③暗褐色粘土層(炭混り)
④黒褐色粘土層(炭混り)

TP,+8m

0 4m
TP+8m

◎

「
‐
、⑤

①明るい灰褐色粘土層
②黄灰色砂質粘土層(灰色粘土混り)
③暗灰色粘質砂層
④暗灰緑青色粘土層
⑤暗灰色砂質粘土層(炭混り)
⑥暗灰色粘土層
⑦黒灰色砂質粘土層

第 6図

①緑灰色微砂層(黒色粘土混り)
②黒色粘質土層
③黒色微砂層
④暗灰色粘質土
⑤黒色粘土層

58-3区 井戸 1～ 6平面・断面図 (1/60)

なお,北接する井戸 1と の境には,長さ32cmの 長方体の石が 1個 ,やや南西寄りに小石が 2個

固まって,置かれていた。何に使用したのか不明。
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

井戸 3

調査区北東で,井戸 2の南西1,3mで検出された (第 6図,図版 3b・ 4a)。 井戸の径は東西

2.lm,南北2.lmの楕円形で,底 まで枠などはなく,素掘りのままであった。検出面下1.3mで ,

径1.5mの大きさになり,以下は同じ大きさであった。深さは3.7m。 この井戸も井戸 1同様,上

半部が崩壊して広くなったものと思われた。坑底のレベルはT,P.+5.髄 m。

検出面下70硼までは,炭混じりの暗褐色粘土層や黄褐色粘質土層が堆積しており,水平に堆積

することから,一時に埋められたものと推定された。検出面下70cm以下は,黒褐色粘土層がぎっ

しり詰まっており,内部から,瓦器椀,土師質皿・羽釜,瓦質三足,東播系練鉢,砥石 (第 19図

121)等 と共に,曲物桶底板完形品が 2枚,ほぼ完形品で検出された (図版 4a)。 共に釣瓶に使

われた曲物桶の底板が使用の際抜け落ちたものらしい。出土土器から鎌倉末～南北朝の井戸と推

定された。

井戸 4

調査区南西部で検出された (第 6図 ,図版 4b・ c)。 井戸の径は2.42× 1.491nの 長楕円形で,

底まで枠等はなく,素掘りのままであった。坑底のレベルはT.P,+6.14m。 検出面下1.2mで ,

段が形成され,井戸の掘方は径90～95cmの 円形になってしまう。内部には,検出面下 1.2mま で

は,10～ 15cmま での明るい灰褐色粘質土層や黄灰色砂質粘土層・暗灰緑青色粘土層・暗灰色砂質

粘土層・暗灰色粘土層力即贋番に堆積しており,一時に埋められたものと推定された。深さは2.06

m。 検出面下80cmで銅釘が 1本立った状態で検出された (図版 4c)。 検出面下60cm以下は,黒

灰色砂質粘土層がぎっしり詰まっていた。瓦器椀 (第 26図 181),瓦質火鉢・すり鉢,瓦等が出

土しており,南北朝の井戸と推定された。

井戸 5

調査区南東部で検出された (第 6図 ,図版 5a)。 井戸の径は東西2.77m,南北2.25mの楕円

形で,底 まで枠等はなく,素掘りのままであった。検出面からの深さは3.29mを はかる。断面形

態は二段掘 りで、検出面下42cmで ,段が形成され,井戸の掘方は径1.2～ 1,4mの楕円形になって

しまう。坑底のレベルはT.P,+5,Om。

検出面下50cmま でには,黒色微砂層,黒色粘質土層・暗灰色粘質土が周囲から埋まったような

状態で堆積し,最終的には緑灰色微砂層で完全に埋っていた。検出面下50cm以下は,黒色粘土層

がぎつしり詰まっていた。瓦器椀・小皿 (第 26図 175,176),土 師質皿,瓦質羽釜,鉄刀子等が

出土しており,南北朝のものと推定された。

井戸 6

調査区南西部で,井戸 4の南側に接して検出された (第 6図 ,図版 5boc)。 井戸の径は東西

1.7m,南北1.5mをはかる。底まで枠等はなく,素掘りのままであった。検出面からの深さは2.42

mを はかり,坑底のレベルはT.P.+5,15m。 検出面下80mま では,それぞれ厚さ6～ 26cmの 暗

灰色粘土層・暗灰褐色粘土層・暗灰茶褐色粘土層・暗灰色粘土層等が,周囲から埋まったような
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第 2節 検出された遺構

状態で堆積し,最終的には小石混じりの暗灰茶褐色粘土層で完全に埋まっていた (図版 5b)。 検

出面下80cm以下は,黒灰褐色粘土層がぎつしり詰まっていた。底近くから,曲物桶の完形品 (第

32図246)が底を斜め上にして出土した (図版 5c)。 横に中央部に紐で縛ったような痕跡を持つ

棒も出土した。瓦器椀,土師質羽釜,東播系練鉢,瓦質三足等が出土しており,鎌倉末～南北朝

のものと推定された。

井戸 7

調査区南西部で,井戸 6の西側に接して検出された (第 7図,図版 6a)。 井戸の径は東西1.5

m,南北 1.lmの小さい楕円形で,底まで枠などなく,素掘りのままであった。深さは70cmと 非

常に浅かった。内部には,黒褐色の粘質土が詰まっており,短期間の内に埋まったものらしい。

底近くから,ザルの底だけが抜けたような状態で出土した (図版 6a)。 土師質小皿がほぼ完形品

で出土しており,平安時代末のものと推定された。

なお,こ の井戸は下層に検出される弥生時代の自然河川の流路を掘削して作られたもので,こ

の弥生時代の自然河川は,調査時にも著し

く水が流れていた自然河川なので,井戸も

浅く小さなものなので十分に間にあつたこ

とが,後日判明した。

井戸 8

調査区南西部,壁際で検出された (第 7

図,図版 6b)。 井戸の径は東西1.8m、 南

北2.lmの精円形で,底まで枠などはなく,

素掘りのままであった。深さは2.4m+α 。

坑底のレベルはT.P.+5,13m。

検出面下50cmま では,黒茶褐色砂質粘土

層が堆積しており,その上面近くには,長

さlm,幅 10cmほ どの流木や長さ20～30cm

の石が, 4個横 1列に並べられたりしてい

た。

検出面下50mで段が形成され,南端に径

90cm程の歪な楕円形のさらに深くなる掘方

部があった。瓦器椀,土師質小皿,白盗系

山茶碗等が出土しており,南北朝のものと

推定された。

井戸 9

調査区中央部,西壁際で検出された (第

TP

0

井戸 7

①灰黒

①淡責灰色
粘質土層
②暗黄灰色
粘質土層

③暗灰茶黒色

砂質粘土層

④緑灰黒色粘質

井戸 9

+7.5m

井戸10

TP+8m

④暗灰黄色
シル ト層

⑥黒褐色
粘質土層

⑥暗黒褐色泥砂

土 層

υ六
∩
ｒ
‐
Ｉ

Ч
Ｉ

A

井戸 8

0      1m

第 7図 58-3区 井戸 7～ 10
平面 。断面図 (1/60)
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

7図,図版 6b)。 井戸の径は東西1.8m,南北2.3m以上の楕円形で,底まで枠等はなく素掘りの

ままであった。この井戸は,底まで75cmと 非常に浅く,ま た青灰色シルト層を掘り込んでおり,

水が湧きそうもなかった。また,断面で見ると,緑灰黒色粘質土層・青灰黒色粘質土層が堆積し

た上から,淡黒灰色粘質土層・灰黒色粘質土層 (緑色粘土混じり)が詰っている土坑によって切

られており,本来,井戸ではなく,土坑であった可能性もある。ただし,その西半部が調査区外

に伸びているため,詳細は不明。瓦器椀・皿,土師質皿,曲物底板等が出上しており,平安末期

のものと推定された。

井戸10

調査区中央部北西寄りで検出された (第 7図 ,図版 7)。 井戸の径は東西 1.7m,南北1.4m以

上の楕円形で,底 まで枠等はなく,素掘りのままであった。坑底のレベルはT.P.+4.914m。 検

出面下70cmま では,暗黒褐色泥砂・黒褐色粘質土・暗灰黄色シルト等が厚さを違えて堆積してい

た。周囲から幾度も埋め続けられたものらしい。検出面下70cm以下は,暗灰黒色粘土層が充満し

ており,底近くから,瓦器椀,土師質皿,東播系練鉢等と共に,人の頭蓋骨の頂部破片が出土し

た。井戸10は ,その南側に検出された土娠墓を切つて掘られたことが,こ の人骨片の出土によっ

て判明した。井戸の深さは,3.Om+α 。出土土器から,鎌倉末期のものと推定された。

柱穴群

調査区北半部を中心に大小百余個の柱穴群が検出された (第 5図 ,図版 1)。 時期は,平安後期・

平安末期・南北朝の三面存在した。平安後期の柱穴群は,調査区南東部および中央部で検出され

た。調査区中央部の柱穴群は,東西に流れる幅 3m程の浅い自然河川の両岸に検出された。内に

掘方が25～30cmで ,径 6～ 8 cmの柱根の残存しているものが数個あり,建物跡が存在していたこ

とは確実であるが,う まく建物を復元するまでには至らない。ただ,調査区南東部で検出された

柱穴群は,磁北から約10度東に振って,南北に3個づつ,いずれも柱穴中に柱根をもつものが並

ぶので,こ の位置に何らかの構築物のあったことが分かる (第 8図 )。 またその西側には,幅20～

30cmの細い浅い溝が 3本東西方向に掘られている。平安末期と南北朝の柱穴は部分的にしか両者

を区別できなかったが,調査区北半部を中心に検出された。しかし,井戸や後世の削平によって,

まばらにしか検出できず,建物跡を復元できるものはなかった。

土器群 い石列

調査区南部で東西に検出された (第 8・ 9図 ,図版 9)。 内,東半部に幅70cm程,長さ4.5mの

範囲に土器群が検出された。瓦器椀や土師質羽釜・皿,砥石 (第 20図 126)等が出土している。

西半部には,東西に高さ20～ 30 cmの南側に落ちる段が検出され,その段上に幅 30 cm～ lm程 ,

長さ7m以上の範囲に石列が検出された (図版 10a・ b)。 内に大型砥石や地覆石・石櫃の蓋等

が混じっていた。単に石列中に石として存在したので,転用されたものらしい。地覆石は,近辺
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第8図 58-3区 調査区南半分 柱穴群 平面図 (1/120)

では,法通寺跡が存在するので,そ このものが運ばれてきたのだろうか。石櫃の蓋も重さ430にg

もあるが,横倒 しになっているので,本来の場所から動いている可能性がある。土器群も石列も
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

0             50cm

第9図 58-3区 土器群
平面図 (1/25)

平安時代末期の自然河川の北肩に並べられたもの,ある

いは捨てられたものらしい。

木組み遺構

平安時代末期の土器群・石列の更に南側,川寄りの部

分で,木組み遺構が検出された (第 8図 ,図版 10c)。

長さ88硼 ,大さ4.5 cmの ものを含めた長い先を矢のよう

に尖らした杭を5本,地面に打ち込み,長さ 140.5 cm,

太さ4.5 cm,片方のみを幅 3 cm,長 さ4 cmの長方形に加

工した樫の横木を止めている。止め方は西側に2本,東

側に3本杭を打ち込み,横木が南北に動かないように固

定していた。

検出された部分が,IIの北肩に当たるため,あるいは舟

付き場の遺構であるのかも知れない。舟をつないでおく

稽留杭と考える訳である。

土境墓

調査区中央部北西寄りで検出された (第 10図 ,図版

12)。 木棺等の痕跡はなく,土坑中に人を直接埋めたも

のらしい。人骨の保存状態は良く,完存していた。副葬

品等はなく,北枕であった。

京都大学の池田次郎先生の御教示に独ると,性別は男 ,

年令は30才後半,身長は158～ 159 cm,「 きゃしゃ」な人

物ということであった。仰臥仲展葬で,左腕を腹の上に

乗せ,やや右向きかげんであった。

土坑の掘方の状態は,北偵Jが井戸10に よって切られ,

南側も後世の削平によって削られていたため,南北の長

さは,1,7rェ1以上としか不明。幅は,50～ 60 cm,深 さは

12cm,足元に少し余裕があるが,ほぼ掘方ぎりぎりに人

を埋めたものらしい。
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(ア ミは土師質土器,黒は瓦器)    伴出遺物がないことから,年代を決定するのは困難で
あるが,人骨頭部を削って作られた井戸10の年代が瓦器椀や土師質皿の編年によって,鎌倉末期

と判明しているので,こ の上壊墓の上限もそれよりは上がらない。大約,平安末～鎌倉時代頃の

ものと考えておきたい。
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井戸10<

第2節 検出された遺構

井戸10

第10図 58-3区 土渡墓 平面・断面図 (1/20)

第 2項 弥生 時代 ～中世 の遺構

自然河

'II
調査区南半部で検出された (第 H図 )。 南北朝には,ほぼ埋 りきつており,下層の弥生時代の

自然河川を流れる伏流水を狙って,井戸 4・ 5・ 6・ 8等の井戸が掘られている (第 8図 )。 鎌倉

時代の遺物は,ほ とんど出土せず,一気に平安時代末期に飛んでしまう。動物骨や土器片を大量

に含んだ灰色砂礫層を除去すると,石列・土器群・木組み遺構等が検出される (図版 9・ 10)。

更に厚さ60cm程 と灰褐色砂礫層を除去すると,弥生時代の自然河川流路が検出される。調査区

南半部,北西から南東にかけて,幅4m深さ1～ 1.5mの断面V字形の溝状の流路がまず検出され

た。溝底の深さは南北端と北西端と変りはなかったが,調査区の南の東大阪市の調査結果から,

南東端から北西端へ流れる流路であることが判明した。この流路中に,弥生Ⅲ様式の上器及び石

器が多量に包含されていた。柱状片刃石斧のほぼ完形品や太型蛤刃石斧
・石槍の破片等も出土し

た (図版14b)。

この流路の南東部の隅には,長径1.5m,短径1,lm,深さ1.lmの楕円形土坑 (井戸101)が検

出された。井戸である可能性があった。

このⅢ様式の流路の西側の肩は,さ らに下り,下から北西から南東への方向のやはり自然河川

の流路が 1本検出された (図版 15)。 流路を埋めている灰色砂礫層中からは,やはりⅢ様式の土

器が出土した。

石

-15-
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第11図 58-3区 弥生時代中期自然河サ|1平面図 (1/80)
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第 3節 検出された遺物

第 3節 検出された遺物

第 1頂 縄紋 ～弥生時代の遺物

<縄紋土器 >(第 12図 3～ 7,図版 16a)

58-3区の縄紋土器は5点。そのうち,刻 目突帯紋を有し,深鉢を呈すると思われるものが 3

点,二枚貝条痕のあるものが 1点あり,いずれも縄紋時代晩期の土器で,弥生時代中期自然河川

より出土である。また,すべて復原が困難な小破片にすぎない。以下,各土器の観察を記してい

く。

(3)口縁端部と突帯の調整を同時に行なったとみられる突帝を有し,刻み方は,ヘラで刻ん

だやや明瞭なD字である。色調は暗褐色を旱し,胎土は角閃石を非常に多く含む他,雲母も目立

つ。生駒西麓産である。内 ,外面ともナデである。(4)やや厚い口縁の下に,少し垂れ下がつた

ような突帯を持つ。突帯の刻みは,浅いが明瞭であり,ヘラを押しつけた長いD字である。色調

は暗褐色,胎土は角閃石,雲母を多く含む生駒西麓産である。内・外面ともナデ調整。(5)口縁

端部と突帯の調整を同時に行なったと思われる突帯を持ち,刻みは浅く不明瞭である。色調は暗

褐色を呈し,胎土は角閃石,雲母が日立ち,生駒西麓産である。調整は内・外面ともナデと思わ

れる。(6)は深鉢。口縁部には二枚貝による条痕がめぐり,屈曲部から胴部にかけては,荒いケ

ズリが行なわれている。ケズリに用いられた工具であるが,条痕のように深く明瞭であること,

胎土に2 mln前後の小石が多いことから,板状あるいはヘラエ具も考えられるが,これは繊維束を

使用したものと考えたい。色調は黒味がかった暗褐色を呈し,胎土は角閃石,雲母が目立つ他,

【出
中

5

3

第12図 58-3区 縄紋土器 実測図 (1/2)

0 10cm

,I

6
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

2 mln前後の長石,石英粒を多く含む生駒山麓産である。外面調整は上記の通り。内面は丁寧なナ

デである。(5)は深鉢の胴部と思われる。色調は黒が強い暗褐色,胎土は角閃石,雲母が非常に

多い。生駒山麓産である。調整であるが,外面は繊維束による荒いケズリである。右上方に削っ

ているものを,水平方向に削る帯が切っている状態が観察できる。内面はナデ調整。

以上の通りである。このうち,(4)の ように口縁部がやや肥厚し,その下に刻目突帯が付くも
のについては,あ まり報告されていないため,詳しい時期は不明である。 (3・ 5)は ,突帯の付

け方に共通するものがあり,同時期と考えられる。(6,7)についても,胎土に小石が入るかは
いらないかの違いはあるが,生駒山麓産であり,色調も外面調整も酷似することから同時期であ

ろう。(4)は別として,(3・ 5)は長原式,(6。 7)は滋賀里Ⅲの範疇にあるものと考えられ

る。

<弥生土器 >(第 13・ 14図 8～ 34,図版16b～ 18)
調整区南半部の自然河川中から多量に出土した。(8～ 10)は調査区南西隅で検出された自然河

川から出土したもの。(8)は細頸壼の回縁部。外面には,櫛描波状紋と直線紋を交互に密に施す。
この櫛原体は上が 2本で,少し間隔をあけ,下が 5本の歯数である。その櫛を使い紋様を描いて
いる。胎土は灰白色を呈し、摂津の土器か。(9)は生駒山麓産の壼。口縁内部および肩部に円形

浮文がついている。(10)は生駒山麓産の壼。外面に緊状紋を一面に施す。

(11)は調査区南東隅の包含層中から出土したもの。井戸 101の上層の埋土に相当する可能性

がある。完形の生駒西麓産の奏。口縁部および胴部中位にはススの付着がみられ,黒褐色を呈す。

底部には黒斑がみられる。

(12～ 15)は調査区南東隅で検出された井戸101か ら出土したもの。(12)は生駒西麓産の鉢。

外面に幅広の櫛描簾状紋を施す。 (13)1ま 生駒西麓産の高郭。 (14)イよ大型奏。内外面とともにハ

ケロを施す。摂津の土器。(15)は 生駒西麓の甕。外面ハケ,内面は口縁部内面横方向の密なナデ。

(16～ 19)は調査区西端自然河川の底から出土したもの。 (16・ 17)は ,生駒西麓産の高郭。

(18)は生駒西麓産の奏。内面ハケ,外面は縦方向のナ几  (19)は生駒西麓産の回転台形土器。

外面は細かいナデを斜めに密に施す。

(20～ 24)は調査区南端の弥生時代自然河川の上層から出土したもの。 (20)は生駒西麓産の壼。

口縁端部に刺突紋を施す。(21)は生駒西麓産の複合回縁をもつ重。口縁端面には凹線を施した後,

刻み目を施す。顕部には,櫛描直線紋を施し,肩部との間に刺突紋を施した突帯を貼付ける。(22)

は生駒西麓産の小鉢。口縁端部に小さな指頭圧痕が連続して残る。(23)は生駒西麓産の浅鉢。口

縁部は断続的なつまみ出しによって波状に作り上げている。(24)は生駒西麓産の高郭。脚部には

穴が 4個あり,裾近くに綾杉紋が施される。

(25～33)は調査区南半自然河川の西端で検出された流路から出土したもの。 (25)は摂津地方

産の高郭。口縁端面に凹線を4本施す。胎土は,長石・雲母・石英を含み赤橙色を呈す。 (26)イよ

生駒西麓産の複合口縁をもつ壼。口縁端部および頸部に櫛描集状紋・扇形紋・直線紋を施す。内
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第3節 検出された遺物

面は横方向のハケ調整。(27)1ま ,(20)と よく似た生駒西麓産の壷。口縁端部に列点紋を施す。

(28)は摂津地方の壷。口縁端面に櫛描波状紋を施し,頸部に櫛描直線紋と波状紋を施す。胎土

は,長石 ,石英・クサリ礫を含み,橙灰色を呈す。 (29)1ま 生駒西麓産の複合口縁部をもつ壼。口

縁端部には櫛描簾状紋を2段にわたつて施し,その間に列点紋を配し,所々に円形浮文を貼 りつ

けている。日縁端部の上下の角部には刻み目まで施している。頸部には 2段の櫛描直線紋を施し

ている。(30)は生駒西麓産の甕。口縁端面に列点紋を施す。(20)や (27)と器種は違ってもよ

く似た作りで,同一人の作になるのかも知れない。(31)は生駒西麓産の甕。外面は縦方向のナデ,

内面はハケロの上を横方向に荒い間隔のナデ。(32)は生駒西麓産の蓋。御日様の輝きのような刺

突紋を施す。(33)は 生駒西麓産の小型の奏。腹部に穴が多数あいている。底部内面に白色の物質

(カ ルシウム?)が付着している。用途不明。

(34)は 中世の井戸 6か ら出土したもの。自然河川を掘削した井戸であるので,自然河川中出

土と同じである。生駒西麓産の高郭であるが,中空になった筒部中に小石が 2個入つていて振る

とコロコロと鳴る。珍品といえよう。

以上の弥生土器は,(21・ 25)が凹線紋をもつので中期末まで下る可能性があり,(19～24)も

同時期と推定されるが,他は中期中頃のものである。

<弥生時代以前の石器 >(第 15～ 19図 35～ 118,図版19～ 21,第 2・ 3表 )

縄紋時代の石器が 3点 ,弥生時代の石器が81点出土した。58-3区の調査面積は,312ポであ

るが,実質的にはほとんどが調査区南半を東から西に流れている自然河川中 (約 118ポ)か ら出

土し,面積比は〆当たり0,7個 と非常に高い。

縄紋時代の石器 (35～ 37)1ま ,弥生時代の自然河川中に混在していたものだが,赤茶褐色鉄石

英製凹基式石鏃 (35)が珍しい。削器 2点 (36・ 37)|ま ,サヌカイトの風化が著しい。

弥生時代の石器 (38～ 118)は ,自然河川および包含層中から出土したもので,自然河川で伴出

した土器はⅢ・Ⅳ様式である。サヌカイト剥片も25点,301.5g出 上した。大型蛤刃石斧 (53)は ,

高槻市安満遺跡で製作された閃緑岩製石斧と思われ,扁平片刃石斧 (50)も やはり安満遺跡で

未製品等が発見されている灰緑色の石材と同一のものである。石庖丁は 1点が高島石 (粘板岩)

で, 3点が緑色片岩である。サヌカイト製不定形刃器が 59点 ,1491.lgと非常に多い (第 17～

19図 )。

第 2項 古墳時代～中世の遺物
<中世の石器>(第 19～ 22図 119～ 132,図版22～24,第 3表 )

砥石が 9点,石鍋 1点 ,地覆石 1点 ,石硯 2点 ,石櫃 1点が出土している。砥石は小型と大型

に分かれ,小型は幅は4.5～ 6cl11位 のものが多く,二上山産灰黄色凝灰岩が多用される。竜山石製

地覆石 (129)は ,寺の基壇等に使用されたものであろうか。石硯 (130・ 131)は共に南北朝時代
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

第 2表 58-3区 出土石器 観察表 (1)

遺物番号 名 称 石  材 長 さ 幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ

g 備 考 出土地区・層位

第15図 35 石鏃 赤茶褐色石英 1 8 1 3 03 06 凹基無茎式 自然河川砂礫中

第15図 36 削器 灰色サヌカイ ト 35 27 0,95 98 楔形石器 南東隅弥生包合層

第15図 37 削器 濃灰色サヌカイ ト 6.3 54 1 5 34.2 一部表皮残存。周縁は表皮部以外は刃部。 自然河川南端

第15図 38 石鏃 暗灰黒色サヌカイ ト 32 1 7 05 25 凸基無茎式 0-3地 区 溝102

第15図 39 石9鎮 暗灰黒色サヌカイ ト 2.4 22 08 4.1 平基式 自然河川南端

第15図40 石槍 暗灰黒色サヌカイ ト 68 28 1.4 33 6 刃部体部共に磨減。折れ日に二次加工。 0-4地 区 包含層

第15図 41 石槍 晴灰黒色サヌカイ ト 8.5 27 1 3 38.3 西側縁に磨きと叩きを施す部分がある。 N-2地 区 溝102

第15図 42 石槍 黒灰色サヌカイ ト 51 25 1.1 118 小型尖顕器 L-4地 区 清

第15図 43 石槍 黒灰色サヌカイ ト 60 23 11 142 上面中央からの折れ。 0-2地 区 溝102

第15図 44 石錐 黒色サヌカイ ト 5,1 35 09 124 一部表皮残存。爪形石。端部に回転線条痕。 自然河川底

第15図45 石錐 暗灰色サヌカイ ト 41 31 1 0 10.7 善 しく風化。縄紋時代のものを再加工。 自然河川南端

第15図46 石錐 暗灰色サヌカイ ト 4.1 32 0.4 4.4 先端部磨減著 しい。両面加工。 0-2地 区 包合層
第15図 4ア Π日き石 黒灰色サヌカイ ト 57 53 3.5 38 2 くばんだ側縁を叩き石に転用。 ビット3

第16図 48 石核 黒灰色サヌカイ ト 50 4.6 1 8 41 9 長さ1.5cm、 幅 3 cmの剥片を3枚割り取る 自然河川底

第15図 49 鉄剣型石剣 灰色粘板岩 73 29 1 0 26 2 高島石製。両面に縦方向の傷あり。 南 東西溝

第15図 50 桂状片刃石斧 黒緑色片岩 113 38 32 292 4 刃部に使用時の割れ。側面に組痕あり。 弥生井戸101

第15図 51 扁平片刃石斧 緑灰色片岩 30 32 1 2 146 破片 北西隅包含層

第15図 52 柱状片刃石斧 黒緑色片岩 50 27 11 25 4 全面に縦方向の傷あり。石目で割れている。 自然河川西端砂利層

第16図 53 太型蛤刃石斧 緑灰色閃緑岩 83 64 4.9 367 8 刃部に使用時の割れ。基部に調整時のへこみ。 南束隅弥生包合層

第16図 54 磨石 閃緑岩 ? 10 1 4.2 48 255 5 金面つるつるで、焼けている。 自然河川南端砂礫層

第16図 55 石庖丁 黒緑色緑色片岩 4.6 8,1 07 52.5 両刃。失敗穴 1個あり。 自然河川南端砂礫層

第16図56 石庖丁 黒緑色緑色片岩 39 70 08 37 6 片刃。背部・刃部にネズミの歯形痕あり。 自然河川砂礫層下層

第16図57 石庖丁 暗緑色緑色片岩 53 68 0,7 34 1 片刃。両面に斜め方向のl易あり。 N-2地 区 浦102

第16図 58 石庖丁 黒色粘板岩 20 4,7 03 3.5 破片のため、詳細は不明。高島石製。磨製石鏃 ? N-4地 区 包含層

第16図 59 石丘石 緑灰色細砂岩 9,4 20 24 121.0 4面使用。刃物傷あり。和泉砂岩製。 自然河川

第16図 60 砥石 灰自色細砂岩 6.5 45 22 943 4面使用。一部メ光けている。 N-2地 区 溝102

第 17図 61 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 53 55 1.8 594 完全調整 されている。 井戸 101

第17図62 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 41 60 1 6 34 9 背部に表皮をもつ。 N-2地 区 溝102

第17図 63 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 53 73 1 9 69,7 背部に表皮をもつ。完全調整 されている。 自然河川砂礫層

第17図 64 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 47 88 1 4 70 6 完全調整 されている。 自然河川

第17図65 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 37 42 1 0 176 背部に表皮をもつ。二上山製。 自然河川砂礫層下層

第17図 66 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 4.0 5.2 1 0 276 背部に表皮をもつ。 南東隅弥生包含層

第17図 67 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 57 5.1 08 22 0 背部に表皮をもつ。 包含層

第17図 68 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 5,ア 69 1 5 53 8 背部に表皮をもつ。 自然河川底

第17図 69 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 45 62 1 6 415 完全調整 されている。 自然河川南端

第17図 70 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 38 57 1 6 36 1 縄紋時代の削器を再利用したもの。全周縁刃部。 自然河川砂礫層

第17図 71 不定形刃♂離 黒色サヌカイ ト 4.8 60 1 3 35 4 背部に表皮をもつ。全周縁刃部。 南東隅弥生包含層

第17図 72 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 39 72 1 5 42 6 背部に表度をもつ。 N-2地 区 滴102

第17図 73 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 49 78 1,0 29 6 背部に表度をもつ。 土墳墓下の包合層

第17図74 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 49 69 1 9 39 2 背部に表度をもつ。直線刃。 自然河川砂礫層

第17図 75 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 33 5,2 1 0 16.1 完全調整されている。 N-2地 区 溝102

第17図 76 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 3.4 29 1 0 81 背部に表皮をもつ。 溝101A地 点粗砂層

第17図 77 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 45 64 2.4 39.1 縄紋時代の削器 を再利用 したもの。直線刃。 自然河川砂礫層下層

第17図 73 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 34 59 1,2 241 背部に表度をもつ。 自然河川砂礫層

第17図 79 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 36 40 09 13.4 完全調整 されている。全周縁刃部。 自然河川砂礫層

第17図 80 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 44 ア 9 1 3 49 7 背部に表皮をもつ。 自然河川砂礫層下層

第17図 81 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 3.6 80 1 9 39 8 直線刃。 弥生井戸 101

第18図82 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 65 94 20 46 7 刃先の一部′_けが、刃部。 東西満南束端

第18図83 不定形刃器 皓灰黒色サヌカイ ト 69 88 22 1280 背部に表皮を持つ。 溝 101
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第3節 検出された遺物

第 3表 58-3区 出土石器 。石製品 観察表 (2)

遺物番号 名 称 石   材
長 さ 幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ

g
備 考 出土地区・層位

第18図84 不定形刃器 漆黒色サヌカイ ト 50 5,1 14 22 9 背部に表皮を持つ。 自然河川西端砂礫層

第18図 85 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 40 53 08 170 全周縁に刃部をもつ。 自然河川南端砂礫層

第18図 86 不定形刃器 贈灰黒色サヌカイ ト 3.1 49 08 12.2 旧石器～縄紋の剥片を再加工。刃部に横方向の磨 き。 0-2地区 溝102

第18図 87 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 34 ア 0 1 3 26 4 背部に表皮をもつ。右利きの人用。 自然河川南端砂礫層

第18図 88 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 35 36 07 6.4 背部に表皮をもつ。金山産。 溝102

第18図 89 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 45 41 09 190 二箇所に与央れ刃をもつ。 自然河川南端砂礫層

第18図 90 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 35 58 1.4 23 4 背部に表度をもつ。あまり剥片を加工せず。 自然河川西端砂礫層

第18図 91 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 3,7 37 08 116 縄紋の剥片を再利用したエンドスクレイパー。 自然河川

第13図 92 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 32 3.3 09 83 背部に表皮をもつ。ほとんど直線刃 南東隅弥生包含層

第18図 93 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 27 53 09 13 8 石器未製品 ? 自然河川西端底

第18図 94 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 37 34 1 2 16 1 エン ドスクレイパー形。 包含層

第13図 95 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 33 3.3 08 98 偶紋時代の削器を再加工。 自然河川

第 18図 96 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 4フ 27 0.8 126 縄紋時代の剥片を再加工。 自然河川

第 18図 97 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 31 52 09 15,0 背部に表皮をもつ。 自然河川西端砂礫層

第18図98 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 3.0 39 05 62 背部に表度をもつ。 自然河川西端底

第18図99 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 31 4.4 09 101 背部に表皮をもつ。 南東隅弥生包含層

第 18図 100 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 36 28 1 0 84 側縁 3辺刃部。 溝102

第 18図 101 不定形刃器 贈灰色サヌカイ ト 2.8 52 1 6 24.2 旧石器・縄紋時代の剥片を再利用。左利きの人用。 溝101A地点 粗砂

第18図 102 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 34 44 09 144 両側縁を刃部として使用。 溝102

第18図 109 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 41 42 1.1 146 内湾する刃部をもつ。 自然河川肩包含層

第18図 104 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 38 54 1 8 37.4 左側縁に刃部をもつ。 井戸 6

第18図 105 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 3.3 41 1 3 14ア 梶紋時代の剥片を再利用。 溝101B地点 粗砂

第18図 106 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 25 3.9 104 凹凸な刃部をもつ。 自然河川

第18図 107 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 51 25 0.ア 71 縦剥ぎ右刃の両側縁 を利用。 0-3地区 束西溝底

第19図 108 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 40 46 1 5 27.6 全周縁に刃部をもつラウンドスクレイパー 自然河川砂礫層

第19図 109 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 27 29 08 86 背部に表皮をもつラウン ドスクレイパー。 自然河川砂礫層

第19図 110 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 1 9 2,7 06 38 背部に表皮をもつ。小型。 包含層

第19図 111 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 41 38 1 9 24 1 背部に表皮をもつ。小型。 D-3地 区 束西溝底

第19図 112 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 26 29 07 5.8 背部に表皮をもつ。小型。 自然河川砂礫層

第19図 113 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 1 9 32 08 48 横方向に使用 した刃部をもつ。 自然河川底

第19図 114 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 6.0 52 1.3 288 丸くなるほど使用した刃部をもつエンドスクレイバー。 自然河川砂礫層

第19図 115 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 28 99 1 4 366 背部に表度をもつ。 自然河川底

第 19図 116 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 25 27 07 5,1 縄紋時代の剥片を再利用。 溝101B地点 祖砂

第19図 117 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 3.6 3.1 1.2 11.5 背部に表皮をもつ。 自然河川底

第19図 ‖8 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 38 37 1.0 154 背部に表皮をもつ。 自然河川砂礫層

第 19図 119 輌丘石 灰自色凝灰岩 67 55 3.0 126 7 四面使用。仕上 tttE。 庖丁傷あり。 自然河サIロヒ西端下層

第 19図 120 輌丘石 灰乳自色ィ疑灰岩 6.2 60 2.4 106 1 四面使用。仕上げ石岳。庖丁傷あり。 包合層

第19図 121 額E石 乳灰色ィ疑灰岩 65 3.5 2.8 1095 四面使用。仕上げ祗。庖丁傷あり。 井戸 3

第19図122 下丘石 暗灰褐色泥岩 88 68 1.6 1125 上・側面を使用。 自然河川南端砂礫層

第19図 123 砥 石 a旨黄緑色凝灰岩 58 20 1.1 28 4 四面使用。仕上げ石丘。ほぼ完影品。 自然河川

第19図 124 石農石 灰自色凝灰岩 43 44 1.6 75 4 四面使用。仕上げ砥。ほlF完形品。 井戸10上位

第19図 125 石鍋 灰色滑石 57 156 1 2 2109 内面削り調整。内外面共にスス付着。 自然河川砂礫層

第20図 126 頭よ石 砂質片岩 ? 23.0 146 70 3500 0 両面中央部を使用 土器群

第20図 127 石丘石 暗灰色硬質砂岩 21 5 15.2 15.2 5500 0 一面。曲面となり、使用。他欠損。 自然河川肩

第20図 128 頚ξ石 暗灰色硬質砂岩 45 0 256 13.2 15200 0 面の突出部磨減。生駒石製。 自然河川肩

第20図 129 地覆石 灰緑色凝灰岩 24 8 31 0 19.3 一部ノミ痕多数残存。裏面に清あり。竜山石。 自然河川肩

第21図 130 石硯 赤紫色夏岩 115 91 1.8 273 4 赤問石製。長方形。 井戸 1 たちわり

第21図 131 石硯 緑色片岩 13 1 フ 8 1 6 265 9 やや台形。 包含層
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

5cm

130

第21図 58-3区 石硯 実測図 (1/2)

の長方形石硯である (第21図 )。 石櫃 (132)1よ 幅68 cm,長 さ86 cm,高さ42 cm,重 さ420 kgで ,

とても重たく,類例の少ないものである (第22図 )。

<古墳～平安時代の上器 >(第 23・ 24図 133～ 152,図版24b)

調査区中央で東西方向に検出された幅1.5～ 2mの 自然河川中 (溝101)か ら出土した。土師器

羽釜や移動式かまどは大破片で固まって出土したもの。 (133～ 135)は土師器奏。 (136。 137)1ま

土師器羽釜。 (135～ 137)イよ生駒西麓産。(138)は須恵器郭で古墳時代中期のもの。 (139・ 140)

は土師器小鉢。(141・ 142)は 九底の土師器鉢。(143)は土師器かまど。生駒西麓産。(144・ 147)

は須恵器秦。(147)は 口縁端面に櫛描列点紋,日頸部に凹線と櫛描波状紋を施す。(145)は須恵

器庭。古墳時代後期のもの。 (146)は土師器盛。古墳時代中期のもの。(148)は九底の土師器鉢。

口縁部のみをすべて打ち久いている。 (149～ 152)は 土師器杯。(149)は底面下側に指頭圧痕があ

り,内面は暗紋。(150)は高台付きで,内面は暗紋。(151)は外面ヘラケズリ。 (152)は 内面に

暗紋が美しく施される。

以上の土器は,古墳時代中期・後期,奈良時代,平安時代のものである。

<中世の上器 >

井戸7(第25図 153)

土師質小皿1点のみが図化できた。外底面に板状圧痕が見られる。12世紀代のものと思われる。

0

―-30-―

‖|

礼
イ

本

研



|ヽ

す
一

/

、ヶノ
ス ト

/

くヘ

＼
． ＼ _

ヽ

ノ

訳

＼
縄

(

第3節 検出された遺物

o                 20cm

第22図 58-3区 石櫃 実測図 (1/8)

井戸 9(第25図 154～ 163,図版25)

(154・ 155)は土師質小皿。(155)の 口縁部はヨコナデによつて大きく外反する。(156)は瓦

器小皿。内底面には乱れたジグザグ状の暗紋が施され,国縁部内面には水平方向のヘラミガキが

施されている。

(157～ 159)は和泉型瓦器椀は1)。 (157)の外面は,ヘラケズリの後 6分割のヘラミガキが高

台付近まで施される。口縁部はヨコナデにより外反するが, ヨコナデによつて凹線上に
へこんだ

部分にはヘラミガキが施されない。内面のヘラミガキは見込みに平行線状に密に施した後,見込

みから口縁内部にかけて乱方向に密に施されている。(158)は外面に分割性の認められるヘラミ

ガキが粗 く施され,内面には見込みに平行線状の暗紋を施した後,日縁部のヘラミガキが施され

ている。 (159)1ま (158)に比べて内外面のヘラミガキが疎になっている。 (157)が I-2期 ,(158)

-31-
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

がH-2期 ,(159)が Ⅱ-3期に相当する。

(160)は大和型もしくは楠葉型とみられる瓦器椀の底部であるが,見込みには全く暗紋が施さ

れていない。(161)は楠葉型瓦器椀儘動。外面は規則的な分割ヘラミガキ,内面は密な圏線ミガ

キで, I-2期 にあたると考えられる。 (162・ 163)イよ大和型瓦器椀 l註 3)。 内面は条線間にやや

すき間のあく圏線ミガキ,外面は分割性の乱れたジグザグ状のヘラミガキが施され, Ⅱ―B型式

ないしⅢ―A型式に相当する。

11世紀代の所産と見られる遺物が多いが,埋没は12世紀後棄と考えられる。

井戸 3(第25図 164～ 171,図版26a)

(164)は大和型瓦器椀。外面は数条の水平方向のヘラミガキが施されるのみである。Ⅲ―C型

式に相当する。 (165)は和泉型瓦器椀。内面にのみ粗い渦巻状のヘラミガキが施される。Ⅳ-1
期に相当する。

(166～ 168)は土師質小皿。日縁端部はヨコナデにより,尖 り気味におさめている。 (169)は

土師質羽釜。鍔はその機能を呆たすことが出来ないほどに退化している。外面にはススが付着し

ている。(170)は瓦質三足。足が接続部から欠損しているが,剥離面にも厚くススが付着してお

り,足を欠いた後も使用されていたことがわかる。 (171)は東播系練鉢。口縁端部外面に薄く自

然釉がかかっている。13世紀後葉の埋没と考えられる。

井戸 6(第25図 172～ 174,図版26a)

(172)は和泉型瓦器椀。内面に粗い渦巻き状の暗紋が施されているのみで,Ⅳ -2期 ないしⅣ
-3期のものと思われる。

(173)は東播系練鉢。(174)は土師質羽釜。胴部外面は斜め方向,内面はヨコ方向の板ナデが

施される。14世紀前葉頃の埋没と思われるが,(173)は時期の遡るものであろう。

井戸 5(第26図 175,176,図版26a)

(175)は瓦器小皿。口径8.Ocmを測る。内面に 5回のジグザグ状暗紋が施される。炭素の吸着

はみられず,淡灰色を呈する。(176)は土師質小皿である。14世紀前葉の埋没と考えられる。

井戸10(第26図 177～ 180,図版27a)

(177～ 179)は和泉型瓦器椀。口径11.1～ 11.3cmを 測る。内面の暗紋は粗い渦巻状で,高台は

伴なわない。Ⅳ-3期ないしⅣ-4期 に相当する。 (180)は東播系練鉢。口縁端部外面に淡黄緑
色の自然釉がかかる。いずれも最下層から出土した。14世紀前半頃の埋没と考えられる。

井戸 4(第26図 181)

和泉型瓦器椀 1個体だけが図化できた。日径10.Ocm前後に復原でき、Ⅳ-5期に相当する。
井戸 2(第 26図 182)

東播系練鉢 1個体だけが図化できた。14世紀前半頃の所産と考えられる。

井戸 8(第 26図 183～ 190,図版26b)

(183)は大和型瓦器椀。外面は分割ヘラミガキ,内面は密な圏線ミガキが施される。 I― C型
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第Ⅲ章 58-3区の調査成果
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第3節 検出された遺物

式に相当する。これは井戸 7の ものの可能性もある。

(184)は土師質大皿。口縁部はゆるやかに内弯しながら立ち上がる。(185)は土師質小皿。口

縁部のヨコナデの下端がやや肥厚している。(186)は陶器鉢と思われる。付け高台で,高台直近

まで回転ヘラズリが施される。 (187・ 188)は土師質羽釜。(187)は「くJ字に外反する口縁部の

端部を内側に折 り返すもので,(188)は内弯する口縁部の外側に折り返すものである。ともに鍔

は形骸化 している。

(189・ 190)は瓦質すり鉢。(189)は大和地方に多く分布するもので,(190)は河内・和泉地

方に多く分布するものである。14世紀中葉の埋没と考えられる。

井戸 1(第26図 191～ 196,図版27b・ 28a)

(191)は和泉型瓦器椀。口径 12.O cm前 後に復原される。(192)は瓦質重。外面は細かい格子

ロタタキによつて調整されている。

(193・ 194)は瓦質すり鉢。外面の下半に粗いハケメ調整が施されている。(195)は瓦質羽釜。

やや内傾する口縁部の外面に3条の凹線が巡る。内面はハケロ調整,胴部外面はススが付着して

いるがヘラケズリが施されているようである。

(196)は口径 7 cm,器高2.9 cm,底 径 2.7 cmを はかる白磁八角邦。釉調はやや黄味を帯び,細

かい貫入がみられる。高台は露胎で,胎土に黒色微粒を含む。 (194・ 195)は上層,他は下層から

の出土である。下層は15世紀代,上層は16世紀代の埋没と考えられる。

土器群 (第27・ 28図 197～213,図版28)

(197。 198)は大和型瓦器椀。外面には規則的な分割ヘラミガキ,内面には密な圏線ミガキが

施される。見込みにはジグザグ状暗紋が施されるが,(198)は 2方向に重ねて格子状としている。

ともに IiC型式に相当する。

(199)は楠葉型。瓦器椀外面の分割ヘラミガキは間隔が空き,やや粗くなっておりI-3期 に

相当する。

(200～ 202)は和泉型瓦器椀。 (200・ 201)の外面はヘラケズリの後,密なヘラミガキが施され

るが,日縁部のヨコナデにようて凹んだ部分にはヘラミガキが施されていない。 I-2期に相当

する。(202)は 外面のヘラミガキの分割性がくずれ,内面のヘラミガキにもやや空白がみられる。

I-3期 に相当する。

(203)は土師質郭。内面をハケ状の工具で軽く調整している。 (204・ 205)は土師質大皿。口

縁部は2回のヨコナデによつて調整される。

(206～ 209)は土師質小皿。「て」字状口縁を呈するもの (206・ 207)と 1回のヨコナデで端部

を尖り気味におさめるもの (208・ 209)がある。

(210～ 213)は土師質羽釜。 (210)は 口縁端部を内側に折り返すもので,胴部内外面をナデ調

整している。 (211～ 213)は胴部内面にヨコ方向の板ナデが施される。黄橙色系の粗い胎土である。

11世紀後半頃の時期が考えられる。
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第27図 58-3区 土器群 出土上器 実測図 (1/4)
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217

218

第29図 58-3区 自然河川・包含層 出土土器 実測図 (1/4)

第3節 検出された遺物

自然河川 (第29図214～ 221,図版

28)

自然河川からは大量の土器が出土

しているが,時期的なまとまりもみ

られないため特徴的なものだけを示

す。(214)は黒色土器B類椀。内外

面ともていねいなヘラミガキが密に

施される。外面は炭素が吸着せず暗

褐色を呈する。 (215～ 218)は土師質

小皿。口径8,3～ 9,7cmを測る。(219)

は大和型瓦器椀。Ⅱ―B形式に相当

220

213

第28図 58-3区 土器群 出土土器 実測図 (1/4)  するものである。

(220'221)は和泉型瓦器椀。(220)

は直線的な体部を持ち,内面には乱方向のヘラミガキが施される。 I-1期にあたるものであろ

う。(221)は外面のヘラミガキの分割性が乱れ,粗 くなっているが,内面は密な
ヘラミガキが施

されている。 1-3期 に相当する。

包含層 (第29図 222～ 224,図版28)

(222)は黒色土器A類椀。内面は密なヘラミガキを施し,外面は摩滅しているが,ヘラケ
ズリ

が施されているようである。(223)は 瓦器椀。ほぼ完形である。外面は
ヘラケズリの後,分割ヘ

ラミガキが施され,内面は見込みから口縁に向かつて放射状にヘラミガキが施されるが,ヘラミ

ガキは粗く空白部が目立つ。瓦器出現直後のものと考えられる。(224)は 山茶碗。付高台
で底部

外面に回転糸切痕が残る。

10cm

自然河川

214

215

216

２２．

　

２０ｃｍ
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第Ш章 58-3区の調査成果

<中世の上錘 >(第30図225～ 239)

調査区各所から15点の土錘が出土した。

(225)は 自然河川土器群中 (第 8・ 9図 )

から出土した。(226～ 233)は 自然河川第30図 58-3区 土錘 実測図 (1/4)
から出土したもの。(226)は ,他と比べ

て一回り太く大きい。以上は平安末期のもの。 (234～ 238)は包含層から出土したもので,鎌倉～

室町時代のもの。(239)は井戸 3か ら出土したもので,鎌倉末～南北朝時代のもの。以上はすべ

て, 1匁錘である。胎土も赤橙色を呈するものばかりで,摂津地方の産である。

<中世の木製品 >(第 31～33図240～ 267,図版29d)
58-3区からは,井戸や自然河川・包含層から木製品が約 170点出土した。代表的なものを遺
構ごとに以下略述する。

井戸 7(第31図 240,図版29b)

籠 (240)坑底から,籠の底の部分が上向きで出土した (図版 6a)。 残存長は12cm,幅 19cm。
網代編みの底の部分の破片である。復原すると第31図 240′ のようになるのであろうか。

井戸 9(第32図 241,図版29a)

曲物底板 (241)直径は最大で15.4 cm,平均で15,lcm,厚さ0.5cm。 表裏面共に美しく仕上げ
られ,側面も表面からほぼ垂直に落とされている。表面には黒漆が一部に残る。
井戸 3(第32図 242～ 245,図版31b・ 32a)

下層から,曲物底版 3点が出土している (図版4a)。 方形が 1点,円形が 2点である。 (243)
は半欠の方形曲物底版で長さ17.2側 ,厚さ0.3 cm,残 存幅 7.O cm。 径 0.4 cmの 円孔が 2つならん
であけられている。 (242・ 244)1ま共に完形の円形曲物底版である。(244)は直径 18.lcm,厚 さ

0,7 cm。 表面は美しく仕上げられ,円周より約 l cm内側に円形の段が残る。裏面には同一方向の
刃物傷がついている。木釘穴はない。(242)は 直径14.lcm～ 13.Ocm,厚さ1.Ocm～ o,6cm。 形状は,
いびつな円形を示す。表裏面共,手斧でていねいに仕上げられ,表面には黒漆を施す。合計 6ヶ
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第31図 58-3区 井戸 7出土かご 実測図 (1/4),同 復原案
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

所の木釘穴があるが,間隔はバラバラである。

柄 (245)残存長56.6cm,幅 3.Ocm。 全体的に縦方向に割れており,断面は半月形となる。ま
た長さも欠損のため不明である。一方の端部は九く仕上げられている。柄として利用されたもの

と考えている。

井戸 6(第32図 246～ 248,図版30,31a)

円形桶 (246)下層から出土した (図版 5c)。 底版は残らず,側板のみ出土する。日径17.2cm,

底板19.6cm,高さ16.5cm。 側板は2重で,外側の側板の高さは12.2cm,内側との側板とは4,3 cm
の段差が生じるが,こ の段に蓋がはまったものと考えられる。外側の側板には内面のきざみ目は

ないが,内側の側板の内面には縦方向に平行のきざみ目が 0.5 cm幅にある。また2枚の側板のす
きまを埋めるため,何枚かの薄板をはさんでいたようで, 1枚のみ残存する。内側の側板は桜板
で一列にとじ,外側も同じく桜皮で二列にとじる。

また下部には,さ らにまわしの側板がまわる。高さ4,4 cm。 底板は残らず,木釘穴も在子在しな
いが,底板のへこみ具合から考えて,ク レゾコに止めていたと思われる。用途は,飯びつである
ことが↓佳定さ″しる。

杓子 (247)長 さ33.Ocm,最大幅7.3cm,柄部幅2.Ocm,同厚さ1.6cm。 主体部内面は,大ざっ
ぱにえぐった後,幅 l cm程度のノミで整形する。外面の調整は,内面より幅の広い工具を用いて
いる。柄部は,断面長方形にした後に,角 をとっている。

用途不明木製品 (248)長 さ18,2cm。 枝の部分は3面取りし, 1面は樹皮を取り去る程度の加
工にとどまる。幹は最低 8回 ぐらいたたいて切っている。

井戸 1(第33図 249～ 255,図版32b・ 32c,33a)

円形曲物 2点 (249・ 250)出 土している。 (249)は ,底板及び側板の一部が残るが,側板の
残り具合が悪く,復原は困難である。底板は,直径 15。 lcm,厚さ0.6cal。 側面には4ヵ 所木釘穴
がある。側板内面には浅く切り込みを入れる。また (250)は ,底板の 1/6程度が出土した。復
原直径18.6cm,厚 さ0.6cm。 断面は人工的なもので 2ヶ 所長細い穴 (長さl cm)が掘られている。

他の板と両釘で結合されていたと思われる。表面には黒漆が一面に施されている3

板状木製品 3点 (251・ 252・ 255)出上している。(251)は長さ19,ocm,残存幅3.6cm,厚 さ
0.5 cmで ,方形曲物桶の可能性がある。 (252)は長さ19,7 cm,残 存幅4.9cmで ,厚さ0。 3 cmと薄
い板である。墨書をしてある様だが,判読不可能。裏面には刃物傷が無数に入る。(255)は 長さ
19.3cm,幅 5,5cm,厚 さ0,3cm。 (252)と 同材の可能性がある。

羽子板状木製品 (253)一方が割れているが,製作時には左右対称であったと思われる。長さ
19,3cm,残存最大幅4.9cm。 もし左右対称であったとすると,復原幅6.4cmと なる。両面ともに釘
で突いたような穴が多数残る。

車履 (254)恐 らく1枚の板を引きはいで作った2枚の板からなるが,う ち1/2強が残存し
ている。全体として小判形を呈し,中心部外偵1に ,1.5cm× 0,8cmの 切り込みがある。一般にみら
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第33図 58-3区 井戸 1・ 2・ 4・ 5,包含層 出土木製品 実測図 (1/4)

れる先端部内側の 2個の円孔は見られない。欠損した側にあいていたものと考えられる。長さ

17.5cm,幅9.5cm,厚 さ0.2cl■ 。両面とも藁圧痕・灰イとした藁の付着がみられる。
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第Ⅲ章 58-3区 の調査成果

井戸 2(第33図 256・ 257,図版33b)

草履の芯板が半分 (1枚)だけ出上した。形状は,長さ15。 8cm,幅3.6cm,厚 さ0,2cmの長方形

で,中央部がややふくらみをもち,円孔のある側の外側の先端がけずられている。また中央部よ

りやや後ろよりのところに,0.9cm× 0,6cmの切り込みがある。表裏とも藁圧痕が残るが,中央部

から後方部にかけては,中心軸に舟してほぼ垂直の圧痕が残るのに対し,前方部ではその角度を

大きくしている。(257)は木球。

井戸 4(第33図 259・ 260,図版33b)

板状木製品 (259)長さ27.5cm,幅 3.3cm,厚 さ0.3cmの 薄板で,一方の端部に長さ0.5cm,幅

0。 lcmの長円形の孔がある。また表面には,刃物傷が乱方向無数についている。

用途不明木製品 (260)木の枝部を利用した用途不明の本製品。何かの木製品か。長さ5,4cm,

幅3.2cm,厚 さ2.2cm。

井戸 5(第33図 261)

井戸 5の底部より,曲物底板 1点 (261)が出土している。残存長9,Ocm,幅 1.2cm,厚さ0.6cm。

木釘穴 2ヶ 所が残るが,いずれも長さ 1.2 cm以上ある。残存長力Mヽさいため,直径の復原は不可

能である。

包含層 (第33図 262～ 267,図版34a)

木球 (258)木の枝を切つて,その両端を外から内に,2～ 3段にはつって成形する。長さ4.0

cm,直径4.Ocm。

漆器 (262)皿ないし椀と思われる底部が出土した。テ曳存が少なく全体の復原はできない。底

部6.Ocm,底部の厚さ0.5cm,その他の部分の厚さ0,2cm。 内面に朱色,外面に黒色の漆を施す。

用途不明木製品 (263)2片に分かれ,お互いを平たい木釘で結合する。はぼ長方形の形状を

有するが,長辺の一方には8ヶ 所の小子しをあけ,ま た両短辺は突起及び小子とをもち,ほぼ対称形

をなす。

曲物底板 2点 (264・ 265)出土した。 (264)は小型の円形曲物で,1/2弱が残る。復原直径
13.2cm,厚 さ0。 4cmで,その大きさから考えて柄杓の底板と考えられる。木釘穴等はない。 (265)

は長さ27.3cm,残存幅4.Ocmの板で,方形曲物底板の一部と思われる。

箸 (266)長 さ22,7cm,厚 さ0.6cmで,断面は一定しないが,中心部は台形,端部は九い。

板状木製品 (267)長 さ19,2cm,幅2.8cm,厚 さ0.2cmの 板であるが,端部に径0。 lcm程度の小

孔をあけ,桜度を通している。逆の端部はななめに切断されている。

<金属製品 >(第 4図 1・ 2,第34図 268～ 272,図版34b)

58-3区から金属製品が 7点出土している。

(1)は床土層から出土した元豊通費。(2)は調査区中央部の包含層中より出土した皇朝十二

銭の一つ長年大費。
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第3節 検出された遺物

(268)は南北朝の井戸 5出上の鉄製小刀。先端部を少し欠くが,ほぼ完形。刃部の長さ13.4cm,

全長16.9cm。 茎は長さ4.5cm。 (269)は銅釘。南北朝の井戸 4出土。頭部は別の板を接続したも

ので,ハート形である。残存長3,6cm,太 さ0.3cm。 蹄鉄を止めるための釘に酷似する。(270)は

鉄製のかすがいの破片。自然河川の平安時代層から出土。残存長3.5cm,太 さ0。 6cm。 全面にサビ

が付着している。(271)は南北朝～室町時代の井戸 1出土の鉄製刀子。完形。全長22.5cm,そ の

うち13.6cmが刃部,茎部には銅板が巻つけてある。刃部最大幅1.4cm。 (272)は中世包含層出土

の鉄ノミ。長さ18.6cm,最大幅2.9cm。 先端をやや尖らしている。石工用のノミか。

珍
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郡
Ⅷ
ＩＩｌ
ｕ
‐‐
②

翻
0 10cm

≦ ∈
272

第34図 58-3区 金属製品 実測図 (1/2)

第 4節 小 結

本調査区 (面積 312ぽ )は ,狭いわりに大量の遺物や遺構が検出され,残存状況もよかった。

以下,主要点を列記する。

1.井戸10基を検出。すべて,素掘り,枠無しで,平安後期の井戸 7,平安末期の井戸 9,鎌倉

末期の井戸10,鎌倉末～南北朝の井戸 3・ 6,南北朝の井戸 1・ 2・ 4・ 5・ 8に分けられる。

鎌倉前・中・後期の井戸が検出されていない点,奇妙である。

2.井戸 1か らは,白磁人角杯・銅板把巻き刀子・赤間石製石硯,井戸 4か ら頭部がハート形の

銅釘,井戸 6か らは完形曲物桶,井戸 7か らはザル、井戸 8か らは白餐系山茶碗等,珍しい遺

物が多数出土した。
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第Ⅲ章 58-3区の調査成果

3.自然河川肩部の列石中から,巨大な石櫃の蓋や竜山石製地覆石等、普通の集落跡では使用さ

れない遺物が出土し,近隣の法通寺跡との関係が伺えた。

4.平安～鎌倉時代の土墳墓が 1基検出された。人骨の残存状況が良く,年令,性別,身長・体

つきまで判明した点は貴重であった。それにしても,なぜ集団墓を形成せず,単独に男性が副

葬品もなしで自然河川の岸辺に葬られたのか,疑問が残る。

5.平安～南北朝の柱穴群が検出されたので,集落跡の存在したことが半U明 し,西ノ辻遺跡の中

世の集落構造の一端が伺えた点,貴重であった。

〔第Ⅲ章の註〕

(註 1)和泉型瓦器椀については,尾上実「南河内の瓦器愧」(『藤沢一夫先生古希記念古文化論叢』1983)の編年案に依った。

(註 2)楠葉型瓦器椀については,橋本久和「中世土器研究予察J(『上枚遺跡発掘調査報告書』1980)の 編年案に依った。

(註 3)大和型瓦器椀については,川越俊―「大和地方出上の瓦器椀をめぐる二,三の問題 (F奈良国立文化財研究所創立30

周年記念 文化財論叢J1983)」 の編年案に依った。
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第 1節 層 位

第Ⅳ章 58-5区の調査成果

第 1節 層 位

本調査区の基本的な層序は次の通りである (第35図 )。 現地表面の標高はT.P.+10.5mで ,

調査前までは建物が建っていた。

地表下20～ 50cmは ,新盛上であった。その下に厚さ3～ 4 cmの暗灰色粘質土層があり,よ く肥

えた土であったのと酸化鉄の沈着が認められたので,近 。現代の耕土・床土層と思われた。その

下に,厚 さ20～80cmの 暗灰色褐色粘質上があり,中世の土器細片等が含まれていた。遺物包含層

である。この包含層は調査区全面に存在したが,調査区北半部では,こ の層を除去すると,す ぐ

柱穴・井戸・土坑等の遺構が現われた。調査区南半部では,こ の層を除去すると,東西方向に自然

河川が検出された。この自然河川は,上層の厚さ50cm程の灰色礫層中に鎌倉時代後期の瓦器椀・

羽釜・動物骨等を大量に含む。この層を除去すると,自然河川底に石列が現われた。石列は,自

然河川西半部では東西方向に3列程断片的に並び,一部には南北方向の石列もあった。石列は自

然河川西半部肩部に集中して検出されたから,護岸石列か洗濯場等の踏み石にでも使用されたの

だろうか。自然河川中央部では,約 10数個の石が南部1.lm東西1.5mの範囲に方形に集中してい

た。この石列を伴う自然河川をさらに50m程掘削すると,再び人頭大の石が幾つも散在的に検出

され,同時に埋上である暗灰色砂礫層中から,平安後期の瓦器椀・羽釜等が動物骨と共に検出さ

れた。この層の下に,厚さ10～ 40cmの 暗灰黄色細砂層が堆積し,除去すると東西方向の幅 1～ 4

m程の流路跡が検出された。摩減した弥生中期の土器片等が出土した。調査区の南端部で東西方

TP+107m

暗灰色粘質土層
暗灰褐色

粘質土層

盛土

暗灰黒褐色粘質

暗灰茶褐色粘質土層

黒褐色粘質土層 黒色粘質土層

暗灰色砂礫層

井戸 6 .

58-5区 南壁中央部分 土層断面図 (1/40)

0 lrn
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第Ⅳ章 58-5区 の調査成果

向に検出された自然河川は,地表下約 2.lmで硬い洪積層に当り地山面となる。自然河川の北肩

を調査したことになる。

また,調査区南半部東寄り部は,表土・耕土・床土を除去すると,す ぐ地山面であった。遺構
もピットゃ溝が少数検出されたにすぎなかった。耕土中からキセルの雁首・サヌカイト製石錐が

出土している。

なお,調査区南半部中央西寄りおよび調査区南半部北東端は,現代のかく乱を大きく家ってお

り,調査区南半部東端では,大きな近・現代のため池を検出した (第36図 )。

第 2節 検出された遺構

第 1項 中世の遺構
井戸

井戸 1

調査区北半部中央で検出された (第 37図 ,図版 36)。 平面形は東西2.Om,南北 1.9側の隅九
方形で,南東隅が大きく外に伸びている。枠はなく,素掘りで,深さは4.7m。 坑底のレベルは

T,P.+8.69m。 埋土は,厚さ20cm程の暗灰褐色粘質土層と炭混りの暗灰褐色粘質土層が落ち
込むように堆積しており,その下に,厚さ60cmの灰黄茶色粘土混りの暗灰褐色粘質土層が堆積し

ていた。この層中には,瓦器椀や白磁碗片が含まれていた。この層を除去すると,井戸底南に拳

大の石が約20イ固集中して検出された (図版36a)。 踏み石にでも使用したのだろうか。立ち割りの

際,瓦器椀や曲物桶 2点が検出された (図版36c)。 井戸の年代は,鎌倉末期と推定された。

井戸 2

調査区北半部東端で検出された (第 37図 ,図版37)。 平面形は東西1.6m,南北2.Omの楕円形
で,南西隅が少し外に伸びている。坑底のレベルはTo P.+6.21m。 枠はなく,素掘りで,深
さは北側のみが斜めに深くなっているが,それでも1.2mと 非常に浅い。埋土は,上層から下層
まで厚さ10～ 45 cmの粘質土層や粘土層・細砂層が順番に堆積していた。断面で見る限り,井戸
ざらえもしくは掘り直し等は認められなかった。埋土中から,瓦器椀,土師質皿・羽釜,瓦質三

足,東播系練鉢,瓦等の破片が少量出土した。井戸の年代は鎌倉後期と推定された。

井戸 3

調査区北半部東端,井戸 2の南 lmで検出された (第37図,図版38・ 39)。 平面形は東西1,8m,

南北1,8mの楕円形である。坑底のレベルはT,P,+5,83m。 枠はなく,素掘りで,深さは,
3,0+α 。埋土は上層からlmま では,厚さ10～ 30 cmの茶褐色や灰褐色・灰茶褐色・黒灰色の

粘質土層・粘土層が順番に堆積していた。断面で見る限り,井戸ざらえもしくは掘り直し等は

認められなかった。この埋土中から瓦質羽釜・火鉢,備前焼すり鉢等の破片が出土した。この

埋土を除去すると,東側壁際を中心にドブ貝 。オオタニンの貝殻が多量に出土した。同時に子亀
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第2節 検出された遺構
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第37図 58-5区 井戸 1～ 5平画・断面図 (1/60)

やスッポンの親亀等も計 4匹検出された (図版 39)。 誤って落ちたものだろう。この貝層より下

には,暗灰色の粘土層が充満しているのみで,土器・曲物桶等も一切出土しなかった。井戸の年

代は室町時代と推定される。

井戸 4

調査区北半部南東寄りで検出された (第 37図 ,図版 40)。 平面形は東西 1.9m,南北 1,8mの

円形である。坑底のレベルはT,P,+6.13m。 枠はなく,素掘りで,深さは4.3m。 埋土は,上

面から1,lm下 まで,茶褐色・責褐色・黒灰色の礫混りあるいは小礫混りの粘質土層・細砂層・

粘土層力潮贋番に堆積しており,断面で見る限り,井戸ざらえ, もしくは掘り直し等は認められな

かった。この埋土中から,亀や動物骨等と共に,土師質羽釜,備前焼すり鉢,常滑焼奏,瓦質火
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第Ⅳ章 58-5区 の調査成果

鉢 。すり鉢,瓦等の破片が多数出土した。この埋土層の下には暗灰色粘土層が充満していた。底

近くからは,漆塗りの曲物桶が出土した。井戸の年代は室町時代と推定される。

井戸 5

調査区南半部東寄り,自然河川の肩部で検出された (第37図 ,図版41・ 42)。 平面形は東西2.0

m,南北1.6mの楕円形である。坑底のレベルはT.P.+6.41m。 枠はなく,素掘りで,深さは,
1.6m+α。埋土は,茶褐色 。暗褐色・黒褐色の粘質土層・粘土層力訓頂香に堆積していた。断面で

見ると,北壁際に径23cm深さ42cmの ピットが掘られていることが分かる。後世のものかも知れな

い。検出面下50cmで小形の瓦質三足や大形の瓦質三足の大破片が幾つも検出された (図版42a)。

植物遺体を大量に含んだ層中にあったので,壊れた三足を井戸が埋まってじめじめした土坑にな

っている中に次々と投棄したものと推定された。三足を取り上げると,下から漆器椀がバラバラ

になって出土した。この漆器椀は,内外面に黒漆を塗り,その上に朱漆で丸に十字を描いた美し

いものであった。この漆器壮犯の下に,短刀の鉄の部分のみが2片に分かれて出土した (図版42b)。

短刀の横からは,ヒ ョウタンが押しつぶされた状況で出土した (図版41c)。 ヒョウタンより下層

には,黒灰色の粘土層が堆積していて,底近くから曲物桶が出土した (図版42c)。 井戸の年代は

鎌倉後期と推定される。

井戸 6

調査区南端部中央で,北半部のみが検出された (第36図 )。 平面形は東西1,lm以上,南北0.8m

以上。枠はなく,素掘りと思われ,深さは,0。 8m以上。埋土は,黒灰色の粘土層が詰っていて,
土師質小皿 。羽釜,瓦等の細片および用途不明木製品が出土した。自然河川の推積状況からする

と,こ の井戸は平安後期の自然河川堆積層の下面から掘り込みが行なわれているから,年代も自
づとそれ以前のものになる。

土坑

上坑 1

調査区南半部中央,自然河川の肩から少し下がった所で検出された (第38図,図版43・ 44)。

平面形は東西2.4m,南北1.6mの楕円形。深さは75cm。 底は 3段に落ち込んでゆき,舟底状を呈

していた。

埋土は,上層の炭混りの灰褐色粘質土層と下層の砂礫を含む黄褐色粘質土層の 2層に分かれる。
上層中には,馬の足の骨を中心に馬の頭の骨や鹿の骨等多数が投棄されていた。骨がばらばらに

集積されていたので,死んだ馬や鹿をそのまま埋納したものではなかった。骨の間には拳大の石

や瓦器枕,土師質小皿等の細片も散在していた。骨を除去すると,渥美焼広口重が口を北東に向

けて横倒しの状態で検出された。接合すると,ほぼ完形品になったので,骨を土坑に入れる際,
お供え等の目的のため,納められたものだろうか。下層は無遺物で,骨 も出土しなかった。土坑
の年代は,出土土器から鎌倉時代後期と推定される。
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第38図 58-5区 土坑 1 平面・断面図 (1/25)

柱穴群

調査区北半部で検出された (図版46c)。 約220個 あり,円形で径30～ 40cm,深 さ20～30cmの も

のが多かった。柱根の残存しているものはなかった。埋土中に瓦器椀,土師質小皿等の細片が含

まれているものがあり,鎌倉時代のもと推定される。うまく掘立柱建物跡が復原できるものはな

かった。
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第2節 検出された遺構

第 2項 弥生時代 ～中世の遺構

自然河,II

調査区南半部で検出された (第 39図 ,図版45'46)。 東端に比べ西半部の方がより深くなって

いたので,東から西に向かって流れていたものと推定される。調査区内では,この自然河川の北

肩のみが検出された様子で相当大きな幅20～30mも ある大河川と推定される。

河川内堆積層は,大別 3層に分かれる。上層の灰色礫層中には鎌倉後期の土器や動物骨が大量

に含まれている。中層の暗灰色砂礫層中には,平安後期の土器や動物骨が含まれている。下層の

暗灰黄色細砂層中には,弥生時代中期の土器が含まれている。以上の3層は,いずれの時期も,

前代と直接時間的に続くものではない訳で,相当河川による削平等の影響を受けているものと推

定できる。

第 3節 検出された遺物

第 1項 弥生時代以前の遺物

<弥生時代以前の石器 >(第 40図273～ 281,図 F又48,第 4表 )

縄紋時代の石器は削器が2点 (273・ 2雅)で、風化が著しい。弥生時代の石器 (275～ 279'281)

は58-3区で検出された自然河川と同一の河川中から出土したもので,伴出した土器はⅢ様式で,

いずれも全面が水流によつて滑らかになっている。(280)は 中～近世の包含層より出土した。

第 2項 古代～中世の遺物
<中世の石製品>(第40図 282～ 284,図版48,第 4表 )

中世の石製品は,砥石が3点出土している。

第 4表 58-5区 出土石器・石製品 観察表

遺物番号 名 称 石  材 長 さ 幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ
備 考 出土地区・層位

第40図273 削器 灰色サヌカイ ト 45 53 0,9 23 6 背部に表皮残存。縄紋時代。 自然河川砂礫層中

第40図274 削器 暗灰色サヌカイ ト 30 4.4 06 フ 9 背部に表皮残存。穂紋時代。 自然河川砂礫層底

第40図275 石槍 黒色サヌカイ ト 92 31 1 5 4フ 4 表裏とも体部に磨きを施す。 自然河川配石遺構下

第40図 2フ 6 石槍 黒灰色サヌカイ ト 77 30 1,3 37 0 表面体部に磨きを施す。 自然河川配石選構下

第40図 277 石槍 暗灰黒色サヌカイ ト 48 27 1 2 166 基部側縁突出部磨減。 自然河川配石遺構下

第40図278 石錐 黒灰色サヌカイ ト 40 1 0 04 100 左lttl縁片面、右側縁両面加工施す。 自然河川中央部肩

第40図279 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 64 81 24 130.6 全面調整。刃部は直線、片面加工。 自然河川配石追構下

第40図280 不定形刃器 暗灰黒色サヌカイ ト 40 28 1,3 135 背部に表皮 をもつ。爪形石。 床土

第40図 281 不定形刃器 黒灰色サヌカイ ト 41 68 1 8 46 2 背部に表度をもつ。断面三角形。 自然河川配石遺構下

第40図282 石丘石 淡黄灰色粘板岩 90 4.3 09 36 2 三面使用。 井戸 2

第40図 233 5丘石 青灰色砂岩 83 6.6 1 2 99,3 一面使用。 井戸 4下層

第40図 284 覇丘石 青灰色砂岩 158 63 2.4 467 0 一面使用。石丘石面に多数の傷残存。 井戸 4下層
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第 3節 検出された遺物

<古代～中世の土器 >

井戸 2(第41図285～ 289・ 314,図版49)

(285・ 286)は和泉型瓦器椀。(285)の高台は完全には一周せず,途切れている。 (285。 286)

ともに内面に渦巻状のヘラミガキが施されるのみである。Ⅳ-2期に相当する。

(287・ 288)は土師質小皿。(287)は ヨコナデの下端が外方に肥厚している。(289)は 東播系練

鉢。日縁端部は小さな玉縁状を呈する。(314)は瓦質三足。口径1,7 cmを測るミ
ニチュアで,用

途は不明。日縁部から鍔部にかけてヨコナデ調整が施される。

(285～ 287)は下層,(288・ 289・ 314)は上層からの出土で,14世紀前葉～中葉頃の時期が考え

られる。

井戸 5(第41図290～ 302,図版49)

(290～ 293)は和泉型瓦器椀。形骸化した高台を持つもの (290～ 292)と高台を持たな
いもの

(293)があり,Ⅳ -2期からⅣ-3期 に相当する。 (290)は 口径 12.3cm,器高3.2 cm,(291)は

日径11,7cm,器高3.Ocm,(292)は口径12.5cm,器高2。 7cmを はかる。 (293)は 口径12.6cm,器高

2,7cmを 1まかる。

(294～ 299)は土師質小皿。口径8.0～ 8,4cmを 測る。(300'301)は 瓦質三足。内面は
ヨコ方面

の細かいハケロ調整を施す。外面の鍔部以下はほぼ全面にススが厚く付着して
いる。(302)は 口

禿げの白磁皿。釉調は,ややみ青味を帯びている。14世紀前葉頃の理没と考えられる。

井戸 1(第41図303～ 307,図版49)

(303)は和泉型瓦器椀で,井戸の断ち割りの際に出土した (図版36c)。 日径10,4cm,器高2.8

cmを はかる。内面に細いヘラミガキが施され,Ⅳ -4期 にあたる。

(304)は 土師質大皿。立ち上がり部が大きく屈曲している。 (305～ 307)1ま 土師質小
皿。口径

7.1～ 8.Ocmを はかる。 (307)以外はいずれも下層から出土した。鎌倉末期の理没と考えられる。

井戸 4(第41図308～ 311,図版49・ 50a)

(308)は 土師質小皿。金雲母を多く含む粗い胎土である。(309)は備前焼小重。暗褐色
～赤褐

色を呈する。(310)は瓦質すり鉢。体部外面はヘラケズリが施される。(311)は 瓦質火鉢。外面

に2条の突帯があり,突帯間に8弁の花紋がスタンプされている。 (309～ 311)は下層から出土し

た。15世紀代の理没と考えられる。

井戸 3(第41図312・ 313,図版50a)

(312)は瓦質羽釜。やや内傾する口縁部の外面に2条の凹線が廻る。胴部外面は指おさえ,内

面は,ヨ コ方面のハケロ調整が施される。 (313)は備前焼すり鉢。色調は暗赤紫色を呈す
る。15

世紀代の埋没と考えられる。

土坑 1(第42図315～ 320,図版50b)

(315。 316)は 大和型瓦器椀。内面は粗い圏線ミガキ。外面はヨコ方向にジグザグの
ヘラミガ

キが施される。 (315)は 口径13.6cm,器高4.8硼 ,底径3.2cm,(316)は 口径13,4cm,器高5,Ocm,
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第 3節 検出された遺物

315

317

320

第42図

底径3。 7cmを はかる。m― B型式に相当する。

(317・ 318)は土師質小皿。日径8,2～ 8,4cnl,器高1,3cmを はかる。(318)の底部中央付近には

4× 5 mlnの 円子とが焼成後に穿たれている。(319)は土師質羽釜で,日径28.2cmを はかる。日縁端

部を短く内側に折り返している。

(320)は渥美焼広口重。口縁部・胴部・底部を意識的に打ち欠いている。土坑 1から大量に出

土した獣骨に対する供献のための打ち欠きであると考えられる。13世紀中葉の時期が考えられる

が,(320)はやや遡る時期の所産であろう。

自然河川 (第43図321～ 326,図版51a)

自然河川からは大量の土器が出土しているが、時期的なまとまりもみられないため特徴的なも

のだけを示す。

(321・ 322)は和泉型瓦器椀。ともに完形で口径 12.6 cmを 測る。高台は伴わない。(321)は見

込みに3条の平行線状暗紋を施すが、(322)は 渦巻状の暗紋を施すのみである。

(323)は山茶碗。付高台で,底部外面に回転糸切り痕を残す。 (324)は緑釉陶器郭。口径13.5

cnl,器高3.1硼,底径5,7cmを はかる。高台は蛇の日高台で,内外面の全面に黄緑色～暗緑色の釉

を施す。素地は軟質である。

(325)は 白磁椀。口径 15cmを はかり,口縁端部は外反し尖り気味におさめる。内面に7条単

位の櫛描紋が施される。内面全体と外面の高台部付近までやや黄味を帯びた釉がかかっている。

(326)は 白磁椀。内面は透明釉が施される。外面は露胎で、胎土に黒色微粒を含む。高台内に墨

書がある。

該ヽ

0

ガグ」一４ｋ】了・亭
３‐９

58-5区 土坑 1 出土土器実測図 (1/4)
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<中世の上錘 >

(第44図327～348,図版51b)

調査区各所から22点の土錘が出土した。

(327～ 331)は ,鎌倉後期の井戸 5か ら出

土したもの,(327)は 2匁錘である。 (332

・333)は鎌倉末期の井戸1か ら出土したも

のである。 (334,335)は室町時代の井戸 3

から出土したもの。 (334)は 2匁錘である。

の 338339
@ 珍
347   348

第44図 58-5区 土鍾 実測図 (1/4)

(336～ 348)は ,平安末期から南北朝時代の自然河川中から出土したもの。 (336～ 338)イよ, 2匁
錘である。(347)は ,胎土が茶褐色で角閃石等を多量に含み,生駒西麓産。他はすべて胎土は赤

橙色のものばかりで,摂津地方の産である。

<中世の木製品>
58-5区からは,井戸・包含層から木製品が約50点出土した。以下,代表的なもの遺構ごとに

略述する。

井戸 5(第45図349～ 357,図版52・ 53)

曲物桶 (349～ 354)6点が出土。 (349)は完形の曲物。高さ 15,8 cm,底径 20.4c14。 底板は,
2種の異なった材によって作られている。両者に穴をあけ,それをひもか桜皮などでとめ,固定

したと考えられる。また側板は,内面に縦・斜め方向にきざみ目を入れている。側板の外に,上
下 2枚のまわしがまわる。底板は,ま わしの外側から木釘で,平底にとめたものと思われる。最
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第Ⅳ章 58-5区 の調査成果

下層から出土した 図版42c)。 (350)は 曲物の側板ないしは,ま わしであろう。かなり破損がは

げしい。内面には縦方向のきざみ目が, 3 mln間隔に施されている。復原直径17.8cm,残存高4.2cm。

底板は4枚出土している。(352)は全体の1/4が残存。復原直径17.8cm,厚さ0,7cm。 両面とも
美しく仕上げられ,側面は垂直に落としてある。木釘穴などはない。 (351)は ややいびつな形状

で,両面ともに黒漆を施してある。木釘穴はひとつもない。直径13.9cm～ 12.9cm,厚さ0,9cm。 直

径から考えて,柄杓の底板と考えられる。(3y)は全体の1/2が残存。両面とも美しく仕上げら

れており,側面に木釘穴などはない。直径19.7cm,厚 さ0.8cm。 (353)は楕円形であり,全体の形

状はよくわからない。木釘穴その他はない。残存長13.8cm,残存幅4.3cm。

草履 (355)長 さ18.7cm,幅 7.Ocm,厚 さ0,2cmで ある。ほぼ相似形の 2枚の薄板をくみあわせ

たもので,草履の芯板と思われる。両方の板の先端の内側に穴をあけ,それを紐でとめたと考え

られる。また板の両面には藁の圧痕がつく。

漆器椀 (356)漆器椀の一部が残存。残存長9,Ocm,残存幅5.5cm,復原口径15,7cm,復原器高

5.5cm。 内外面ともに黒漆の地に,朱漆で矢車草状の紋様を型押ししている。

用途不明木製品 (357)長 さ17.9 cm,幅 4.3 cmの板状木製品であるが,両端の中心部を削って
いる。糸巻きとして利用された可能性がある。

井戸 1(第45図358～ 360,図版53b・ 54a)

曲物桶 (358・ 359)2点が出土している。(358)は完形曲物であるが,側版 。まわしがバラバ
ラになっていて,復原が難しい。底板は,ほぼ正しい円であり,円周の内側約 2 cmの ところに,
ぶんまわしで引いた様な線が入り,そ こにやや段差がある。側板は,高さ14.6c14,厚 さ0.4 cm。

内側に0,7～ 0.4cm間 隔で,縦方向のきざみ目が入る。とじの桜皮は;幅1,4cmと大変広く,山 も長
い。まわしは 1枚で,側板の下部にまわる。底径21,7cm。

(359)も 完形曲物。底径19,3cm,高さ14.9cm。 底板はほぼ円形であるが,側板の合わせ目のと

ころだけ少し削る。側板とは5ケ 所の木釘で平底にとめる。側板は厚さ0.3cm,内面には0.5cm間

隔で縦方向にきざみ目が入る。とじ皮は,幅 1.2 cmで広い。まわしは一部が残るだけであるが ,
側板よりも細いとじ皮でとめる。

く1」」」土土土」把上上と, 362

下駄 (360)残高長 9,O cm,残高

幅 3.3 cm。 後穴らしきものの一部が

残るが,破損が大きく,全体の復原

はできない。

井戸 4(第 46図 361,図版Йb)

曲物 (361)側板の一部が残存す

る。とめは 2ヶ所で,共に一列止め。

おそらく側板を2重に回したのであ

ろう。残高長20。 2cm,残高8,lcm。

0 10cm

第46図 58-5区 井戸 4・ 6出土木製品
実測図 (1/4)
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第3節 検出された遺物

井戸6(第46図362)

用途不明木製品 (362)楕 円形の板で,長径9.8cm,短径7.2cm,厚 さ1.4cm。 片面は美しく仕

上げてあるが, もう一方は,荒い調整である。

<金属製品 >(第47図363～ 365,図版51め

58-5区 からは金属製品 5点が出土した。(363)は短刀で,鎌倉時代の井戸 5の断ち割りに際

に出土した (図版42b)。 残高長20,9cm,幅2.2cm,厚 さ0。 4cmを はかる。棟は直線,切先は鋭い。

茎に目釘穴が 1つあり,径 0.3 cm。 柄は残存していなかった。 (364)は耕土層出土のキセルの雁

首。長さ5.4cl■ ,幅 1.5cm。 銅板の厚さは0,05cm。 火皿と脂返しの接続点に補強帯はついていない。

(365)は鎌倉後期の自然河川中央部の層から出上した。長さが3.8cm,大 さ0.3cm。 鉄釘と思われ

る。

363

10cm

第47図 58-5区 金属製品 実測図 (1/2)

第 4節 小 結

本調査区 (面積 614♂ )は ,事情でL字型の調査区になってしまったが,各種の遺構や遺物が

多数検出された。以下,主要点をi既説する。

1.井戸 6基 を検出。すべて,素↓戸出り,枠無しで,平安後期 ?の井戸 6,鎌倉後期の井戸 2・ 井

戸5,'兼倉末期の井戸 1,室町の井戸 3・ 井戸 4に分けられる。鎌倉後期以降に中心があるよ

うである。

2.井戸 3か らは,オ オタニシの貝殻が大量に出土した。井戸がある程度埋まって,機能を果た

していない時期に貝塚として井戸が使用された様子である。親亀や子亀は誤って井戸に落ちた

ものらしい。オオタニンの出土が珍らしかった。

3.井戸 5か らは,短刀・漆器椀・ヒヨウタン等、珍らしい遺物が出土した。触ると,今でも手
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Ｍ
舶
側
呼
　
②

一
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第Ⅳ章 58-5区 の調査成果

にすすがつく三足の大小が出土したのも珍しかった。

4.土坑 1では,馬や鹿の骨が大量に集積されていた。骨の下から,渥美焼広回重がほぼ完形で

出土し,お供えに使用されたのであろうか。

5。 鎌倉時代頃の柱穴群が検出された。地表下20～ 70cmで検出されたため,南北方向に幾筋も検

出されたスキ跡や,不整形の各種土坑・井戸・溝等と同一面に存在した。南側では,自然河川

が検出されたため,河川の岸ギリギリまで建物跡が迫っていた様子である。

6.鎌倉後期の自然河川の北岸には列石があり,護岸の縁石あるいは洗い場的な施設があった様

子である。
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第 1節 層 位

第V章 58-7区の調査成果

第 1節 層 位

本調査区 (西ノ辻遺跡14次)の基本的な層位は次の通りである (第48図 )。 現地表面の標高は,

T,P,+13.9mで,調査前までは宅地だった。地表下 7～ 25cmは ,新盛土であつた。その下に,

厚さ5～ 15cmの暗灰色粘質土層があり,よ く肥えた土であったので,近
。現代の耕土層と思われ

た。その下に,厚さ5～ 15cmの黄褐色粘質土層があり,酸化鉄の沈着が認められたので,床土層

と思われた。その下に,厚 さ20～25cmの灰褐色粘質土層があり,土器片が少量出土した。遺物包

含層と思われた。調査区北東端で円筒埴輪片,銅片,土錘等が出土した。

この遺物包含層は,調査区の北端と西端のみに存在し,南西端には存在しなかった。南西端は

一段低くなっていて,直角に削平されていたので,後世,整地されていた可能性があった。

遺物包含層を除去すると,調査区の北端では柱穴・土坑等の検出された遺構面が存在した。こ

の層の下に厚さ7～ 20cmの灰褐色砂質土層が部分的に堆積し,除去すると,柱穴群が現われた。

共に柱穴群・土坑中に瓦器椀,土師質小皿等の細片が少量出土したので,中世の時期の遺構面と

思われた。

調査区北端では,地表下 40 cmで,厚さ35 cmの茶褐色粘質土層があり,弥生土器の細片等が出

土した。この層を除去すると,方形周溝墓が現われた。溝中から高イヽ
。発が出土したので,Ⅲ様

式 (古)の時期と判明した。

調査区の北端部以外は,調査区西端で,床土・包含層を除去すると,時期不明の東西方向のス

キ跡が検出された以外では,す ぐ。いきなり地山面上に中世の遺構が現われた。

調査区の北端と西端では,約 lmの比高差があり,かつてもそのように緩やかに南に行く程低

くなっていたものと推定された (第49図 )。

西

TP+13

①表土層 ②耕土層 ③床土層 ③黒灰茶緑色粘質土層

④暗灰茶褐色粘質土層
⑥茶褐色粘質土層 ⑦暗灰茶色粘質砂層

第48図 58-7区 耳ヒ壁土層断面図 (1/40)

東

②

①

②

①

④

⑥
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第V章 58-7区 の調査成果

第 2節 検出された遺構

第 1項 古代～中世の遺構

井戸

井戸 1

調査区東端の中央部で検出された (第 50図 ,図版 56)。 東半部は調査区外であった。平面形は

長楕円形を呈し,長軸 2.lm以上,短軸 2.Omを はかり,深さは約 0.62m。 検出面のレベルは
T,P.+13.06m,坑底のレベルはT,P,+12.44m。 底が浅いことから,あるいは土坑にな
るかもしれない。

検出面下55cmま でに,瓦器椀や土師質小皿の完形品等を含む多量の遺物が投棄されていた。中
には小児頭大の石や,須恵器・白磁も混じり,箸や用途不明木製品等も出土した。
埋土は,大きく3つに分けられる。遺物の取り上げは便宜的に各々を1回 目(上層)・ 2回 目(中
層)・ 3回 目土器群 (下層)と して行った。出土土器から平安末期と推定されたが,瓦器椀にわず
かばかりの型式差を認めることが出来た。

井戸 2

調査区北東部で検出された (第 50図 ,図版57～ 59)。 西端 。東端の一部は調査区外であった。

井戸の径は南北1.7m,東西2.Om。 平面形は隅九長方形で,上下三段にわたって木枠が存在した。
検出面のレベルはT,P,+13.2mで ,深 さは5,Om以上。
検出面下 1.2mま でに灰褐色粘質土層が落ち込んでおり,土師質羽釜,瓦質すり鉢,瀬戸焼瓶
子等が出土した。室町時代の遺物と思われた。この遺物包含層を除去すると,木枠 (上段井側 )
があらわれた (図版 57a)。 この木枠は東側を除く3方向のみ存在した。南側の枠板は一枚板で,

幅60 cm,長 さ1.81■1,厚さ8 cmの大きなものであった。西側は同様の板を3枚横に並べていた。

北側は南側同様の一枚板であつたが腐食が進み,所々穴があいていた。東側には板材がなく,井
戸が埋められた跡に抜きさられたものか。この板枠は板同士を鉄釘で止め,固定していた (図版
57b)。 木枠の南側と西側は内側に少し傾いていた。この木枠の内部には暗灰色粘土が充満してお

り,北東の隅には,径 3 cnlの竹が一本斜めに刺さっていた。井戸を埋めるときのガス抜きパイプ
か。北側の枠の裏側には,径10～ 40cmの石が十数個詰っていた。井戸築造時の踏み石にでも使用
されたのであろうか。木枠のいずれも内外面下方には,手斧痕の残存が著しかった (図版 58b)。

井戸の掘方内の東側に枠の位置が片寄るのは,西側に人が入って組み立てたからであろうか。上

段井側内から,瓦器椀,土師質羽釜・皿,白磁椀,柄杓,ス ッポン等が出土している (図版59a)。
この木枠 (上段井側)を除去すると,下に幅50～ 60cm,厚 さ5 cm,長 さ2.lmの 長細い板が一

辺に3・ 4枚連続的に打ち込まれ,方形枠を作っていた (図版 59b)。 上層の木枠が一枚板を組
み合わせただけのものであるのに対し,下層の木枠は,板を連ねて内側に桟を組み合わせて,木
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第2節 検出された遺構
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第2節 検出された遺構

井戸 1(3回 目)
< <｀

井戸 1(1回 目)

井戸 2(1回 目)

井戸 2(2回 目)

井戸 4

5

井戸 1(2回 日)

井戸 3(1回 目)

< 井戸 3(3回 目)

1灰褐色粘質土層
2暗灰褐色粘質土層
3淡灰黒色粘質土層
4淡灰褐色粘質土層
5茶黒色砂質土層
6暗灰色粘土層

<

T,P

+13m

井戸 3(2回 目)<
<

A

イ
TP
+12m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ワ′

<

灰茶褐色砂質土層

暗灰色粘質土層

暗灰色粘質土層 (炭混り)

暗灰黒色粘質土層

暗灰茶色粘質土層

灰茶黒色粘質土層

灰黒色粘質土層

茶黒色粘土層
黒茶色粘土層

井戸 5

A

1暗褐色粘質土層
2灰色粘質土層
3灰褐色粘質土層
4黒灰褐色粘質土層
5黒灰色粘質土層

0TP
+12m

第50図 58-7区 井戸 1～ 5平面・断面図 (1/60)
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第V章 58-7区 の調査成果

枠を構築していた点が非常に異なっていた。一辺 1.4mの正方形の木枠内部 (下段井側)には,

鎌倉中期の瓦器椀,土師質小皿・羽釜,山物桶底板等が落ち込んでいた。

下層の木枠の直上に上層の木枠を乗せて構築したこの井戸は他の井戸と比べ,非常に丁寧に作

られていた。井戸の年代は,出土土器から鎌倉中期と推定された。

井戸 3

調査区南西隅で検出された (第 50図 ,図版60・ 61)。 径は南北2.lm,東西2,3m。 平面形は楕

円形。底まで枠等はなく,素掘りであった。坑底のレベルはT,P,+8.44m。 深さは4.23m。

検出面下 40 calで ,多量の土器や拳大の石が出土した (1回 目土器群)。 破片が多いが,土師質

小皿等はまったくの完形品も多く含まれていた (図版 60)。 この土器群を除去すると,検出面下

80cmで ,再び多量の土器や拳大の石が出土した(2回 目土器群)。 一層目の土器群と比べると,土

師質羽釜や瓦質三足の大破片が多かった (図版61a)。 この上器群を除去すると,三度土器群 (3

回目土器群)が現われた (図版61b)。 ほぼ近接した時期に相継いで,井戸中に土器や石が投棄さ

れたものと推定された。なお, 2回 目土器群中からはオナモミの果実が一個出土した。

検出面下1.lm以下は,自然堆積土である。底から1.8m上で小さな完形の曲物棉 (第88図 788)

が斜め上向きで出土した (図版61c)。 釣瓶に使われたものが,誤って井戸中に落ち込んだものら

しい。井戸の年代は出土土器から鎌倉後期と推定される。

井戸 4

調査区南西隅,井戸 3の東80cmで検出された (第50図 ,図版62a)。 径は南北1.9m,東西2.2m,

深さは4,42mを はかる。平面形は凹凸のある楕円形を呈する。室町時代の配石遺構 1の西端にあ

り,上層が配石遺構によって削られていた。底まで枠等はなく,素掘りであった。坑底のレベル

はT. P.+8.255m。

検出面下50cmで黒灰色粘土層になるが,同層中からは,瓦器椀や土師質小皿・羽釜,常滑焼奏

等が出土した。底近くの同層中からは,瓦器椀,土師質皿,東播系練鉢,下駄片方や曲物桶の底

板が二枚出土した。底板は,水を組み上げる際,重さに耐えかね,桶の底板だけが抜け落ちたら

しセヽ。

なお,最下層から接して出土した大和型瓦器椀 (第77図630)と和泉型瓦器椀 (第77図634)の

共存は,両地域の併行関係を知る上で注目される。井戸の年代は出土土器から鎌倉末期と推定さ

れる。

井戸 5

調査区北半部中央で検出された (第50図 )。 径は南北1.5m,東西1.8m,深さは4.4mを はかる。

平面形は凹凸のある楕円形を呈し,底 まで枠等はなく,素掘りであった。坑底のレベルはT.P.
+8.3m。 内部には黒灰色粘土が充満していて,瓦質すり鉢,常滑焼奏等の破片が出土した。底

近くからは,籠か箕か不明だが,編物断片も出土した。井戸の年代は出土土器から室町時代と推

定される。
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第 2節 検出された遺構

井戸 6

調査区北端東壁際で南半部が検出された (図版62b)。 北半部は調査区外である。径は南北1.1

m以上,東西 1.8m。 平面形は,恐 らく楕円形。底に木枠があったが,大半が調査区外にあつた

ので,調査できなかった。深さも2.3m以上としか不明。検出面下75cmで長径35cmの 人頭大の石

が一つ井戸中央に落ち込んでいた。検出面下2mで南壁に接して用途不明木製品が出土した。埋

土内部から,瓦器椀・皿,土冑市質小皿・羽釜等が多く出土している。

井戸の年代は出土土器から平安末期と推定された。なお,出土した東播系練鉢や瓦器椀・皿,

土師質皿が南東10mの位置にある井戸 1出土品と接合したことは,珍しい事例であつた。井戸 1

も井戸 6も 共に出土土器から平安末期に埋められたと推定されるので,両者の井戸が同時に使用

されたこと力WU明 した。

井戸 7

調査区中央の東寄りで検出された (第 51図 )。 平面プランは,ほぼ円形を呈し,径3.3X3.Om,

深さ4.47mを はかる大井戸である。坑底のレベルはT,P.+8.3m。 周囲に径25cm,深 さ25cm程

のピットが11個ほぼ等間隔に並び,履い屋の存在が想定された (図版64b)。 なお,井戸は2段に

掘削されている。上段の断面形態は下膨れのフラスコ状を呈し,深さは約 2m。 下段は,径約 1

mの円筒形を呈し,上段底のほぼ中央部から掘られている。

埋土は,坑中の土層堆積状況から大きく5層 に大別される。上層は焼土塊・炭・有機物を大量

に混えた灰茶褐色の粘質土層で,小片ではあるが多量の遺物 (12～ 14世紀前半代)を含んでいた。

遺物の主体は12～ 13世紀代のものがほとんどで,瓦質羽釜や土師質羽釜,青磁椀等の破片ととも

に,鉄釘・砥石・土錘・石硯等が出土した。この硯の裏面には「□福二年甲午」と年号が刻まれ

ていた。これらは出土状況から考えて,井戸の機能消失後の窪みをゴミ穴として利用したもので,

人為的に埋められた整地層で,層厚は約80cmを はかる。

中層は黒灰色粘質土層,下層上位はオオタニシを主体とした貝層,下層下位は暗青灰色砂質シ

ルト層,最下層は暗青灰色微砂層である。中層及び下層は,層厚約60cmを はかる。これらの層は

井戸の機能停止後に,自然堆積と土器等の投棄によつて形成されたと考えられた。

最下層の堆積は井戸の使用時からその機能消失後までの間に形成された自然堆積土及び流れ込

み土で,層中より多くの木製品が出土している。

中層では検出面下0,8mで,土器群が検出された (1回 目土器群)。 土器群中には,長径30cm大

の石が十数イ固混じっており,土器片等と共に一括して投棄されたものと推定された (図版64a)。

検出面下約 1.lmの下層上位では井戸の南東隅を中心にオオタニンの貝殻が大量に検出された

(図版65)。 オオタニンの中には,ハマグリやインガイの貝殻も混じっており,当時の人々が井戸

を貝塚として使用したことが半U明 した。オオタニシはコンテナにして 7箱,個数にして,約4500

個出土した。

この貝殻の下面 (下層下位)で,井戸の南南東から頭部を南壁に接して,やや北下がりで文字
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第2節 検出された遺構

面を上にして木簡が一枚出土した (図版65)。 この木簡には,「元徳二年」と年号が書いてあった。

このため,こ の木簡は井戸の年代を知る上で,さ らには供伴した瓦器椀等の土器の歴年代を推定

する上で好資料といえる。また,井戸東狽1壁際に接して,柄付きの鉄斧や鉄鎌二本等が相継いで

出土した (図版66b)。 なお,南北に残したセクシヨンの中から,ほぼ完形の土師質羽釜がうつ伏

せになって出土した (二回目土器群)。

最下層では,検出面下1.8～2.Omで,漆器椀が 2個出土した。黒漆塗で上に朱漆で紋様を書い

た立派な美しいもので,一個はほぼ完形,一個は細かく押し潰された状態で共に上向きで出土し

た (図版66a・ c)。 検出面下2.9～ 3.Omでは,漆器椀の大破片や曲物稲の完形品 2個が相継いで

出土した (図版66d・ f)。 さらに検出面下4mで ,再び曲物桶完形品と羽子板状木製品が出土

した (図版66e)。 また,こ れらの遺物が出土した暗灰色粘土層中からは,瓦器椀やヘソ皿と呼ば

れる土師質小皿,土錘等も出土した。

井戸の時期は, 1回 目の土器群および 2回 目の土器群中から出土した瓦器椀,土師質小皿と底

近くから出土した瓦器オ宛,土師質小皿とでは,大 きな時期差は認められなかったので,こ の井戸

は比較的短期間に埋もれたものと推定された。年号のある木簡が出土したので,その時期は1330

年を前後する頃に比定されると考える。

なお,井戸底から採集した土壊サンプルをふるいで洗浄すると,ネズミやカエルの骨が出土し

た。誤って落ちたものらしい。

井戸 8

調査区中央南寄りで検出された (第51図 ,図版67・ 68)。 上層が配石遺構によつて削られていた。

径は南北1.7m,東西1,8m,深 さは4.lm。 平面形は凹凸のある楕円形。底まで枠等はなく,素

掘りであつた。坑底のレベルはT,P.+8,288m。 下層の調査では,検出面下2,3mで親亀二匹

と子亀一匹が壁際にて検出された (図版67c)。 かたまって三匹揃って落ち込んだものらしい。同

じ深さから曲物桶底板の完形品と灰釉陶器の底の破片が出土した (図版67b)。 検出面下3.3mで

足を欠いた瓦質三足と曲物桶底板の破片が出土した (図版67d)。 その20cm下でほぼ完形の白磁台

付皿と曲物桶底板が出土した (図版67e)。 さらに13cm下から白磁の細片と曲物桶底板の完形品が

出土した (図版67f)。 この白磁片は先の白磁台付皿に接合した。さらに18cm下からは径20cmの石

と箱型の釣瓶が坑底に接した状態で出土した (図版68a・ b)。 箱型の釣瓶の把手部分中央は著し

く磨滅していて,長期間使用されたことが明らかなものであった。釣 り紐は検出されなかったか

ら,結び目がほどけて釣り組だけが上に上っていったものらしい。井戸の年代は出土土器により,

室町時代と推定される。

井戸 9

調査区南半部西寄りで検出された (第 51図 ,図版68b)。 上部は,配石遺構によつて削られてい

た。径は南北 1.5m,東西 1.3m,深 さは 3.lm。 平面形は凹凸のある楕円形。底まで枠等はな

く,素掘りであつた。坑底のレベルはT.P.+9,29m。 検出面下70cmま での灰黒色の粘質土層
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第V章 58-7区の調査成果

中には,焼土を含んでいた。下層からは瓦質羽釜,土師質羽釜や瓦等の破片が少量出土している。

井戸の年代は,出土土器により14世紀中葉頃と推定される。

井戸10

調査区北西部で検出された (第 51図 ,図版69,70)。 径は南北3.Om,東西2.5m。 平面形は楕

円形。底まで枠等はなく,素掘りであった。深さは3.885m。 坑底のレベルはT.P.+9,445m。

検出面下 1.lmま では,茶褐色の粘質土層が堆積しており,焼土や土器細片等を包含していた。

この層を除去すると,井戸の中央部から南端にかけて,土器,瓦や長径30cmま での石がぎっしり

と密集していた (図版69a)。 1回 目の上器群を除去すると,よ り小さい範囲で 2回 目の上器群が

検出された (図版69b)。 やはり拳大の石と共に土器・瓦の破片が密集していた。2回 目の上器群

を除去すると,さ らに小さい範囲で 3回 目の土器群が検出された (図版69c)。 この上器群は,ほ

ぼ完形の土師質羽釜や瓦器椀をうつぶせゃ斜め,あるいは上向きに置いた上に人頭大の石を重ね

ていた。これを除去すると4回 目土器群が検出された (図版70a)。 1～ 4回 目の土器群は整理し

てみると,ほぼ同一時期のものであったので,こ の土器群は,井戸がほとんど埋まって土坑状に

なっている所にあまり時を経ずして投棄されたものと推定された。

検出面下1.5mで ,壁際に接して斜めになって曲物桶の完成品が出土した (図版70b)。 また,

底近くからは,曲物桶底板の大破片も出土した。井戸の年代は,出土土器により平安時代末と推

定される。

井戸11

調査区北東部で検出された (第49図 )。 径は南北1.4m,東西1.5m,深さは4.3m。 平面形は円

形。底まで枠等はなく素掘りであった。坑底のレベルはT,P.+8,723m。 内部には,黒灰色粘

上が充満していて,備前焼すり鉢や瓦質すり鉢,瓦等の破片が出土した。井戸の年代は出土土器

により室町時代と推定される。

土坑

土坑 1

調査区北半部中央で検出された (第52図 ,図版71～密 )。 土坑の長さは,10.5m,幅3.5m,深

さ2.2m。 平面形は勾玉形。土坑の最上層には,厚さ1.3mに わたって暗褐色粘質土が厚 く堆積し,

平安時代末の瓦器椀の完形品が 1点出土している。検出面下1.6mで礫混じりの黒灰色粗砂層が現

われ,同層中には多量の黒色土器や土師器皿等,平安時代の土器が包含されていた (図版71b)9

硯と推定される須恵器の亀の頭 (第 53図366)や灰釉陶器,「大満J。 「知」 (図版99-869)と 書

かれていた墨書土器,弥生土器,サヌカイト製不定形刃器,古銭等が出土した。これらの遺物を

取り上げると,底は平らでつるつるしていた。土坑の底の高さは,東が高く,西が低かったので

(20cm間で0.6m)東 から西へと水が流れていたことが判明した。

土坑の東端と西端にはそれぞれ縦0.6m,横0.5mの横穴が調査区外に伸びており,西端では完
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第52図 58-7区 土坑 1 平面 。断面図 (1/120)
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の勾玉形の土坑がオープンであった    第53図 58-7区 土坑 1 出上陶硯 (4/3)
のか,地下 トンネルが落盤したのか

であるが,断面で見ると周囲から土砂が流れ込んだ様相を呈していたので, もとはオープンと推

定された。土坑の底およびトンネル部の埋土中に含有されている土器で一番新しいのは平安時代
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第V章 58-7区 の調査成果

中期の土器であったのと出土古銭が『富寿神費
~

(818年 )』 と『熙寧元費 (1068年 )』 であったので

(第 54図 367・ 368),そ の時期までオープンで,

埋没したのは上層出土の瓦器椀から考えて,平安

時代末と推定された。

第54図 58-7区 土坑 1出土銭貨 拓本
(1/1)

柱穴群

調査区北端で検出された (図版75)。 北端は南北幅 6m程の部分が一段高くなっており,その上

に約110個の柱穴や焼土の入った土坑・小溝等が検出された。柱穴は径30cm,深 さ20cm程度の円形

のものが多かった。残存部分が狭かったことや土坑 1のため,建物跡の復原は充分にできなかっ

た。柱根の残存しているものはなかった。井戸10の北側では,南北に主軸をもつ長さ140cm,幅80

cm,深さ40cm程の隅九長方形土坑が接近して 3基検出されたが,遺物は出土しなかった。柱穴群

中には瓦器オ″ヒ,土師質小皿等の細片が少量含まれていたので,時期は中世のものと推定された。

柱穴群は,調査区北端では部分的に2面にわたって検出された。調査区南西部は,後世の削平

によって,かろうじて柱穴群の基部だけが若千数検出された。もともとは,調査区全面に柱穴群

が存在したものと推定された。西接する57-4区 でも調査区北東端にのみ柱穴群が検出されてい

たので,今回の柱穴群と合せて,57-4区 ・58-7区の北側一帯が中世の集落址の中心であった

可能性がある。

配石遺構

配石遺溝 1

調査区南端中央西寄りで検出された (第 55図 ,図版76・ 77)。 石を並べた土坑の大きさは南北

4.5m,東西11.lmの楕円形。深さは0.5m。 北側は緩やかに南に下っているが,南側はやや急角

度に掘り込まれている。底は中央がやや緩やかにくばんでいる。この土坑中に,径30cm程の河原

石が多い所では 5段積み重ねられていた。石列は直線的できれいな面を揃えて並べられていた。

崩れた石を取り上げ,旧の姿を伺ったが,配石列が確認されただけで,何の施設なのか用途不明

であつた。石の中には五輪塔の空輪が混じっていたり,埋土中に巴紋軒九瓦 (第56図 )や鉄製ク

マデ (第95図829),瓦質桶形土器,石硯等が混在していた。出土土器により年代は室町時代と推

定される。

配石遺構 2

調査区南東端で東西に検出された (第57図 ,図版78a)。 調査は溝101～ 104で行っている。溝の

肩部に径 5 cm程の小さい石を2箇所にわたって集中的に敷きつめたもので,東側の配石の東端に

は径30cm程の数個並べていた。
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西側の配石はやや疎らなもので,溝下に崩れ落ちた可能性がある。石の間から馬歯,雷紋付青

磁椀の破片 (図版97b)が出土しているので,年代は室町時代と推定される。配石の目的は,手

洗場・水汲み場の足許整備のためか ?。
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つ 導

369

第56図 58-7区 画E石遺構 1 出土巴紋軒丸瓦 拓本 (1/3)

スキ跡 (う ね溝 )

調査区東半部で検出された (図版78b)。 東西方向に11本,断

片的に検出され,幅 15～ 90cal,深 さは10～ 50cnl。 中世の遺物を

含む包含層を除去すると検出されたので,古ければ中世,新し

ければ近世・近現代まで遡る可能性がある。理土から瓦器椀や

土師質皿の細片等が出土したが,年代は特定できなかった。

第 2項 弥生 時代 の遺構
方形周溝墓

調査区北西I開で検出された (第58図 ,図版79)。 西接する57-

4区で検出されていた 2号方形周溝墓の南溝・東溝の一部が検

出された。主体部および盛土は削平されて存在しなかった。

南溝の幅は80cm,深 さ20cm。 東溝は南北の大きな溝に切られ

ている。この溝の幅は2.2m,深 さ20cm。 北端は調査区外に伸

びており,南端は井戸10お よび段によって切られている。この

溝の中央部で長さ1.5m,幅1,3m,深さ20cmの楕円形土坑が検

出された。この土坑の南端寄りの埋土上層で高不完形品及び甕

の破片が若千出土した。高郭の4m北側の溝底からは甕のほぼ

完形品が細片となって出土した。この 2つの上器が供献土器で

あるとすれば, 2号方形周溝墓の東で検出された南北溝も方形

周溝墓である可能性がある。

方形周溝墓の時期は,出土土器からⅢ様式 (古)段階のもの

N

0

側
　
溝

①灰黒褐色粘質土層
②暗灰褐色粘質土層
③灰黒色砂礫層

2m

第57図 58-7区配石遺構 2
平画・断面図 (1/60)
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第58図 58-7区 2号方形周溝墓 平面図 (1/80)

と推定される。なお,高杯中からサヌカイト製凸基有茎式石鏃が 1点出土した。
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第V章 58-7区の調査成果

第 3節 検出された遺物

第 1項 弥生時代以前の遺物
<弥生土器>(第 59図370,371,図 版80)

調査区北西隅, 2号方形周溝墓の南西角で,ほぼ完形の発と高郭が各々1点出上した (図版79

b・ c)。 奏 (370)は 回径16.2cm,器高23.2c14は かる。外面は下半部が細かいハケロ,上半部は

縦方向にヘラミガキ調整を施す。胎土は明るい茶褐色を呈し,角閃石・雲母・石英・長石等を含

む。焼成は良。生駒西麓産。

高郭 (371)は口径29,7cm,器高21.lcmは かる。郭部端面は大きく外狽1に伸び,下方に垂れ下る。

円形浮紋が縦方向に2個ないし3個連なり,横方向に関断的に連なるが,も との姿がどのようで

あったのかは,表面の風化が進み,良 く分からない。郭部外面はヘラケズリし,脚部外面は縦方

向にヘラミガキ調整を施す。胎土は灰白色を呈し,ク サリ礫・長石・石英・チャート等を含む。

焼成は甘い。摂津の土器か。

以上の土器は第Ⅲ様式でも古い様相をもつものである。

0                  1ocm

370 371

第59図 58-7区 2号方形周溝墓 出土弥生土器 実測図 (1/4)

<弥生時代以前の石器 >(第60図372～ 397,図版80b・ 81,第 5表 )
縄紋時代の石器が 2点 ,弥生時代の石器が24点出土した。58-7区の中世の遺構・包含層中か

ら出土し (575ぽ),面積比はポ当り0.04個 と非常に少ない

縄紋時代の石鏃の 1点 (372)は小さな有舌尖頭器であろう。もう 1点は凹基式石鏃 (373)で ,

共に風化が著しいものである。
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第61図 58-7区 石器 実測図 (1/2)
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第3節 検出された遣物

弥生時代の石器 (374～ 397)1ま ,いずれもが後世の撹乱を蒙った層中から出土したものだが,

石鏃が凸基有茎式や片刃の石庖丁,不定形刃器が多い (10点 )等,中期のものと推定される。

【．Ｊ”中“
・．・．“］

,=,3●
BLEBRと 子

=ミ :ヽ、

天

.,       0

407

第62図 58-7区 井戸7出土石硯 実測図 (1/1)

第 2項 古代～中世の遺物
<中世の石製品>(第 60～ 63図398～ 411,図版81～83,第 5表 )

砥石が9点 ,石硯が4点 ,五輪塔が1点出土した。石_民石 (398～ 406)は砂岩・粘板岩・凝灰岩

製で, 1～ 4面 と使用の違いがある。

石硯は包含層出上のもの 1点 (410),遺構出

土のもの 3点 (407～ 409)である。

(407)は井戸 7の上層から出土した。緑灰色

粘板岩で黒色斑をもつことから,高島石の中で

も虎斑石と思われる。ほぼ全体の 3分の 2残 り,

上下端を欠矢する。裾ひろがりの長方形小型硯。

裏面に「□福二年甲午Jと 線刻されていた。甲

午で□福二年となるのは,日 本の鎌倉時代の天

福二年より他にはないことから,年号は天福二

年 (1234)と 推定できた。(408)は (407)と 同    第63図 58-7区 配石遺構 1 出土
じ井戸 7か ら出土したが,よ り下層からであっ          五輪塔 実測図 (1/4)
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第V章 58-7区の調査成果

た。裏面に脚台がついており,表面には縁が巡る。赤紫色の買岩で,赤間石と推定できる。ただ,
別の意見では,幻の高島石と呼ばれる赤紫色の粘板岩とする意見もあり,詳細は今後の口果題であ
る。 (409)は硯面が九いもので,中央程くぼんでいる。黒色粘板岩で,やや粗雑な質で,不純物
を多く含む。京都の高雄石と推定される。(410)は縁のある六角形 ?で,茶灰色粘板岩製,高島
石の中でも粗悪なものと推定される。

(411)は五輪塔の空輪で,灰責色凝灰岩製。他の部品は,配石中に存在しなかった。

第 5表 58-7区 出土石器・石製品 観察表

遺物番号 名 称 石  材 長 さ 幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ
備 考 出土地区 .層位

第60図372 石鉄 暗灰色サヌカイ ト 3,7 1 3 0.4 1 6 凸基有茎式。有舌尖頭器 ? 土坑 1 あぜ内 10層

第60図373 石鏃 黒色サヌカイ ト 24 1,9 04 1.3 凹茎式。縄紋時代。 方形周溝 高不土坑

第60図374 石鏃 黒灰色サヌカイ ト 3.4 1 3 04 凸基有茎式。 方形周清 高 lTヽ土坑

第60図375 石鏃 黒灰色サヌカイ ト 34 14 05 20 凸基有茎式。基部側縁磨滅。回転線条痕 ? 井戸 1上層
第60図376 石鏃 黒灰色サヌカイ ト 25 1.6 05 1 9 凸基無望式。先端部欠損のため石錐に転用。 土坑 l A区最下層

第60図 37フ 石鏃 黒色サヌカイ ト 3.4 19 07 40 凸基無茎式。 調査区中央部表採

第60図 3ア 8 石 鏃 黒色サヌカイ ト 3フ 21 05 39 凸基有茎式。 井戸7黒灰掲色イ占質土

第60図379 石鏃 黒色サヌカイ ト 43 1 7 07 44 凸基無整式。 池 ?遺構中央部

第60図380 石槍 黒色サヌカイ ト 50 23 1 0 108 先端部欠損。 調査区中央北段上包含層中

第60図 381 石槍 黒灰色サヌカイ ト 47 31 1 4 25 9 上下端欠才員。片方の側縁のみ磨 く。 配石遺構

第60図382 石庖丁 灰色片岩 63 43 11 93 1 両刃。組穴の位置がおかしいので、1可か装飾品類か ? 中央部包合層中

第60図383 石庖丁 賠緑色緑色片岩 3,9 42 0.5 114 片方。 井戸3中央あぜ 6層

第60図384 石錐 黒色サヌカイ ト 53 29 07 12 1 一部表皮残存。 土坑lc地 点バラス

第60図385 石核 灰色サヌカイ ト 34 6.3 25 60.5 長さ2 9cm、 幅1 4cmの 剥片を3枚割り取る。 配石遺構

第60図386 用途不明 暗灰色サヌカイ ト 46 21 1 0 109 両側縁の突出部を磨 く。 土坑 1

第60図387 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 3.9 27 14 130 換れ刃の不定形刃器。 北西端弥生包含層

第60図388 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 20 26 07 36 背部に表皮をもつ不定形刃器。石小刀 ? 土坑iC地 点バラス

第60図 389 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 25 4.5 1 2 159 挟れ刃の不定形刃器。 B-4地 区東西溝中
第60図390 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 29 48 1 3 144 石器未製品。 中央部南端西より包含層

第60図 391 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 4.3 52 11 239 一部片面加工調整のエン ドスクレイパー。 土坑lC地 点バラス

第60図 392 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 39 32 1 3 142 背部に表皮をもつ不定形刃器。爪形石。 方形周溝 高杯土坑

第60図393 不定形刃器 晴灰色サヌカイ ト 44 41 06 126 ほぼ側縁に加工部をもつ不定形刃器。 土坑 1あ ゼ内 10層

第60図394 不定形刃器 黒色サヌカイ ト 31 1 7 05 33 石器未製品。 井戸72回 目土器群

第60図395 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 41 21 06 49 石器未製品。 0-4地 区配石遺構
第60図396 不定形刃器 暗灰色サヌカイ ト 47 37 0,5 63 石器未製品。 北西隅弥生包含層中

第60回397 不定形刃器 黒灰色サヌカイ ト 24 30 05 3フ 背部に表皮をもつ不定形刃器。 井戸 フ

第60図398 砥石 暗茶掲色砂岩 35 11 11 20 フ 一面使用 井戸 5東半部
第60図399 覇丘石 黒灰色花筒岩 123 56 49 742 0 一面使用。全面焼け ? 土坑 2

第61図400 砥 石 灰自色粘板岩 54 32 09 278 三面使用。 井戸 2下段下層
第61図 401 砥 石 乳自色凝灰岩 57 50 3ア 115,3 二面使用。 井戸 2下段下層
第61図402 頚丘石 淡黄灰色粘板岩 74 34 08 307 四面 とも使用。 井戸 ア 最上層

第61図403 石島石 淡茶灰色粘板岩 2,9 25 04 49 一面使用。 井戸 8

第61図404 砥石 黄灰色粘板岩 63 1 9 0.8 13 6 三面使用。 調査区中央北段

第61図405 頚L石 暗灰色砂岩 123 81 22 3145 四面とも使用。仕上げと石 溝101～ 105

第61図406 砥石 青灰色結晶片岩 122 ア.2 32 333 2 三面使用。 井戸 フ

第62図407 石硯 緑灰色粘板岩 40 3フ 1 0 高島石製。長方形。「□福二年甲午」と線刻。 井戸 ア 上層

第61図408 石硯 赤紫色頁岩 104 61 1 2 94 9 赤間石製。長方形。 井戸アの東半部マイナスlm

第61図409 石石見 黒色粘板岩 6.5 85 1 6 93 1 上面にくすんだ銀色の覆降りのような石の紋様あり。 E-3地 区配石遺構
第61図410 石硯 茶灰色粘板岩 7.2 77 1.1 609 高島石製。六角形 ? 中央部商端西より包含層

第63図 411 五輪塔 灰黄色凝灰岩 22 4 249 245 11300 0 焼 け痕あり。 配石遺構 1
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第 3節 検出された遺物

<古代～中世の土器 >

井戸 6(第 64図412～ 416)

(412)は大和型瓦器椀。外面の分割ヘラミガキはやや乱れている。Ⅲ一A型式にあたる。(413)

は瓦器小皿。口径9。 4cm,器高1.6cmを はかる。内底面にジグザク状暗紋を施し,日縁部内面にも

ヘラミガキが施されている。(414)は 土師質大皿。口縁部は直線的に開き,端部を九くおさめる。

(415。 416)は 土師質小皿である。時期は12世紀後半と考えられる。

,

414

412 415 416
20cm

第64図 58-7区 井戸6出土上器 実測図 (1/4)

井戸 1(第65。 66図417～ 470,図版84～ 86a)

上層から(421・ 432・ 437・ 439。 441・ 449,452・ 453・ 455。 456・ 459'464・ 466・ 468・ 469),

中層から (417・ 418・ 423～ 426・ 428・ 430,431・ 438,440・ 444～ 448・ 450・ 451・ 454・ 458,

463・ 470),下層から (422・ 427・ 429。 436・ 442・ 461・ 462・ 467)が出土した。 (420・ 433・ 457

・460)は 上層と中層のものが接合した資料である。

(417～ 434)は瓦器椀で,(417～432)が大和型,(433・ 434)力訴日泉型である。大和型は,タト面

に整った分割ヘラミガキを施し,内面に密な圏線ミガキを施すものから,外面のヘラミガキの分

害J性が乱れ,内面のミガキの条線間にやや空白が見られるものまでがあり, Ⅱ―B型式からⅢ一

A型式にあたる。(417)は高台内にも,見込みと同様の暗紋が施されている。また,(417・ 421・

422)に は焼成後の刻線が認められる。和泉型は内面のヘラミガキが急速に粗略化されていく段

階のもので,H-3期 (433)と Ⅲ-1期 (434)イこあたる。

なお,大和型瓦器椀と和泉型瓦器椀の割合は,86.2%対 13.8%で圧倒的に大和型が多い。また,

下層から出土した大和型瓦器椀はいずれもⅢ―A型式 (古)で ,中層から上層にかけてⅢ―A型

式 (新)が認められるようになる。下層～上層の堆積は,漸進的に移り変わっていく様子を伺う

ことが出来た。

(435～ 444)は瓦器小皿。(435)は ジグザク状暗紋を直交させて格子状暗紋とし,(436～ 443)

はジグザグ状暗紋を施している。 (444)は器形,胎土,暗紋ともに他と異なり,河内・和泉地方

に多くみられるタイプである。

(445～ 448)は土師質大皿でいずれも中層出土。(449～ 466)は土師質小皿である。(466)は 台

霞
0
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第65図 58-7区 井戸 1 出土土器 実測図 (1/4)
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第66図 58-7区 井戸 1 出土上器 実測図 (1/4)

付の小皿となるもので,類例は少ない。

(467～ 469)は 東播系練鉢。 (470)は須恵器系の練鉢であるが,焼成が不良で瓦質に近く,日

縁部の形態も他とまったく異なり,生産地を特定することができない。

井戸の埋没は12世紀後葉頃と考えられる。なお,(469,470)は 近接する井戸 6出土の破片と

接合した。
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第V章 58-7区 の調査成果

井戸10(第 67～72図471～ 520,図版86b～ 88)

最上層から (489～ 491,493), 1回 目土器群から (472・ 474～ 478,480～ 486・ 492・ 497・ 499

・505・ 507・ 509・ 510・ 512・ 514・ 517・ 519),2回 目土器群から (487・ 508・ 520),3回 目土器

群から (471・ 473・ 494・ 503),下層から (488)が出土した。なお,(479。 501・ 506・ 513・ 515)

は1回土器群と2回 目土器群のものが,(518)は 1回土器群と3回 目土器群のものが,(495・ 504

・511)は 1回土器群～ 3回 目土器群のものが,(516)は 3回土器群と4回 目土器群のものが,

(496・ 498・ 500)は最上層と1回 目土器群のものが,(502)は最上層～ 2回 目土器群のものが接

合した資料である。また,(500・ 510)は井戸 1中層のものと接合した資料である。

(471～ 479)は瓦器椀。 (471～ 478)は大和型でユーB型式ないしШ―A型式 (古相)に相当す

るが,Ⅲ ―A型式 (古相)を中心とする。日径13.9～ 14.7cm,器高4.9～ 5.4cm,底径4.3～ 5,3cm

をはかる。 (479)は和泉型で,日径14.7cm,器高4.85cm,底径5,Ocmを はかる。内面上半のヘラ

ミガキがかなり疎になっている。E-3期 にあたる。大和型瓦器椀 と和泉型瓦器椀の割合は,
95.7%紺4.3%で ,ほ とんどが大和型である。なお、 3回 目土器群から出土した大和型瓦器椀は

いずれもⅡ―B型式で, 1回 目土器群から出土したものにはⅢ―A(古相)型式が加わる。 1回
目および2回 目土器群での大和型と和泉型瓦器椀の供伴関係から,Ⅲ ―A型式 (古相)と H-3
期は併行関係にあると考えられる。

(480)は瓦器小椀。口径8,9cl■ ,器高3.3cmを はかる。胎土・ヘラミガキ・暗紋・口縁内端面の

沈線などの調整ともに,大和型瓦器椀と共通している。 (481～ 483)は瓦器小皿。口径8.6～ 9.0

cm,器高1.4～ 2.Ocmを はかる。内底面に10回前後のジグザグ状暗紋を施す。なお,(483)は器形 ,

胎土,暗紋ともに他の 2点 とは異なり,河内・和泉地方に多く見られるタイプである。

(484・ 485)は 土師質大皿。(486)は土師質の高台であるが全体の器形は不明。 (487～ 491)は

土師質小皿である。 (492・ 493)は 東播系練鉢。(493)の 回縁端部は浅い凹線上に凹んでいる。

(494～ 519)は土師質羽釜。「くJの字に外反する日縁部の端部を内側に折り返すもの (494～

512)がほとんどである。このタイプには日径24cm程度のものと口径30cm程度のものの 2種ある。

胴部内外面はナデ調整であるが,内面のハケメが十分にナデ消されていないものも少数存在する。

胎土は細かい石英を多く含み,やや粗い。色調は灰色系であるが,(512)のみは橙色を呈する。

大和地方に類例が多く,大和産と考えられる。

(515・ 516)は ,可内地方に広く分布するもので,胴部内外面を板ナデにより調整する。胎土は

石英粒などを多く含み粗い。色調は橙褐色系である。

(517～ 519)は胴部外面をヘラケズリするものである。胎土はやや粗 く,色調は橙褐色系であ

る。(513)は 日縁部が内傾するもので,当地域では類例がないタイプである。 (514)は胎土に角

閃石を含む,いわゅる生駒西麓産の土器であるが,古代のそれに比べると胎土は良質である。内

外面は丁寧なナデ調整である。

(520)は土師質竃形土器。上部と底部の破片があり,接合しないが同一個体であることは確
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第67図 58-7区 井戸10出土土器 実測図 (1/4)

実と思われる。庇は釜日に接して斜め上方に伸びている。側面上部には把手の痕跡と考えられる

乳状の突起が付いている。調整は外面はタテ方向,内面がヨコ方向のハケメである。井戸の埋没

は12世紀後半である。
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第V章 58-7区 の調査成果

第72図

井戸2(第 73図 ,図版89)

井戸の機能消失後の窪みに堆積したと考えられる上層から (533),井戸の掘り方から (544・

547),上段井側内から (525・ 535・ 538・ 540・ (「)」 6・ Й9),下段井側内から (521～ 524・ 526～ 532

・534・ 536・ 537・ 539,541～ 543・ И5,548)が出土した。

(521～ 533)は瓦器椀。 (521～ 526)イよ大和型で,Ⅲ ―A型式 (新相)からⅢ―B型式に相当す

る。 (521～ 525)は回径13,7～ 14.3帥 ,器高4.5～ 4.7cm,底径4。 3～ 4.8cmを はかる。Ⅲ―A型式

(新相)。 (526)は 日径13.Ocm,器高4.6cm,底径4.8cmを はかる。Ⅲ―B型式。なかには底部が高

台より下に出て,高台が充分に機能しないもの (525・ 526)がみられる。

(527～ 533)は和泉型で,見込みの暗紋には平行線状,連結輪状,ジグザグ状のものがある。上

層出土の (533)を除いてⅢ-3期～Ⅳ-1期 にあたる。
なお,上下段井側内出土の大和型瓦器椀と和泉型瓦器椀の割合は56.7対 43.3で ,ほぼ措抗して

いる。

また,下段井側内出土の大不日型瓦器椀と和泉型瓦器椀の供伴関係から,大和型Ⅲ―A型式 (新

相)と和泉型Ⅲ-3期 ,Ⅲ ―B型式とⅣ-1期 はそれぞれ併行関係にあると考えら,両地域の時
間軸を窺い知る上で良好な資料といえる。

(534～ 538)は瓦器小皿。口径8.2～ 9.8cm,器高1.3～ 1.7cmをはかる。いずれも内底面にジグザ

グ状暗紋を施す。

(539～ 545)は土師質小皿で,日径7.4～ 8.6cm,器高1.15～ 1.55cmを はかる。

(M6)は 土師質大皿で,日径12.6cmを はかり,立ち上がり部が強く屈曲している。

(547)は日径14cmを はかる白磁碗で,横田・森田氏の分類によればV類にオロ当する。l註 1)

(548)は 東播系練鉢で,国径は25.2cmを はかる。日縁端部は軽 く上方につまんでいる。

(M9)は土師質羽釜で河内地方に一般的にみられるもので,日径30,lcmを はかる。日縁部の屈

曲が短くなり,上方に伸びている。これらの資料から,井戸の時期は13世紀前葉～中葉頃と考え

られる。
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第V章 58-7区 の調査成果

井戸 3(第74～ 76図550～ 629,図版90～ 92)

1回 目土器群より (550・ 552・ 555～ 558・ 561・ 564・ 568・ 571・ 572・ 575・ 579～ 584・ 588～

590・ 592,594・ 596～ 599・ 603～ 605,609～ 611・ 613・ 615・ 616,619・ 620～ 623),2回 目土器

群から (551・ 553・ 562・ 563・ 565,567・ 569・ 570・ 572・ 576～ 578・ 586・ 591・ 593・ 600～ 602

・606・ 608・ 626・ 628), 3回 目土器群から (566・ 5留・587・ 607・ 612・ 629)が出土した。

なお,(614・ 624)|ま 1回 目土器群と2回 目土器群のものが,(554・ 585'617・ 618・ 625)は 2

回日土器群と3回 目土器群のものが接合した資料である。

(550～ 562)は瓦器椀。 (550～ 556)は大和型でⅢ―C型にあたる。口径は12.3～ 12.9cm,器高

3.8～ 4.3cm,底径3.8～ 4.8cmを はかる。内面の圏線ミガキと見込みの暗紋に重なりのあるものが

多く,内面から見込みまで一連の圏線ミガキになるものもある。高台はほとんど形骸化し,ナデ

つけが不十分なため,焼成時の剥離が目立つ。

(557～ 561)は和泉型でⅣ―I期ないしⅣ-2期 にあたる。見込みに平行線状暗紋を施すものが

Ⅳ-2期 まで見られることは,西ノ辻遺跡57-4区土坑19においても認められた。は2)

大和型瓦器椀と和泉型瓦器椀の割合は82.4%封 17.6%で大和型が多い。なお,大和型はⅢ―C

型式でまとまるが, 1回 目土器群のものは 2・ 3回 目土器群のものと比べて全体に小ぶりで器高

が低いという傾向を指摘することが出来る。この二つのタイプは和泉型瓦器椀のⅣ― I期・Ⅳ―

2期にそれぞれ対応するのかも知れない。

(562)は ロクロ成形の瓦器椀で,高台は貼 りつけている。日径14.2cm,器高4.5cm,底径4.8cm

をはかる。口縁内端部と外面上位幅約 2 cmだけが黒灰色を呈し,他は乳白色を呈する。香川県に

類例が見られる。

(563・ 564)は瓦器小皿で,口径8.lcm,器高1.0～ 1.5cmを はかる。

(565～ 569)は土師質大皿。いずれも立ち上がり部が強く屈曲するもので,口径は11.3～ 12.Ocm,

器高1.8～ 2.2cmを はかる。 (570～ 615)は土師質小皿で,日径は7.2～ 8.6cmを はかる。

(616～ 620)は土師質羽釜。 (616～ 618)は河内地方に多く見られるタイプもので,日縁部の月巴

厚が著しい。口径は28.0～ 30.5cmを はかる。(619)は 大和地方からの搬入品である。口径は24.3

cmを はかる。(620)は 回径27.lcmを はかる。胴部タト面をヨコ方向にヘラケズリ調整した後,下か

ら上にかけて更にヘラケズリ調整を施す。祖形と思われる同タイプのものが井戸10か ら出土して

いる (第71図 517～ 519)。

(621～ 628)は瓦質三足。日径16～ 20cm程度で,胴部最大径23cm前後をはかるもの (621～ 625)

と口径14cl■程度で,胴部最大径19cm前後のもの (626～ 628)の 2種がある。いずれも外面は指お

さえで,凸凹が激しく,煤が厚く付着している。内面はヨコ方向の非常に細かいハケ調整である。

(625)は足の付 く位置,口縁部の形態が他のタイプと異なっている。

(629)は東播系練鉢。口縁端部やや上方に伸びている。井戸の埋没は,13世紀中頃から後葉頃

と考えられる。
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第V章 58-7区の調査成果

井戸 4(第77図630～ 642,図版93)

上層から (631,632),下 層から (633・ 635～ 637・ 639・ 640。 642),最下層から (630。 634・

638・ 641)が出土した。

(630～ 634)は 瓦器椀。 (630)は日径 10.5cm,器高3.2cm,底 径4.l cmを はかる大和型瓦器椀

で,Ⅲ ―E型式にあたる。外面のヘラミガキは施されず。内面は見込みまで一連の圏線ミガキで

ある。 (631～ 634)は和泉型でⅣ-3期ないしⅣ-4期 にあたる。見込に暗紋を施すものは見ら
れない。

なお,(634)は 口径10.8cm,器高3.Ocmを はかり,(630)と 最下層で接して出土した。明らか
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第77図 58-7区 井戸 4・ 9出土土器 実測図 (1/4)
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に出土状況から,共存と考えられ,両地域の併行関係をうかがい知る上で貴重な例といえる。

(635～ 638)は土師質小皿。口径 8.0～ 8.4c111を はかる。 (639・ 640)は 土師質羽釜で,日径

16.2～ 20.6cmを はかるも口縁部は内弯し,端部を上方に折り返している。内外面ともナデ調整で

ある。大和地方によく見られるタイプである。(641)は東播系練鉢。口縁端部を下方に肥厚させ

ている。(642)は常滑焼甕で,日径37cmを はかる。12世紀後半頃の所産と考えられる。

井戸の時期は最下層から出土した瓦器椀から,14世紀前葉頃と考えられる。

井戸 9(第 77図 643・ 644)

(643)は瓦質羽釜で,日径29.6cmを はかる。石鋼を思わせる形態を示す。胎土は精良で黒灰色

を呈する。器面には光沢がある。西ノ辻遺跡59-3区井戸 5(註 3)か らも同タイプのものが出土し

ており,大和型瓦器椀のⅣ―B型式と和泉型Ⅳ-5期がこれに伴っていた。

(644)は瓦質すり鉢で,日径28.4cmを はかる。外面は,成形時の指おさえによる凸凹をそのま

ま残している。日縁端部は軽 く面取りされている。すり日はかなり磨り減っている。

以上,こ れらの資料から丼戸 9の時期は,14世紀中葉頃と考えられる。

井戸 7(第78～ 81図645～ 688,図版94～ 96a)

上層から (650・ 651,653・ 657・ 660・ 661・ 668・ 681・ 683～ 687),中層から (648・ 655。 658

・669・ 6馳～676・ 678～ 680・ 682・ 688),下層上位から (646・ 652・ 656・ 662・ 663・ 667・ 671

・672),下層下位から (647・ 654・ 664・ 665・ 670・ 673・ 677),最下層から (645・ 649・ 659)が

出土している。

(645～ 649)は 瓦器椀。 (645・ 646)は大和型で,日縁内端面の沈線はかすかにその痕跡をとど

めるだけになっている。Ⅳ―B型式に相当する。 (647～ 649)は和泉型。内面に粗略なミガキが施

されているのみで,Ⅳ -4期ないしⅣ-5期 に相当する。

(650～ 653)は土師質大皿。立ち上がりの屈曲部の器壁が薄くなり,日縁部のヨコナデの下端付

近が肥厚している。(650)は立ち上がり部に近い底部に一ケ所,焼成後の穿孔がなされている。

(654～ 667)は土師質小皿。大皿同様の形態をもつものの他,いわゆる「ヘソ皿」となるものな

どがある。胎土はいずれも褐色系である。

(668)は瓦器小型壼。肩部に直線と螺旋を組み合わせた暗紋を施し,胴部にはヘラミガキを施

す。

(669・ 670)は土師質羽釜で,日径27.2～ 29,Ocmを はかる。鍔は著しく退化している。内外面

ともに丁寧なナデ調整を施す。大和地方からの搬入品と考えられる。

(671～ 674)は土師質鍋。 (671～ 673)は ,(669・ 670)の羽釜から鍔を取った形態で,同 じ系譜

になるものであろう。(6留)は内面にハケロを施し,形態的にも他とは異なるが,胎土は共通し

ており,精良である。

(675～ 680)瓦質羽釜。 (675)は口径29.7cmを はかり,内面にヨコ方向のハケロ,胴部外面に

ヨコ方向のヘラケズリ調整を施す。形態から瓦質羽釜としたが,炭素を全く吸着しておらず,黄
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灰色～灰白色を呈する。 (676～ 680)は内傾する口縁部をもち,胴部外面に成形時の指押さえの後 ,

特に調整を施さない点で共通するが,(679・ 680)は内面にヨコ方向のハケロを施す。炭素吸着に

より,灰黒色を呈するものは (677)のみで,他は灰白色を呈し,部分的に赤橙色を呈するものも

ある。胎土はやや粗い。

(681)は 東播系奏で,口径28,2cmを はかる。 (682・ 683)は瓦質甕である。(683)の 回縁部には

2回のヨヨナデが施されている。

(684～ 687)は東播系練鉢。口縁端部を上下方に拡張している。(688)は常滑焼甕で,日径は

49.2cmを はかる。口縁部を上下に大きく拡張して,幅約2.7cmの縁帯をつくっている。全体に茶

褐色～紫褐色の自然釉がかかっている。胎土は紫を帯びた灰色で,やや粗い。

井戸の時期は,下層下位から元徳二年 (1330)銘 の木簡 (第92図808)が出土していることなど

から,1330年を上限とする14世紀中葉から後半頃とみられる。

井戸 8(第82図689～ 693,図版96b)

(689)は土師質小皿。口縁部は外反し,端部は丸くおさめる。色調は赤褐色を呈する。 (690)

は瓦質小型三足で,日径6.7cm,体部高4.8cmを はかる。日縁直下に短い鍔をもつ。外面は指押さ

えで丁寧に仕上げられている。香炉として用いられたものであろうか。

(691)は白磁台付皿で,口径9。 2cm,器高2.3cm,底径3.lcmを はかる。胎土は灰白色で内面から

外面の高台付近まで黄色を帯びた透明釉がかかる。釉には細かい貫入が見られる。高台には4ケ

所に弧】犬の狭 り込みがある。高台の突出部の畳付には釉が付着し,反対に内底面には釉の剥がれ

た部分が4ケ 所あることから,直接重ねて焼成されたことが知られる。内底面にはヘラ描きによ

る紋様 (焼成前)があり,高台内には「+J字の墨書がある。

(692)は瓦質羽釜で,日径19.4cmを はかる。内面はハケロを施すが,外面は特に調整を施さな

ヤヽ。

(693)は瓦質火鉢で,日径28,8cmを はかる。内面は成形時の凹凸がそのまま残るが,外面は弱

いヘラミガミによって極めて平滑に仕上げられていて,光沢がある。胎土は精良である。

これらの資料から,井戸の時期は15世紀代と考えられる。

井戸11(第82図694～ 697,図版97a)

(694)は瓦質羽釜。内面にヨコ方向のハケロを施す。色調は淡灰色を呈し,鍔下面に煤が付着

している。

(695)は瓦質すり鉢。口縁端部は内傾する面をつくって尖り気味におさめている。焼成はやや

甘い。

(696)は瓦質奏で,日径29.Ocmを はかる。頸部から口縁部はヨコナデ調整を施し,以下は平行

タタキ調整を施す。炭素は吸着しておらず,淡灰色を呈する。

(697)は備前焼すり鉢で,回径29.7clれ をはかる。日縁端面が上下に拡張されている。

以上の遺物から,井戸の時期は16世紀代と考えられる。いずれも下層より出土した。
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第82図 58-7区 井戸 8・ 11出土土器 実測図 (1/4)
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第V章 58-7区の調査成果

土坑 1(第83・ 84図698～ 722,図版98,99)

(698～ 702・ 722)は土師器大皿。口径16cm前後をはかる。底部から急激に立ち上がるもの (698

～700)と ,ゆるやかに立ち上がり,日縁端部近くで屈曲するもの (701・ 702)がある。 (722)

の底部外面には「大満」の墨書がある。

(703～ 710,721)は 土師器杯 (椀)である。無高台のもの (703～ 707・ 721)と有高台のもの

711
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704

705

707

葡 702
1鯵

708

703
709

R＼ 。
( ‐ヽ

i｀  714
卜` ＼ 物

716

トヴ′′ゝ |ヽミ

717

719
718

0

第83図 58-7区 土坑 1 出土土器 実測図 (1/4)
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第3節 検出された遺物

(708～ 710)がある。無高台のものには茶灰色系のもの (703～ 706。 721)と橙色系で指押さえの

凹凸の目立つもの (707)がある。(721)は口径13.6cm,器高3.8cmを はかる。底部外面には (722)

同様,「大満」の墨書があるが,意味は不明である。有高台のもののうち,(708)は外面をヘラケ

ズリし,内面にはハケロ調整が施されている。口径15,9cm,器高4.3cmを はかる。

(709)は 回径16.6cm,器高5.Ocmを はかる。外面には,成形時の指押さえの他に特に調整が施さ

れていない。(710)は 口径14.5cm,器高4.5cmを はかる。外面をヘラケズリし,内面には見込みに

密な平行のヘラミガキを施した後,水平方向の密なヘラミガキを施している。口縁内端面には沈

線が一条入る。 (710)は椀とした方が良いと思われる。

(711'712)は黒色土器Att。 郭 (7H)は 口径16.Ocm,器高4,Ocmを はかる。外面下半のみをヘ

ラケズリし,内面には密なヘラミガキが施される。椀 (712)は 口径15,8cm,器高5。 lcm,底径7.7

cmを はかる。外面をヘラケズリ,内面を密なヘラミガキで調整する。

(713)は上層から出土したもので,日径14.4cm,器高5,3cm,底径4.6cmを はかる大和型瓦器椀。

Ⅲ―A型式に相当する。

(714・ 716～ 719)は土師器奏。胴部外面は成形時の凹凸が目立ち,内面は板ナデにより調整す

る。いずれも橙褐色系の色調を呈する。(715)は土師器鉢で,日径15,7cmを はかる。外面は指押

さえのみで,特に調整を施さない。

(720)は 日径27.Ocmを はかる。土師器羽釜。胴部外面はナデ調整を施している。生駒西麓産の

胎上である。

以上の遺物は,上層出土の瓦器椀を除いて 9～ 10世紀中葉頃のものと考えられる。

コH■■||||||■ ■■■■■口「
F諄
'′

′

721 722

0

第84図 58-7区 土坑 1 出土墨書上器 実測図 (1/2)
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第V章 58-7区 の調査成果

配石遺構 (第85図723～ 730,図版97b)

(723～ 725)は土師質小皿で,口径7.6～ 8.6cm,器高1.22=1.4cmを はかる。日縁部は外反して

九くおさめている。

(726)は土師質羽釜で,日径19,2cm,器高12.4cmを はかる。内面は,回縁部付近だけヨコ方向

のハケロ調整を施し,以下はナデ調整。胴部外面は特に調整を施さない。

(727)は備前焼すり鉢。口縁端部は斜めに切られ,外傾する面をもって終わる。(728)は常滑

焼奏である。 (729)1ま瓦質羽釜。内面にヨコ方向のハメロを施す。色調は灰色を呈する。

(730)|ま瓦質桶形土器。底部外面は砂地で他はナデ調整を施す。出土土器に時期幅があり,16

世紀代の埋没と考えられる。

包含層 (第85図 731,図版97b)

瓦質の片回付羽釜である。日径は10,2cmを はかる。外面の鍔部以下は粗いジグザク状のヘラミ

ガキを重ねて斜格子状としている。内面は放射状の暗紋と圏線ミガキが重ねて施され,見込みに

は連結輪状の暗紋が施される。足の痕跡が認められ,三足が付いていたものと思われる。

配石遺構

729

730

723

鰯

べ三三三三三「]:Ξ ttΞ三7',24 725

726 租
　
５ｃｍ

0 包含層

第85図 58-7区 配石遺構・包含層 出土土器 実測図 (1/4,1/2)

<中世の上錘 >(第86図 732～ 768,図版100b)

調査区各所から37点の上錘が出上している。(732)は 土坑 1の上層 (平安時代末期)から出土

したもの。(733～ 735)は平安時代末期の井戸 1か ら出土したもの。(736～馳6)1ま平安時代末期

の井戸10から出土したもの。(740)は生駒西麓産で,紐穴がなく,未製品と思われる。(密1)は

20cm 0
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下部を欠失しているが, 2匁錘と推定される。

(聖5)は生駒西麓産の1匁錘。 (747～ 756)は鎌

倉時代後期の井戸 3か ら出上したもの。 (750'

751)は珍しい 4匁錘。(754)も りしい 3匁錘。

(752,753,755'756)は 2匁錘。

(757～ 763)は鎌倉時代末期の井戸 7から出土

したもの。(757)は 2匁錘。

(764・ 765)は室町時代の配石遺構から出土

したもの。 (766～ 768)は包含層から出土した

もの。(768)は 3匁錘。

以上の土錘は,平安時代末期から室町時代に

至るまで,形を変えることなく,使い続けられ

ている。地元の生駒西麓産の上錘が少量混じる

ことから,網を修繕する際,地元の粘土を焼い

て補ったものらしい。その他の土錘は,ク サリ

鮎50の75とR52彎 53の 7M陥
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第86図 58-7区 上鍾 実測図 (1/4)

礫を多量に含有するので,摂津地方産と推定される。摂津地方でも大阪湾岸の地域と推定される。

<古代～中世の木製品 >

58-7区からは,井戸や土坑,包含層から木製品が約 170点出土した。代表的なものを以下略

述する。

土坑 1(第87図769,図版101a)

用途不明木製品 (769)ト ンネル中より出土。中央に方形 (3.8× 3.Ocm)の穴をあけ,その四

角に一辺0.4cm程度の方形小子しをもつ。ただし,左上の穴のみは不貫通である。長さ10.5cm,幅

6.7cm,「軍さ0.6cm。

井戸 6(第87図770,図版101a)

円形曲物底板 (770)1/4強 の残存であるが,いびつなため直径復原はむつかしい。20cm前

後か。割れ日は人工のもので,それに並行して2ヶ 所の円孔がある。恐らくここに桜皮等を通し

て,他の板に接続したのであろう。円周部側面に木釘穴などはない。

用途不明木製品 (771'772) (771)は長さ9.8cm,幅 1.8cm,厚 さ0.5硼 の棒状の木製品で,

表面は九く仕上げられている。 (772)は 長さ23.2cm,幅 9,7cm,厚さ1,9cmの 板状木製品であ

る。

井戸10(第87図773・ 774,図版101b・ 102a)

曲物桶 (773,7留 ) (773)は 底板で全体の2/3が残存。直径14.Ocm,厚さ0。 6cm。 側面部に

木釘穴などはない。表面には黒漆を施し,その一部が残っている。直径から考えて,柄狗と考え
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第V章 58-7区の調査成果

られる。(774)はぬい目部分が破損している他はほぼ完形で,直径28.2cm,高 さ9.7cm。 側板は

一重で,内面には縦方向のきざみ目が 0.6 cmご とに入るほか,所々に斜め方向のきざみ目が入る。

まわしは一重で,高 さ2.4 cm,底板の周囲にまわる。まわしの外から7ケ 所の木釘を打ち,底板

と接続する。

井戸 2(第87・ 88図775～ 786ぅ 図版102b。 102c・ 103・ 104a)

曲物 (775～ 781)7点 はいずれも底板である。 (775)は直径20.5cm,厚 さ0,8cm, 9割 方残存。

最低 7ヶ 所の木釘穴があり,う ち2本の木釘が残っている。(776)は ,全体の 1/3が残存。復
原直径17.8cm,厚さ0,6cm。 木釘穴 1つが残る。また同一方向に無数の刃物傷がある。 (777)は

長円形の底板。 1/2強が残存すると思われる。残存長13.lcm,幅 17.Ocm。 荒い仕上げで,表裏
面共にかなリデコボコである。また表裏両面には,刃物傷が何本か残る。 (778)は 1/2残存。
直径18.3cm,厚 さ0.6cm。 (779)は 1/4程度が残存。方形ないしは楕円形の底板。これにも無数

の刃物傷が入るが,方向はバラバラである。残存長17.9cm,厚 さ0.6cm。 (780)は ややいびつな円

形の底板。 3ケ 所に木釘穴が確認できる。全体の1/2が残存。直径18.Ocm,厚さ0.9cm。 (781)
は全体の 1/3が残存。復原直径20.4cl■ ,厚さ0.5cm。 3ヶ 所の木釘穴が残る。
柄杓 (782)上段井戸側内下位から検出された (図版59a)。 直径 13.5cm,高 さ10。 9cm。 底板

は残らない。底板の綴り方は一列。内面には 0.6 cm幅に縦のきざみ目を入れ,所々に斜めのきざ

み目を入れている。内外面共に黒漆を施す。木釘穴は4ヶ 所残る。また対角線に柄を通すための

穴 2ヶ 所があけられている。一方は綴りのすぐ横で,側板が重なり合った部分に2.5cm× 2.Ocmの

方形の穴をあけ, もう一方は,0.9cm× 0.6cmほ どの小さな穴である。この部分に入る柄も同時に

出土している。半折しているが,残存長24.2cn,最大幅2.7cm,厚 さ1.3cmで ,先端を削って尖ら

せている。先を小さい方の穴につっこみ,大きな穴の内側で上から木釘を入れて固定させたらし

く,穴が残っている。

用途不明木製品 (783～ 786) (786)1ま 同一個体と思われる板状木製品。ただし接合不可能。

一方は,長さ9.6cm,幅3.3cm,厚 さ0.5cmで 九く削ってある。もう一方は,長さ18,2cm,幅3.4cm,

厚さ0.5cm。 ともに木釘穴が残 り,ま た無数の刃物傷がついている。 (783・ 784)も 同一個体と思

われる板状木製品。一方は,長さ19,lcm,残存幅9。 7cm,厚 さ0,2cl■。もう一方は,長さ19,lcm,

幅9,4cm,厚 さ0.2cm。 ともに大変薄いため,曲物底板とは思えない。 2枚を重ね利用したものか。

(785)は長さ18.Ocnl,残存幅4.4cm,厚 さ0.5cm。 曲物底板の可能性がある。

井戸 3(第88図 787・ 788,図版104b・ 105a)

円形曲物 (787・ 788) (788)|ま 完形曲物。直径17.4cm,高 さ12.8cm。 内面全体に黒漆を施す。

側板内面には,約 0.4 cm幅に縦のきざみ目を入れ,所々に斜め方向のきざみ目も入れる。綴じは,

ほとんど残らないが,切 り目よリー列止めであったことがわかる。まわしは上下 2枚。内側に斜

めのきざみ目を入れる。ともに二列止め。(787)は底板。直径17.2cm,厚 さ1.2cm。 木釘穴は lヶ

所しか確認できない。やや厚いため結桶の可能性がある。
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第V章 58-7区 の調査成果

井戸 7(第88～93図789～811,図版105b～ 110)

箸 (789・ 790)いずれも半損の箸。(789)は残存長19.7cm,厚 さ最大0,8cm。 断面は楕円形で

あるが,端部は四角形に成形してある。

車履 (791)破損が大きく,全体像は明瞭ではないが,その形状と一部に残る藁の圧痕のよう

なものより,草履の芯板であると思われる。残存長18.8 cm,残存幅2.9 cm。 切り込みの痕跡も
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第3節 検出された遺物

わずかに認められる。

木球 (792,793) (792)は長さ4.lcm,幅 4.3cm。 著しいノミ痕があり,荒い仕上げなので未

製品か。(793)は 1/2が残存。長さ3.6cm,幅 3.2硼。木の枝を短く切り,九 く皮をはぎ,両端

をクト恨1か らノミで削る。

しゃもじ状木製品 (794) 最下層から曲物棉 (799)に 接して出土した (図版66e)。 用途不明。

庖丁状の形態であるが,長辺は割れであり,原型は羽子板のような形態であったと推測している。

長さ27.lcm,残存幅6.lcl■ ,厚さ0,7cm。 表面には,木目を利用して段を作つている①裏面には,

刃物傷が少し入っている。

用途不明木製品 (795) 現存長11.2cm,最 大幅2.8硼。何かの柄か。

曲物 (796～ 804) 完形曲物 5個 ,底板 3枚,側板破片 1個が出土。(800)は底径20.5cm,高

さ13.8cmの完形曲物桶。側板は一重で,内面に縦方向のきざみ目が0.4 cm間隔で入る。また綴じ

方は,縦一列。底板は, 3つ の部材から成り,互いを3本の木釘で止めている。また底板の表面

から裏面にむけて, 6ヶ 所の穴があき,それと側板にあけられた穴が対応することから,桜皮や

紐などを通して底板を通したことがわかる。ただ,底板の側面には,18ケ 所の木釘穴が残ること

より,曲物製作時には,側板の外から木釘を打ち込んで底板を止めていたのだが,使用中に底板

がぬけ,紐などによって補修したのであろう。内面全体に黒漆を施す。(799)は底板18.lcm,高

さ12.9cmの 完形曲物。側板内側のきざみ目は, とじ日付近だけ縦方向につく。綴じ方は,縦方向

一列止め。また,ま わし1枚が,底板付近にまわる。まわしの高さ3.8 cm。 止め方は二列止め。

底板は,アゲ底にとめる。 5ケ 所の本釘で止める。(797)は 直径19.0側 ,高 さ14.5cm。 狽1板は,

2枚の板をまわし,それぞれを一列で止めてある。綴じ目は,対角線上に来る。側板の内面には,

縦方向のきざみ目が入る。また,底板は直径18,6cm,厚さ1.Ocm。 内面には,黒漆が施してあるが ,

ひっかいたような痕跡がある。ttI板と底板を接続する木釘穴はない。(796)は直径21,Ocm,高 さ

4.6cm。 側板のみが出土している。内面には0.6cmご とに縦方向のきざみ目があり,所々斜めのき

ざみ目も入れる。一部に黒漆が残る。同時に出土した (797)の 蓋の可能性がある。 (798)も 側板

のみ出土。直径19,4cm,高 さ2,3cm。 綾じ方は,二列止めである。 (804)は 曲物恨J板の一部。長

さ10。 3cm,幅3.3cm,厚 さ0,3cm。 内側には少しだけ黒漆が残っている。(803)は 曲物底板の一部。

全体の1/4が残存する。復原直径13.8cm,厚さ0.6cm。 仕上げは丁寧で,側面に木釘穴などはな

い。柄杓の底板であろう。 (801)も 柄杓の底板。9割が残存。直径10.2cm,厚 さ0,7cm。 表裏面と

もに,黒漆を施してある。側面の木釘穴は, 1ケ所のみ確認できる。(802)は全体の 1/4程度

が残る。表面には黒漆を施す。復原直径20.8cm,厚 さ0.6cm。

鉄鎌 (805'806)下 層下位から出土した。中世の鉄鎌の例としては貴重なものである。 (805)

は刃の長さ13.5 cm,最 大幅 3.5 cm。 刃は,ほぼ直線をなす。柄は楕円形で,幅 3.2側 ,現存長

44.9cmである。柄の端部には,内側にむけてすべり止めの突起がつく。着柄方法は,破損のため

明瞭ではないが,刃身の先端に穴をあけ,柄のそとから木釘を打って固定したものと思われる。
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第89図 58-7区 井戸7出土木製品 実測図 (1/4)

(806)は鎌身が失損しており,全貌は明らかではないが,ほぼ (807)と 同サイズのものと思われ

る。柄の現存長39,4cl■ ,最大幅2.3cm。 やはり端部に内側方向への突起がつく。

鉄斧 (807) 下層下位から出土した (図版66b)。 全長 58 cm,柄の幅 3 cm,厚 さ 2.2 cm。 頭
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第90図 58-7区 井戸 7出土木製品 実測図 (1/4)

部の幅19cm,長 さ 9 cm。 当初,頭部は厚 くサビに覆われ,斧の形状,カ シ製の柄と頭部の接合関

係も不明であった。また,頭部が厚いことから,あるいは玄翁である可能性もあった。しかし,

保存処理の結果,当初の状態が明らかとなった (図版109b,第 91図 807/)。

木簡 (808) 下層上位から出土した (図版65)。 長さ41.9cm,幅3.2cm,厚 さ0.5cm。 ほぼ完形。

上端は九く,下部に行 く程細くなり,下端は斜めに切られている。表面に「奉伽持仏頂尊勝陀羅

尼一千遍右切也」と大文字で書かれ,その下に「元徳二年正月十七日」と小文字で 2行に分けて
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20cm

0

書かれていた。裏面に墨書はなかった。元徳二年は鎌倉時代最

後の元号で,西暦1330年 にあたり,供伴した土器群の歴年代を

知る上で貴重な資料となった。

漆器椀 (809～ 8■ )最 下層から3点出土している (図版
66)。 (809)は 高台付の椀。高台径 7.3 cm,器厚・体部 0.4 cm,

日縁部付近 0.3 cm,残存高 5.O cm。 内外面とも黒漆を施した上

に,朱漆で 2種類の車花状の紋様と背景を,見込み部に大きく

描き,体部内面にその紋様を簡略化したものを, 3ヶ 所に描い

ている。紋様はすべて筆描き。木地は横木取り。 (810)は 高台

付の椀。口径 8,O cm,器厚・底部 0。 3 cm,日縁部 0.2 cm,高台

径 7.O cm,器高 4.7 cm。 変形が著しいため正確ではない。内外

面とも黒漆を施した上に,朱漆で草花状の紋様を見込み部に大

きく描き,体部内面にその紋様の草状のものを3ヶ 所に描いて

いる。外面にもまた同種の草状の紋様をより簡略化したものを

2個一組で描かれている。紋様はすべて筆描き。木地は横木取

り。 (811)は 高台付の椀。高台径 7.8 cm,器厚・底部 0.5 cl■ ,

日縁部付近 0。 2 cm,残存高 4.4 cm。 内外面とも黒漆を施した上

に,朱漆で 1種類の車花状の紋様と背景を見込み部に大きく描

き,体部内面にその文様を簡略化したものを描いている。外面

にも同様のものが描かれている。文様はすべて筆描き。木地は

横木取り。

井戸 4(第93図812～ 814,図版11l a・ b)

下駄 (812)長 さ20.8cm,幅 9。 9 cl■ ,台部厚さ 1.5 cm。 表面

よりつま先部を右斜下に削り,右足用と考えられる。三孔穿は,

ほぼ二等辺三角形の位置にあり,前緒孔は台部に対して垂直に

穿孔し,径 0.6 cmと小さい。横緒子しは,内方向に向かって斜め807′

第91図 58-7区 井戸 7   
に穿子とし,径 1.4 cmと 大きい。どちらもノミで穿孔されている。

出土鉄斧 実測図 (1/4)  全体の長さ。幅・三孔の間隔より小さい形なので,女性用と考
えられる。歯の残存状態は,前歯 2.7 cm,後歯 1.4 cmで前歯に

比べて後歯の摩耗がはげしい。遺存状態不良の為,削 り調整不明。全体に楕円形。一木作 りの連

歯下駄である。

曲物桶底板 (813・ 814) (814)は直径 17.8 cl■ ,厚 さ 0.6 cm。 側面には6ケ 所等間隔に,木
釘がはいる。また表面にも4ヶ所ほぼ等間隔に貫通する穴があく。この穴にも木釘が残る。側板

との接続法については不明である。 (813)は直径 19.O cm,厚さ 0,6 cm。 表面には一面に黒漆を
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施す。また側面には, 9ケ 所の木釘穴が残るが,間隔は不均等であ

る。

井戸 5(第 93図 815)

箕 (815)残存長31cm,幅 13cm。 部分的に残存し,全体の形は不

明。ワラを縦横に編み込んでおり,ム シロの可能性もある。

井戸 8(第94図816～ 825,図版112・ 113)

曲物 (816～ 820・ 822～825) 計 9点出土しているが,すべて側

板か底板である。 (816)は完形の底板。直径18.5cm,厚さ1.5cmで

大変厚い。表裏面とも荒っぽい削りである。合計12ケ 所の木釘穴が,

4ヶ所に集中してあいている。

(819)も底板。杉と桧を合わせて 1枚にしたもので,断面に木

釘穴をあけて止めている。周囲に木釘穴はない。直径 19,O cm,厚

さ 1,l cm。

(820)は ,直径16.7cm,厚 さ0。 7cm。 美しく仕上げられており,

細い木釘穴が 3ケ 所ある。

(818)は 円形曲物底板が 1/3ほ ど残存したもの。他の板と合わ

せるため,断面に木釘穴が 2ケ 所残る。側面にも2つの木釘穴がか

たまってあく。復原直径 18.8 cm,厚 さ 0,9 cm。 (817)も全体の 1

/3ほ どが残存。これにも断面に, 2ケ所の木釘穴が残る。復原直

径 19,2 cm,厚さ 1.O cm。 (824)は 曲物の側板の一部。全全の復原

は無理であるが,残存長 15,5 cm,幅 5,O cm,厚 さ0.l cm。 桜皮のと

めが少し残る。

(822・ 823・ 825)も , ともに曲物側板と思われ,同一個体の可能

性がある。ともに黒漆を施した痕跡が残る。

箱型つるべ (821)最下層から出土した (図版 66a・ b)。 4枚

の側板を底板の上にのせ,それぞれを釘で止め,箱を作 り,さ らに

上部に横木をわたしてつるべとしている。

側板は,一方にややほり込みを入れ,そ こに他方を入れ,釘やか

すがいで固定している。また,底板の裏側から8ヶ 所の釘を打ち込

み,側板を止めている。

また,横木も釘を上から打ち込んで,側板に固定しているが,横

木に直交してひもがわたされていたようで,横木側板の上部に痕跡

が残っている。全体の高さ20。 9 cm,口径 19.6 cm,底 径 15,8 cm,側

板の厚さ 1.3 cm。
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第V章 58-7区の調査成果

<金属製品 >(第54図 367・ 368,第95図826～ 829,図版100a)
58-7区からは金属製品 6点が出土した。 (367・ 368)は ,いずれも土坑 1から出土した古銭。

(826)は 室町時代の配石遺構 1出上の鉄製熊手。完形品。歯は3本で,外側の 1本は大きく,

真中の 1本は小さく内に折れ曲がっている。歯の長さは8.2c14,最 大幅 1,2 cni。 軸部は長さ13.3

cm,最大幅 3.5 cm。 軸部は先細りで,先端部は鉤状で, 日釘穴代わりになっていた。草取り等に

使用されたのであろうか。

(827～ 829)は鎌倉末期の井戸 7出土。 (827)は 鉄鎌の刃。破損が大きく,先端のみが残る。

刃は直線で,内彎しない。残存長 8.8 cm,幅 3.5c14。 (828)は 鉄製かすがいの破片。長さ6.7 cm,

最大幅 1.5 cm。 (829)は 建築用の鉄釘か。先端を尖らしているので,あるいは火箸の破片か。長

さ12,l cm,幅 0,7 cm。

その他に,井戸 7か ら鉄鎌 (第 90図 805・ 806),鉄斧 (第 90,91図 807)が出土しているが,

木製品のところで触れいている (H5～ 117頁参照)。

配 石 遺 構

826

826

井 戸 7

協

肋

物

0
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第 4節 小 結

本調査区 (面積 575∬ )は ,大阪府が担当した西ノ辻遺跡の東端に当たる。西接する57-4区

では,井戸や掘立柱建物跡等が多数検出され,中世の集落跡の中心部と推定されたが,本調査区

でも同様な結果を得た。以下,主要点を列記する。

1.井戸11基を検出。井戸 2と 井戸 6に木枠が認められたが,他はすべて素掘り,枠無しであっ

た。平安末期の井戸 1・ 6・ 10,鎌倉中期の井戸 2,鎌倉後期の井戸 3,鎌倉末期の井戸 7,

南北朝の井戸 9,室町の井戸 5。 8・ 11に分けられる。鎌倉前期の井戸が検出されなかったが ,

平安末期以降代々と井戸は掘り続けられた様子である。

2.井戸 2の木枠は,上下三段にわたつて組まれたもので,下段は板材を四角に打ち込み,横桟

を入れたものである。その上に大きな一枚板を並べて,方形枠を形作っている。西ノ辻遺弥で,

枠のあるものは極めて稀で,それだけに隣接する井戸 2と 井戸 6に枠があったのが珍しかった。

3.井戸 1・ 3,7・ 10の J里土上層には,多量の平安～鎌倉時代の土器が投棄されていた。すべ

て一括資料と思われ,土器の編年作業にとって貴重な資料を提供してくれた。中でも,井戸 7

出土の元徳二年 (1330)銘 の木簡は,供伴した瓦器椀の歴年代を考える上で貴重な資料となっ

た。また,元徳二年銘のある木簡は,内容が尊勝陀羅尼を一千遍お唱えしましたということだ

けに,僧が施主に渡したレシートとみることができる。この陀羅尼を 1回読むのに3分かかる

だけに,一千遍だと50時間かかる訳である。それだけのお布施を渡せる人物といえば,かなり

高貴な階級の人と推定できる。きっと近くに住んでいたのだろう。中世の庶民信仰を知る上で,

貴重な資料であった。

4.井戸 7か らは,「□福二年J銘のある石硯も出土している。天福二年は西暦1234年 なので,

年号の彫られた石硯としては日本最古で,貴重なものであつた。なお,材質は粘板岩であるが,

伴出したもう 1点の石硯も紫色の粘板岩で,共に高島石と推定された。高島石使用の歴史が判

明した点も重要であった。

5.井戸 7か らは,大量のオオタニシが出土したが,河内湖で採ったものを食用にした結果なの

だろう。58-5区井戸 3,57-4区井戸23儘 4)か らもオオタニシは出土しており,鎌倉中期か

ら室町時代にかけて,盛んに採られたものらしい。ゆがき,酢味噌をかけて食べるとおいしい

ので,河内特産のものとして,京都や近隣諸地域に搬出されている可能性がある。

6.井戸2・ 3・ 4・ 6,7・ 8・ 10からは,曲物桶が完形もしくは破片で出土し,釣瓶として

盛んに使用されている事実が判明した。また,井戸底にはカエル・ネズミ・カメ等の動物遺存

体が多数落ち込んでいた。素掘りの井戸がほとんどであったので,近辺から土砂および雨水の

移動に伴って落ち込んだものらしい。

7.土坑 1からは,多量の平安時代中期の土器が出土して,こ の時期の遺構と推定された。当初 ,
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両端底に検出された横穴を人間が掘ったものと推定したが,廷々50m以上,当時の地表下 2m
を東から西へと蛇行しながら続いていたので,到底人間では掘削不可能なものと推定された。

その後,神並遺跡59-5区井戸 1で も同様なトンネルが検出されたので,58-7区や59-5区
のような段立上の遺跡では粘土層と砂利層の間に地下水路が何本も流れていた様子である。埋

土に砂礫と粘土と土器が含まれていることからすると,地下水路を下水道代りにでも使用して

いたのだろうか。奇妙な遺構であった。

8.調査区北半部で鎌倉～室町時代の柱穴群が検出された。西接する57-4区でも調査区北半部
で同様な二面の柱穴群が検出されていたので,57-4区・58-7区の北半部より北側に当時の

掘立柱建物群が集中している地域の存在が推定される。段立上の高い地域に集落跡の存在が推

定され,南側の自然河川に面する低い地域に多数の井戸が集中して掘られた様子である。

9.57-4区 で検出されていた2号方形周溝墓の西半部が検出された。供献土器として高杯と奏
が出土したが,共にⅢ様式 (古)段階のものと思われた。57-4区北半部や58-7区北西部が

弥生時代中期中頃に墓域であったことが確認された。

〔第V章の註〕

(註 1)横 田賢次郎・森田勉 1987「太宰府出上の輸入中国陶器について一型式分類と編年を中心として」
(『九州F_卜史資料館研究論集 4』 )

(註 2) 宮崎泰史編 1986『神並・西ノ辻 鬼虎川遺跡発掘調査整理概要・ⅡJ大阪府教育委員会
(註 3) 宮崎泰史 西口陽一編 1995『鬼虎川遺ll方 2ヽ6次・西ノ辻遺跡 18～ 20次調査概要報告』

大阪府教育委員会 ,財団法人東大阪市文化財協会

(註 4) 宮崎泰史編 1986『神並・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査整理概要・Ⅱ』大阪府教育委員会
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第 1節 概 要

第Ⅵ章 58-2区の調査成果

第 1節 概 要

本調査区は前年度,上層遺構の調査と併行して,南側に断面観察用の側溝を掘削すると,従前

の大阪府や東大阪市の調査で検出されていた幅約40mも ある自然河川は,こ の調査区中央で北に

急に曲ること,深さが約4.7mに なること,等が半J明 したため,新たな土留処置が必要となった。

そこで,ひとまず調査を中断し,次年度に自然河川の調査をすることとなった。

調査は土留処置の都合上,調査区を北半部と南半部に三分し,北半部の調査区から着手するこ

ととした。旧耕土を除去すると第 3～ 5層上面にて、調査区一面に南北に走る鋤隊が検出された

(図版114)。 出上した遺物から,近代から鎌倉時代の耕作面と考えられた。写真及び実測終了後,

掘り下げると第 6層上面で井戸 1(土坑の可能性もある),自 然1可川,溝,ピ ット等が検出された

(第97図 ,図版115)。 井戸 1は径5,35× 3.70m,深 さ0。 7cm以上をはかる (図版116)。 中から平安

時代後期の瓦器碗,土師質土器とともに墨書の認められる板状木製品 (図版133・ 134a),ゲ タ,

つちのこ等が出土した。第 6層 を除去すると,重複して弥生時代後期～奈良時代の自然河川,弥

生時代後期の自然河川 1条,古墳時代の自然河川 2条 (自然河川 2・ 6)を検出した (第98図 ,

図版117)。 さらに、弥生時代後期～奈良時代の自然河川を掘削すると,調査区の東側で弥生時代

中期の自然河川 1条 (自然河川 8),西側で弥生時代中期の自然河川 2条 (自然河川 1・ 7)を検

出した (第99図 ,図版118・ 119)。 河川内より多量の中期中頃の土器,石器,木製品,イ ノシシ,

ニホンジカ等の動物遺存体等が出土した。鹿を描いた絵画土器 (第96図 )も 出上している。これ

らの自然河川は,弥生時代前期～縄紋時代晩期の包含層をベースにしている。この包含層を除去

すると,縄紋時代の自然河川 (自然河川 9)を検出した (第 100図 ,図版120～ 123)。 自然河川 9

からは,コ ンテナ 1杯分の縄紋時代中期後半の上器が出土した。

南半部の調査は、北半部と同じく旧表土を除去す

ると、調査区一面に北半部から続 く鋤隊を検出した

(図版 124・ 125)。 写真及び実測終了後,近世から

中世の耕作面を掘り下げると,中世の自然河川 3条

(中世自然河川 1～ 3)を検出した (第 101図 ,図

版126)。 とりわけ中世自然河川 2の下層から,馬 ・

牛等の動物遺存体が集中して出土している。これら

を除去すると、古墳時代の自然河川 3条 (自然河川   第96図 58-2区 (北 )自然河川
3・ 4・ 7)を検出する (第 102～ 104図 ,図版127a     出土絵画土器拓本 (1/1)
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第Ⅵ章 58-2区 の調査成果

～c)。 さらに掘り下げると、調査区の東側で弥生時代後期の自然河川を検出した (図版127d)。

ほぼ完形の土器が数個集中して出上している。また,弥生時代前期～中期の包含層掘削中に壼棺 ,

甕棺を検出した (図版 127f。 128a)。 この包含層を除去すると縄紋時代の自然河川を検出した

(第 102図 ,図版128)。

第 2節 縄紋土器

58-2区の調査において縄紋土器を検出したのは,弥生時代包含層,弥生時代自然河川,縄紋

時代自然河川の 3地点においてである。その総数は,約 120片を数える。時期的には縄紋中期か

ら晩期までを含んでいるが,各地点によつて傾向は異なっている。

弥生時代包含層は I～ Ⅳに分けられるが,縄紋土器を確認したのは I層 とⅣ層の 2層であり,

かつ大部分は I層から検出している。後期の土器片を一部含むほかは晩期が主体で,突帯紋土器

片や,貝殻条痕,原体不明め条痕を有する体部変,さ らに,体部に矢羽状紋を施した壼形土器な

どがある。Ⅳ層からは,後期・晩期の体部片を検出している。

弥生時代自然河川に含まれる縄紋土器は少なく,12片 ほどである。晩期を主体としている。図

示したものから考えると,晩期中葉から末にかけての上器を多く包含するようである。

縄紋時代自然河川からは, もっとも多くの土器片を確認しており,破片ではあるが遺存状況の

良好なものも多い。早期の上器 1片 を含むほか,中期・後期・晩期の土器片約50片を検出してい

る。特に,中期の土器は後半のもので,大阪では類例の少ないものである。

以下,図示したものについて時期毎に記述する。 (第 105図～第107図 )

(871)は 早期の土器で,体部外面にネガティブな楕円押型紋 (舟形沈紋)を有する神宮寺式土

器である。全体に磨滅するが,器厚 3 alm～ 4 nllnを測る。灰茶褐色を呈し,胎土中には角閃石を多

く合む。縄紋時代自然河川から出上した。確実に早期に属するものは,こ の 1点のみである。

(870)お よび (872～ 876)は ,中期の土器である。(870)は破片数は少ないが,日縁部から底

部までを復原でき,全体の器形を想定することができる。胴部の張るキャリパー形を呈し,日縁

部は波状をなす。底部は平底と考えられる。推定器高43.5cm,底部の復元径13.4cmを 測る。紋様

はすべて沈線と縄紋によるもので,日縁部,頸部,胴部の各紋様帯は,日縁に平行する2条の沈

線と,沈線間を充填する縄紋帯 (LR),さ らに波頭状沈線紋をめぐらし,不定方向に施された縄

紋によって構成されている。内傾する口縁端面にも縄紋を施している。頸部紋様帯は 7条のヘラ

描き弧状沈線で,日縁部と胴部を画している。胴部紋様帯はH状の垂下沈線と蛇行沈線の交互施

紋で,間隙に縦位を基調とした縄紋を施している。内面は,横位の条痕様の調整痕が残る。外面

黒褐色～褐灰色を呈し,胎土には角閃石・金雲母を含む。縄紋時代自然1可川から出土。

(872)は ,キ ャリパー状を呈する回縁部片である。外面に幅 5 mal～ 6 mlnの 2条の沈線が残る。

内外面ともナデ調整で,灰褐色を呈する。縄紋時代自然河川出土。 (873)は胴部上位の破片と考
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第2節 縄紋土器

えられる。Lの撚糸紋地に,細い

施紋具 (半裁竹管か)に よる8～

9条の弧状沈線を施している。灰

褐色を呈する。縄紋時代自然河川

出土。 (874)は同一固体と判断で

きる破片が多いため,日縁部から

胴部下半までを推定復元した。胴

部径を基準としたため,口径は確

定できない。キャリパー形を呈し,

平縁である。口縁端面および外面

全面に縄紋 (LR)を 施し,日縁

直下に 1条の押引沈線をめぐらす。

沈線下には円形刺突紋を施し,頚

部以下胴部には 3条単位の垂下沈

線と,蛇行沈線を交互施紋する。

垂下沈線と蛇行沈線は,同一原体

によるものであろう。内面は,横

方向のナデ調整である。胴部最大

径は約14.6cmを 測る。口辺部は暗

茶褐色,体部は灰褐色を呈する。    第105図 58-2区 縄紋土器 実測図 (1)(1/4)

縄紋時代自然河川出土。

(875)は ,やや内湾する体部片である。固い撚りの縄紋 (RL)が施される。内面はナデロデロltt。

灰褐色を呈する。縄紋時代自然河川出土。

(876)は胴部上位と考えられる破片で,縄紋 (RL)は 1条おきに深く押捺される。条線紋は

4本単位で,図の左右の条線紋それぞれが単位紋様を構成するものと思われる。縄紋時代自然河

川出土。

(877～ 879)は ,後期の上器である。

(877)は ,やや薄い器壁であるが,深鉢の口縁部と考えられる。白辺部に 5条以上の横位の平

行沈線を施している。沈線間は,ナデている。縄紋時代自然河川出土。

(878)は ,鉢もしくは深鉢の口縁部で,(877)と 同様に口縁に平行して沈線を施すが,(877)

と比べて細 く雑な線である。縄紋時代自然河川出土。

(879)も 鉢もしくは深鉢の口縁部で,日縁端部を肥厚させ,縄紋 (LR)を 施した縁帯紋土器

である。縄紋時代自然1可川出土。

(880)以 下は,晩期の土器である。

870
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第Ⅵ章 58-2区 の調査成果

(880,881)は 同形態の深鉢口縁部で,内局したのち外反する日縁を有する。 (880)は復原口

径20.4cm。 外面ナデ調整であるが,原体不明の擦痕が残る。内面は,横位条痕をナデ消している。

縄紋時代自然河川出土。

(881)は復原口径21cm。 内外面ともナデ仕上げである。弥生時代自然河川出土。

(882)は浅鉢の体部片で,口縁部と胴部の間は段をなしている。段の稜の部位で復元径17cmで

ある。内外面ともナデ調整。色調は,外面灰褐色～茶黒色,内面茶黒色を呈する。弥生時代自然

河川出土。

(883)か ら (888)は ,突帯紋土器である。

(883)は 口縁直下に突帯をめぐらし,突帯上と口縁面にD字状の刻目を施す。内外面ともナデ

調整である。茶褐色を呈し,胎土中に角閃石を含む。弥生時代自然河川出土。

(884)は体部の突帯で,D字状の刻みを施す。内外面とも原体不明の軽い横位条痕調整。外面

白褐色,内面灰黒色を呈する。弥生時代包含層 I出土。

(885)は復原口径27.4cmを 測り,日縁面と突帝上にD字状の刻みを施す。外面はナデ調整,内

面は横位の条痕調整である。灰褐色を呈する。弥生時代自然河川出土。

(886)は 口縁部と体部に2条の突帯を有し,突帯上には軽い刻みを施す。口縁部中位で復元図

化したため口径は確定できないが,図では34.8cmである。口縁部には,幅1.8cm～ 2.Ocmの粘土紐

の接合痕が残る。内外面ともナデ仕上げであるが,内面には条痕の痕跡が残っている。褐灰色を

呈し,胎土中には角閃石・金雲母を含んでいる。縄紋時代自然河川出土。

(887)は突帯下を強く横ナデしている。内外面ともナデ調整。褐灰色を呈し,胎土中には角閃

石を多量に含んでいる。弥生時代自然河川出土。

(888)は 日縁端部に突帯をめぐらし,突帯上には軽い刻みを施す。復元口径19,2clれを測る。外

面はナデ調整。内面は条痕調整の後ナデ調整。褐灰色を呈し,胎土中には角閃石・金雲母を含ん

でいる。弥生時代自然河川出土。

(889)は壺形土器の体部中位と考えられるものである。中位に 1条の沈線をめぐらし,体部上

位には針先のように細い施紋具で描かれた矢羽状紋が,沈線によって区画されて帯状に施紋され

ている。また,矢羽状紋に挟まれて弧状の沈線紋もみられるが, どのように展開するかは判断で

きない。外面中位の沈線以下はケズリ痕が残り,内面ナデ調整である。体部の最大径は復原で,

約23.4cmを 測る。内外面とも灰褐色を呈する。弥生時代包合層 I出土。

(890)は 口縁部が直立する直口重形土器で,復原口径19cmを測る。全体に磨減しているが,無

紋地と考えられる。日端面には軽い刻み目がある。外面褐灰色,内面暗灰褐色を呈する。弥生時

代包含層 Iと Ⅳから出土した破片が接合した。

(891)は壼形土器もしくは深鉢の口縁部で,復原口径26 cmを測る。日縁直下に, 1条の突帝

をめぐらしている。外面口縁端部から2 cmほ どの幅で赤色顔料が塗布されていたようである。外

面は横位のヘラミガキ状の調整,内面は条痕調整の後ナデ調整。外面暗褐色,内面灰褐色を呈す
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る。精良な土器である。縄紋時代自然河川と弥生時代自然河川から出土した破片が接合した。

以上が,58-2区から検出した主な縄紋土器で,前期を除く,早期・中期・後期・晩期の各期

の土器が含まれている。早期の神宮寺式は近年類例が増え,隣接する神並遺跡では有≧尖頭器を

伴い,多量に検出されている。中期の土器はいずれも後半のもので,(870)は加曾利E式期前半

の影響を受けるが,胎土中に角閃石や金雲母を含み,在地の土器の可能性が認められる。それに

対し,(873～876)は搬入品と考えられる。後期の土器 3点のうち,(878)と (879)は北白川上

層式に含まれよう。 (877)は ,元住吉山式であろう。

晩期で重要な資料となるのは,(889～ 891)の土器である。(889)は弥生土器の可能性もあるが ,

胎土,調整から判断して縄紋土器としたものである。形態的には晩期長原式の範疇に含めて考え

てよいと思われるが,矢羽状紋は板付式との関連も考えられ,今後,問題になる土器である。

(890)も 晩期終末に位置づけられようが,従来の長原式には日縁部突帯の形状を示し,ま た,赤

色顔料の塗布という特徴を有するが,晩期終末の土器として位置づけておきたい。

いずれも編年上貴重な資料であるが,検出されたのが河川や包含層であり,共伴関係を明らか

にすることはできない。また,河川と弥生包含層の遺物は膨大な量に達しており,今後も整理中

に縄紋土器が確認されることも十分に予想できる。さらに,周辺遺跡の過去の,そ して現在の調

査においても縄紋土器が検出されているようである。遺物と
え理が完了し,周辺遺跡の状況が明確

になった段階で,再度検討を重ねたい。

第 3節 小 結

本調査区 (面積 1,082ド)は ,前年度に上層遺構を調査しているので,今回は下層遺構が対象。

縄紋時代中期から近世までの遺構面が検出され,多量の遺物が出土している。

以下,主要点を列記する。

1.縄紋時代の自然河川から,比較的まとまって中期後半の上器が出土した。さらに河川埋没後

に堆積した包含層中より後期～晩期の土器が出土している。

2.弥生時代の自然河川,甕棺 1基,壼桔 1基 を検出。河川中から多量の弥生時代中期から後期

の土器,石器,木製品,イ ノンシ等の動物適存体が出土。

3.古填時代の自然河川を検出。河川中から5世紀後半の須恵器,土師器とともに剣,刀形木製

品等の武器形木製品が出土している。

4,中世の自然河川三条を検出。各々の自然河川からは多量の土器,木製品,動物遺存体等が出

土している。特に中世自然河川 2か らは,平安時代末の土器とともに保存状態が良好なイヌの

頭蓋骨やウマー体分の骨格を検出した。

5.井戸 1からは,平安時代後半の瓦器椀,土師質土器,墨書のみとめられる板状木製品,つち

のこ,ゲタ等が出土。
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6.井戸 2基を検出。井戸 1は室町時代,井戸 2は南北朝と推定される。出土遺物はいずれも少
量であるが,井戸 1か らは,ウ マの中手骨が出土。
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第Ⅶ章 まとめ

58-2・ 3・ 5,7区 を調査した結果,大約,西ノ辻遺跡の遺構の変遷が明らかとなった。以

下,時代順に概略を述べ,併せて遺物の特徴も明らかにしたい。

1.59-3区 l註 1),57-4区 儘2),58-7区 のいずれも調査区北端で弥生時代中期の方形周溝墓

を3基検出した。59-3区の方形周溝墓は,溝の一部が検出されただけで,周溝墓になるかど

うかについては明確でないが,溝中からⅢ様式 (古)の壼や碧玉製管玉が出土したので,周溝

墓と推定した。 3墓の周溝墓は,いずれもマウンドは後世削平されており,主体部も検出され

なかった。 3墓の周溝墓は,その辺を東西南北に合致させて,互いに連接することなく,間隔

を開けて並んでいた。

1号 ・2号方形周溝墓では,周溝に接して壺棺・奏棺が数基検出された。棺に使用された土

器は,いずれもⅢ様式 (古)の もので,方形周溝墓の供献土器と同時期と推定された。その一

方で,周溝から30～ 70m離れた自然河川の肩や中洲から,やはり同時期の壺棺・甕棺が 3基検

出された。重棺・甕棺にしても,設置する場所に若干の違いがみとめられるようである。

2.弥生時代以降,平安時代まで,遺構は検出されない。その時代の遺物は破片が包含層中等か

ら若千出土するが,ほ とんど,人がこの池を利用した結果とは考えられない。

3.58-7区土坑 1か らは,平安時代中期の遺物が出土した。「大満」「矢日」と書かれた墨書土器・

黒色土器碗・土師器皿 。二彩皿・銭貨・用途不明木器等。地下に自然に出来たトンネル水路を

たまたま発見した古代人が,土坑を掘削して何らかの目的に使用したのであろう。

4.平安中期から平安末期まで遺構は検出されない。その時代の遺物も出土しない。人がこの土

地を利用しなかった様子である。

5,58-3区 ・59-2区で,平安時代末期の井戸が 6基 と配石遺構が検出された。57-4区・59

-4区で,同時期の井戸が 8基検出された。時期が明確でない58-5区井戸 6を 除くと,西の

井戸群と東の井戸群との間に約70mの空白地帯がある。

6.鎌倉時代になると,58-3区から58-7区の東西150m,南北26～48m間 に30基の井戸が検

出された。各調査区万遍なく井戸が検出されている。57-4区では,中に多量の遺物を含む土

坑が 3基検出され,砥石を使う作業所遺構が検出され,柱穴群もこの時期のものも含まれてい

ると推定され,集落の中心部を調査した模様である。集落の西端
。自然河川の肩に,58-3区

では,土媛墓が検出された。中年男性を葬ったこの墓は,無縁仏を納めたものだろうか。

7.鎌倉時代の井戸は,大概が検出面下 lm位までは,大量の土器や石器・瓦等が投棄されてお

り,人が埋めた結果と考えられる。狭い土地にかくも多数の井戸が掘削されると,使用不能に

なった井戸は,次々に埋めてゆかなくては,危なくて仕方なかったはずである。また,井戸の

中程から底にかけてはぅ釣瓶代わりに使われた山物桶が,完形品もしくは底板だけが落ち込ん
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でおり,水汲みに曲物桶が相当使われた様子が伺える。また,井戸は99%ま でが素掘り,枠無

しであるから,少 し雨でも降ると,周囲から雨水がどんどん井戸中に入った模様で,カ エル・

ネズミ・亀等の骨が多量に出土するのも,その際,押 し流されてきて閉じ込められた結果と考

えられる。

8.58-7区井戸 7では鎌 2本・斧・漆器椀 3個がほぼ完形で出土し,57-4区井戸23ではコモ
ゲタ,同井戸15では籐箕がほぼ完形で出土したりと,井戸中に使用不可能な木製品がそのまま

投げ込まれている場合がある。完形品の瓦器碗,土師質皿・羽釜が井戸中に投げ込まれている

現象と同じで,意識的に何らかの目的があって埋められたものなのだろう。

9.南北朝時代には,自然河川がほぼ埋りかかっており,58-3区から58-7区までの間にH基
の井戸が検出された。59-2区井戸 1か らは「蘇民将来」の木簡が出土しており,やはり同時
期の59-1区でも同じ木簡が出土していることから,無病息災を願ったお礼を井戸中に投棄す
る風習があったと推定された。

10.室町時代には,自然河サ||は埋っており,58-3区から58-7区 までの間に,12基の井戸と配
石遺構が 4箇所で検出された。57-4区・58-7区 ・59-4区で検出された柱穴群もこの時代
のものと推定され,鎌倉時代以降集落の中心がこの場所に存続した様子である。

11.室町以降の遺構は検出されず,遺物も出土しない。江戸時代以降では,59-2区 でため池が
築造され,肥桶が57-4区で検出されたりしているが,だいたいは水田・畑だったらしく,ス
キ跡・溝等が58-5区・58-7区・59-4等で断片的に検出されている。
12.以上,こ の主として中世に盛えた西ノ辻集落は,出土遺構や遺物から集落址とは推定できて

も,それ以上に集落の名前とか住人の名前を伺わせるものはなかった。ただ,河内地方の他の

中世の集落址に比べると,少 し異なった点も多々認められるものである。たとえば,大和地方
の立派な瓦器碗や羽釜等の食器類が多量に出土したり,日 本最古の石臼や茶臼・石硯等,京都
と関連のある当時としては,最新式の遺物が出土したり,土錘の大量出土,オオタニンの大量

出土等,河内湖を大いに利用した姿が復元される点等である。また,「蘇民将来」「奉伽持仏頂

尊勝陀羅尼」「馬の頭と鹿の足を井戸中で組み合わせた遺構」等,信仰の姿を伺わせる資料も多
い。遺構の点で特に変わっているのは,こ の調査範囲だけで 102基 も検出された井戸の多さで

あった。段丘上にある西ノ辻集落で,南に接して自然河川もあるのに,何故このような丼戸が

掘り続けられたのか,甚だ不可解であった。この集落の性格に関しては,ま だまだ不明な点が

多く,今後の東大阪市教育委員会・(財 )東大阪市文化財協会の調査成果とも併せて,究明して

ゆかねばならない課題であろう。

〔第Ⅵ章の註〕

(註 1) 宮崎泰史・西口陽一編 1995『鬼虎川遺跡26次・西ノ辻遺跡 18～ 20次調査概要報告』
大阪府教育委員会・財団法人東大阪市文化財協会

(註 2)宮 崎泰史編 1986『神並・西ノ辻 鬼虎川遺跡発掘調査整理概要・I』 大阪府教育委員会
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